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一章　テレフォンショッキングザ デイタイム







　一月の祝日。将来を賭かけたイスカとの一戦の翌日。

　我わが家や、倉くら橋はし家に住む面々、対たい峙じした俺おれとイスカやリアはというと――




「フェルよ。すまないが、そのミカンを取ってくれないか？」

「……わふ？　わぅっ」

「うむ、ありがとう。――少し食べるか？」

「わんっ♪　――――きゃぅんっ!?」

　炬こ燵たつに入ったリアに、ミカンを届けたフェル。お礼に少し貰もらって食べたが、少し酸すっぱかったらしい。だが、驚おどろいただけで美味おいしくはあったみたいで。結局は半分ほど貰い、自身も炬燵に潜もぐり込んで『スっぱ～！』とかいう顔をしながらも食べている。

　と。そこで和室の入口が開き、長い黒くろ髪かみをなびかせ、イスカが入ってきた。

「うぅ～、今日もお昼なのに寒いね。炬燵、炬燵、っと♪」

「すまない、家事を任せきりにしてしまっている。……やはり、私も学ぶべきか……」

「あはは、私はそういう契けい約やくだし、趣しゆ味みだからね。でも洗せん濯たくも食器洗いも全自動だから、楽で良いよね♪　――って、あれ？　和かず希き、なんで微び妙みような顔しているの？」

　家事が一段落したらしいイスカが、自身も炬燵に入りながら訊きいてきた。

「……いや。微妙というか……昨日の遣やり取とりが信じられないくらい平和だな、と」

　――平和というより、一気に『所帯じみている』とかいうレベルな気が……？

　完全に『家事に勤いそしむ美少女』モードになっているイスカこと『イスカ・リヒト・エストレラ』は、昨日の夜、俺と決けつ闘とうを演じた異世界で名を馳はせる魔ま剣けん士し。ちなみに――信じがたいが性別も『男』。

　その相方、異世界では竜種に次ぐと言われているらしい、神しん狼ろうの仔であるフェルは――現状、どうみても『賢かしこい子犬』で愛あい玩がん動物扱あつかい。

　そして。異世界の魔ま王おうの娘むすめにして――俺との『婚こん約やく者しや』という関係が発覚した、リアこと『リアーナ・イルム・ルアリア』はというと。

「――昨日までが緊きん張ちようの連続だったからな。せめて今日くらいはノンビリと過ごしたいのだ。……そういう和希も、昼から炬燵から出たがらないではないか」

「…………まぁ、そうなんだが。それにしても、お前のその恰かつ好こうは……」

　綺き麗れいな長い白しろ髪かみと、童顔ながらややツリ目気味な目と、抜ばつ群ぐんに整った顔立ち。紫むらさき水ずい晶しようの瞳ひとみが確かな知性を感じさせる、『普ふ段だんの』リアの容姿。

　今はそこに、気分で着けているという眼鏡めがね。――これはいい。むしろリアの知的な印象が引き立てられ、『文学少女』『深窓の令れい嬢じよう』といった絵を作り上げている。だが――

「――コレの事か？　和希の母上の物を貸してもらっているのだが……温かいぞ？」

　そう言うリアが羽織っているのは、日本の伝統的な綿入りの和服――早い話が『半はん纏てん』と呼ばれる物。……それを羽織り、猫ねこ背ぜになって炬燵に入ってミカンを食べる姿は――『文学少女』の上に『田舎いなかの』が追加される。つまり――

「まぁ、多少の『ダサい』という形容は、今日に限っては甘あまんじてうけよう」




「――うん。って言うか…… も っ さ い 」




「………………私の語ご彙いには無い表現だが、何か凄すごくイヤだ」

「まぁ、半纏姿は座ざ敷しき童わらしみたいで可愛かわいくはあるんだけど。炬燵・ミカン・半纏・猫背の四点セットは田舎いなか臭くさすぎるかなと」

「…………可愛いと言われるのは嬉うれしいが。――和希がそう言うなら、冬を満まん喫きつするのも程ほど々ほどにしておく」

　目を逸そらし、背筋を伸のばしながらそう言うリアの頬ほおは、注意して見なければ気付かない程度だが、僅わずかに紅あかくなっていた。

　そんな俺たちの遣り取りを、楽しそうに見ているイスカ。眠ねむそうにアクビをするフェル。何と言うか……日常が戻もどってきた事を実感できて嬉しかった。




　そんな時。電話が鳴る音が聞こえてきた。




　……子機をこの部屋に持ってきていなかった事を、少し後こう悔かい。瞬しゆん時じに全員の顔を窺うかがうと――どうやら、誰だれも好き好んで炬燵から出たいとは思わないようだった。

「………………（電話が鳴っているぞ、和希？ Byリア）」

「………………（別に、俺が出なきゃいけないってわけでもないだろ？ By 和希）」

「………………（まぁ、出来れば誰も出たくないよね…… By イスカ）」

「………………わふわふっ（ボク関係無いもん By フェル）」

　瞬時のアイ・コンタクト。正確に意思疎そ通つうを成功させた俺たちは、徐じよ々じよにその瞳に剣けん呑のんな色が宿り始め。ついに――




「「「　ジャ　ン　ケ　ン　・　ポ　ン……！　」」」




　この上なく本気で、かつ迅じん速そくに突つき合あわされたそれぞれの手。その手が表す形は――俺とリアが『チョキ』、イスカが『パー』。

「ぅ……。――行ってきます」

「……いや、イスカは入ったばかりだろう。私が――」

「ううん、勝負事はキッチリと、だよ♪　気持ちだけ受け取っておくね」

　イスカを気き遣づかったリアを笑え顔がおで遮さえぎり、潔いさぎよくリビングの電話へ駆かけ足あしで向かう。

　なんとなく揃そろって聞き耳を立てていると、『えっ!?』といった驚く声が聞こえた。

「 ？　何かあったのだろうか？」

「――いや、驚いただけで、今はなんか楽しそうに話してるっぽい。紅あか音ねとか、クラスの誰かじゃないか？」

　そういえば。学校には『イスカが風か邪ぜをこじらせたから』という理由で休んでいたんだった。それを心配したクラスメイトから、というのが無難な線か。

「……それにしても。この炬燵というモノは危険だ、出たくなくなる。和希が一人暮らしのときに封ふう印いんしたのは賢けん明めいと言えるな」

「だろ？　ちなみにワンルームのアパートとかで一人暮らししてる人間が、炬燵、ノートパソコン、無線ＬＡＮとか揃えちゃうと悲ひ惨さんだぞ？　全すべての行動を炬燵と共に行う、通つう称しようカタツムリならぬ『コタツムリ』という、引きこもりの亜あ種しゆに発展するから」

「……光景が容易に想像できるのが恐おそろしいな」

　そんな話をしながら、先さき程ほどから静かなフェルを見ると。どうやら熟じゆく睡すいモードに入っている様だった。――あと30分くらいしたら起こしてやるか。

　と。そんなタイミングで、イスカの声が聞こえてきた。

『和希～。ちょっと電話代わってくれないかな～？』

　……こう呼ばれた以上は、行くしかない。名残なごり惜おしいが炬燵から出て、リアの『残念だったな』という視線に見送られて和室を後にし、リビングへ。

「はいよ。――で、誰から？」

　気軽に受話器を受け取りながらイスカに訊たずねると。




「うん。私のお父さん」




「………………早く言えよ」

　――なんだか、一気に受話器が重くなった気が……？

　とはいえ。出ないという選せん択たく肢しは無い。よって、俺は意を決し。

「も、もしもし……？」




『　こ　の　度たび　は　、　本　当　に　す　み　ま　せ　ん　で　し　た　!!　』




　いきなり、耳に『キ～ン』とくるマジ謝罪が飛んできた。

「え、えーっと……その、お気持ちは分かりますが、まずは少々落ち着いて……」

『この度イスカが貴方あなた様さま、および魔王女殿どのに危害を加える事になった理由は全て私が騙だまされた事に端を発することであり、我が子この責任は私が全て負う所存ゆえ――』

「だあああああッ!?　落ち着いてくださいッ!!」

『はッ!?　す、すみませんでしたッ!!』

　……どうやらこの親おや父じさん、俺以上に緊張なさっていたご様子。

　だけどこの土ど壇たん場ばでのテンパり具合や、自分の非を認めたら素す直なおに誠心誠意、心から謝あやまるところ等、『なるほど、イスカの親か……』と納なつ得とくもした。

　ちなみにイスカ君。様子を窺っていたみたいだが……遣り取りが聞こえたらしく、頭を抱かかえて恥はずかしそうにしている。

『大だい丈じよう夫ぶだから』とジェスチャーで伝えると、同じく手て振ぶりで『ごめんね！』といって和室に戻って行った。それを見送ってから――再び電話越ごしの相手に向かい合う。

「――その件につきましては、ある程度の事情は聞いています。イスカからも謝ってもらい、俺もリア――魔王女も受け入れました。……ですからイスカにもそちらの家にも、抗こう議ぎや謝罪を求めたりなど一いつ切さい考えていません。だから安心して――」

　大事な一人息子むすこが、騙されていたとはいえ、自分が下した命令で重要人物を傷付けた。

　確かに親としては顔面蒼そう白はくも無理は無いし、遠くに居る息子が心配なのもわかる。

『――いえ。それに関しては心配しておりません。……もちろん罪を償つぐなえと仰おつしやるなら、私も我が子も、どんな事であろうと受ける覚かく悟ごではありますが』

「……はい？　では、何をあんなに慌あわてて……」

　先ほどまでの狼ろう狽ばいっぷりが嘘うそのように、落ち着いた口調で話し出す親父さん。その雰ふん囲い気きに若じやつ干かん呑のまれながら、先を促うながす。




『我が子の恩人にして、友として扱ってくださる方々。知らぬ事とはいえ、そんな方々を疑い、子に刃やいばを向けさせた事。――我が一生の恥はじと思い、謝罪させていただきました』




　――イスカの親、か。

　電話越しでも伝わってくる誠意、潔さ。そして何より、人の絆きずなを大切に考える心。

　さっきは少し呆あきれ気ぎ味みに『イスカの親か』と思ったが、今度は心から、イスカが真まっ直すぐに育った背景を理解できた気がした。

「……付き合いの時間こそ短いですが、イスカがどんな人間かは、ある程度わかっているつもりです。そして――イスカを見ていれば、ご両親がどんなにイスカを大切に思っているかもわかります。……そんな貴方あなたを責める事は、俺には出来そうにないです。それは多分、魔王女――いえ、リアも同じだと思います」

　立場は関係無く、『友人として』付き合っていると、敢あえて『魔王女』ではなく『リア』と言ってみた。それは、どうやら伝わった様で。

『己おのれの非礼を正当化するわけではありませんが……あの子がそちらに行った事は、本当に正解だった様ですね。……イスカを、よろしくお願い致いたします』

「――はい。おそらく長い付き合いになりそうなので、こちらこそよろしくお願いいたします。…………ところで。その件以外で、少しお訊きしたい事があるのですが……」

『………………と、言いますと？』

　親父さんの返答に、若じやつ干かんの間が空いた。――訊き返してはきたが……おそらく、何を訊かれるかは見当がついているのだろう。

　俺は和室の方に目を向け――動きが無いのを確かく認にんしてから、やや小声で問う。

「……イスカ、男ですよね？　差さし支つかえなければ、何な故ぜああなったか教えていただけませんか……？」

『――アレを見破ったんですか!?　眼力ですか!?　それとも剥むいたのですか!?』

「最後の物ぶつ騒そうな疑いは止めてくれません!?」

　……まぁ実際、当人の同意の上で下着姿を確認したんだけど……。

「――俺は『魔ま眼がん』系の能力持ちなので、それで」




　――『能力アビリテイ』。異世界に縁えんを持った者が得る、特とく殊しゆな技能。

『階級クラス』と『能力』からなる、『ステータス』と呼ばれる能力表で示され、多様な能力を発揮するそれらは、個人の性格・立場・資質を元に形作られ、まさに千せん差さ万ばん別べつ。

　特に俺は『勇者の血脈』であり、さらに実は『魔王の直系』でもあるらしく、特に稀け有うなモノが揃っている。

　先ほど言った『魔眼』系の能力もその一つだが……そのあまりに特殊――というかタチの悪さゆえに、あまり使いたくないと心から願う代しろ物もの。




『……なるほど、そういう事ですか。ならば――お話しいたします』

　そう言うと、一度言葉を切り一呼吸の後――まるで懺ざん悔げをする様な声こわ色いろで語り出す。

『――あの子が幼い頃ころ、私と妻はとても忙いそがしく――教育の全てを教育機関に頼たより切きっていました。ですが……どうやら良い先生に恵めぐまれていたようで。イスカは真っ直ぐに――それどころか本人の努力と才能もあって、運動・学問両面で頭角を現し始めました』

　イスカが素質も努力も人並み外れている事は、指導を受け、更さらには直接対峙した俺は、身を以もつて知っている。

　昨日の戦いで、イスカは魔ま術じゆつを使わなかった。もし本来の『魔剣士』としてのイスカと戦ったら……おそらく、手も足も出せずに負けていた可能性が高い。

『――イスカが９歳の頃、あの子の存在は高等学校の教官の耳に入り、スカウトされて飛び級という形で進学しました。……ですが、ここで最初のトラブルが起きました』

　――９歳っていうと……小学三年生くらいか。その頃が最初……？

『当時、親の贔ひい屓き目めナシで見ても整った容姿と――元の学校の先生が《親の許可なく切るわけには》、そう思ったのでしょうね。手入れした長い髪かみだった事も災わざわいし――』

　絵面を想像してみて……親父さんの言葉の前に、何が起こったか大体予想がついた。




『進学先の学校の方に、ごく自然な流れで女児と認にん識しきされた様です』




　……その時期から、か。

『――お恥ずかしながら、多た忙ぼうを理由に我が子の学校生活を見に行く事も出来ず。……イスカからは《充じゆう実じつしている》と笑顔で言われ、学校側からは《問題など一切無い》と言われ、信用しきっており……まさか我が子が《問題そのもの》だとは想像もできず』

「…………そ、それも無理は無いとは思いますが……いつ、気が付いたんですか？」




『…………四年前。妻と食事の支し度たくをするイスカを見て、《――ああ、妻の若い頃によく似てきたな……》などとナチュラルに考えてから、ハタと気が付きました。《……何かおかしくね？》と――』




　……学校で間ま違ちがえられたまま、徐々に徐々に女らしくなっていったのだろう。
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　身近で接していたからこそ気付かないという、家族ゆえのトラップか。

『――疑問に思った私は、意を決して学校に出向き、話を聞きました。すると文武双そう方ほうの適性を褒ほめ称たたえられ、士官学校からのスカウトまで来ている事を教えられました。……そして最後に《ご息女は当校の誇ほこりと言っても過言ではありません！》そう言われ、《今後とも、よろしくお願いします》と返して会話が終しゆう了りよう。……帰り道で異常にやっと気が付きました。《ご息女》に違い和わ感かんを覚えなかった己に驚きよう愕がく』

　……この親父さん、イスカの階級『混乱を呼ぶ者ストームブリンガー』の影えい響きようを、最も間近で長期に渡わたって受け続けていたのだろう。

『――当人に言うか否いなか、妻とも幾いく度どとなく相談しましたが……結論は出ず。そうこうしている間に、イスカは当たり前の様な流れで《女性士官学校》に進級。……最も早はや、我々が言い出す事は不可能になってしまいました。――近年。日に日に《女性らしく》《美しく》なっていく我が子を見る度――私は、私は……ッ！』

「――お、お気持ちはお察しします！　だから落ち着いて――」




『――これはこれで、間違ってなかったのではないかと』




「 間ま 違ちが っ て る だ ろ う が ッ !! 」

　……親父さんの精神汚お染せんは、ほとんど末期に近い状態らしい。

『――とはいえ……私は不安なのです。イスカは――我が子は異性に興味があるのかどうか、と。それとも――やはり同性の方が……なのか、と……！』

　――この親父さん、実は俺の話を聞いてない……？

　それにしても、『やはり同性の方が』て。……気持ちは分かるけど。

『――和希殿！　あの子は――ウチの跡あと取とりは、しっかり女に興味を持っていますか!?　それとも、我が家系最後の一人となってしまいそうですか!?』

　……どうやら話し出した時点で、これを訊こうと決めていたらしい。とても切せつ羽ぱ詰つまった様子で、その質問を俺に叩たたきつけてきた親父さん。

「……ご安心ください。以前、当人に性別を確認した際に聞いたのですが……『将来、可愛いお嫁よめさんをもらって、幸せな家庭を築きたい』という夢があるそうです」




『ほ、本当ですか!? 《可愛いお嫁さんになりたい》じゃなくて、《可愛いお嫁さんが欲ほしい》と言ったんですねッ!?』




　――『可愛いお嫁さんになりたい』なら、いつでもなれるんじゃないですか？

　そんなセリフは、今は言わないでおいた方が良いと判断。

「え、ええ。間違いありません。恋れん愛あい対象は女性だと認識している様でしたが――」

『――ありがとうございます！　ありがとうございます!!　積年の心配事が一気に解消されましたッ!!　――和希《様》、息子を、どうかよろしくお願いいたします！』

　……俺の呼び方が、『殿』から『様』になった。

「は、はあ……。友人として、出来る限りの事はしますが――」

『よろしくお願いいたします!!　――では、すみません。此こ度たびはこれで失礼させていただきます。――とても……とても有意義な時間でした！　では、失礼いたす!!　　　　　お～いマァ～イ・スゥィ～ト・ハニィ～～♪　とぉっても良い報せだよおぉ～～ん♪』




　…………親父さんが壊こわれた。

　どうやら既すでに通話が切れたと思い、フライングで爆ばく裂れつしてしまったらしい。

「――重圧から解放されて、一時的にハイになってるだけだと思いたいが……まさかアレが素じゃないよな……？」

　そんな独り言を呟つぶやき、軽く首を傾かしげながら和室に戻る。

「和希。まぁ、お疲つかれ様さま、だ。――どうだった？」

「お父さん、何か言ってた？」

　炬燵から声を掛かけてくる、美少女二人。……正確には、美少女と『美少女っぽい子』だが。ちなみに『仔犬っぽい狼』は、尚なおも熟睡中。

「んー……まぁ、気が合ったので少々雑談を。――ああ、『イスカがそっちに行ったのは、結果的に大正解だった。うちの息子を頼たのむ』って感じの事は言われた」

「――ふむ。良い父親みたいではないか、イスカ？」

　俺の言葉に乗っかって言うリア。イスカは少し気き恥はずかしそうにしながら。

「あ、あはは。――まったく、お父さん心しん配ぱい性しようなんだから……」

　……などと言いながらも、少し嬉しそうに見える。

　そんな顔を見ながら、俺も炬燵に――入ろうとしたのだが。

「――と、ちょっと小用を。ついでにお茶でも淹いれて来ようか？」

「む？　――ああ、すまない。お願いできるか？」

「じゃあ――私もお願い。お礼に後で、オヤツにお菓か子し作るね♪」

　そんな返事を聞きながら、和室を出て手洗いへ。そして、入った直後。




　電話が、再び着信を告げ始めた。




「――ん？　またか――」

　そう思っている内に、誰かが和室からリビングへ向かう足音。――この足音は、リアかな。多分さっきはイスカだったからと、自分から向かったのだろう。







　――あれ？　誰と話しているんだ？

　用を足し終えてリビングを覗のぞくと、リアが電話で話していた。おそらくは先ほどの電話だろう。それは良いのだが……気になったのは、リアの表情。

　――淡たん々たんと話している様に見えるけど……なんか機き嫌げんが良い？

　多分、傍はた目めには無表情に見えるのだろう。だけど俺には機嫌が良い――もっと言ってしまえば、限りなく『嬉しそう』に近い様子に見えた。

　……正直、軽い嫉しつ妬とっぽい感情を覚えながら、相手は誰かと考えていると――リアが俺に気付いた様で。

「――和希。ちょっと代わってくれないか？　話したいそうだ」

「――もちろんいいけど、誰から？」

　素っ気ない顔で応こたえながら、内心では安あん堵ど → 軽い自己嫌けん悪おと少々動どう揺ようしながら、気軽を装よそおって受話器を受け取る。




「ああ。　私　の　父　の　魔ま　王おう　だ　」




「 う お ぅ ッ !? 」

　イスカの親父さんの時より遥はるかに、それこそバーベル並に受話器が重くなった。

　――リアとは『婚約者』という間あいだ柄がらで……って事は『ご挨あい拶さつ』って事に……？

　しかも相手は現げん役えきの『魔王』。……脳のう裏りに、巨きよ大だいな悪あく魔まっぽい存在に向かい『お義父さん！　娘さんを僕ぼくにください……！』とか言う自分の映像を浮うかべてみる。

　――あれ？　下手すると本気で死ぬんじゃ……？

　脳内で明確に、土下座の姿勢のまま焼き尽つくされる自分を想像してしまい、思わず顔がひきつるのを自覚。

「――不安に思うのもわかるが。恐れる事はないぞ、和希。我が父は、我らの婚こん姻いんを含ふくむ計画における、首しゆ謀ぼう者しやの一人なのだぞ？」




　俺とリアが関かかわる『計画』。それは――異世界の魔族の長、魔王の娘である『魔王女』と、人族の象しよう徴ちようである『勇者の末まつ裔えい』を結けつ婚こんさせる。

　そして同時に――実は初代勇者と魔王は和解し、それどころか結ばれており、そこから勇者の血筋が始まった。その事実を公表する。

　そうする事で、現在の種族間紛ふん争そうは『戦う理由が最初から無かった』と知らしめ、長きに亘った闘とう争そうを終結させる。

　そんな二国の王が関わる、世界の未来を左右する計画。




　――そう言われてみれば……いきなり抹まつ殺さつや猛もう反はん対たいは無い、か。

　おかげで多少は気分が楽になったのだが。なぜか今度はリアの雰囲気が、不安げに揺ゆれた気がした。

「それとも和希は……不本意、だったりするのか？」

　サラリと言った様に見えるセリフ。一見すると無表情に見えるリアの背後に……なぜか不安そうに怯おびえる子こ猫ねこが見えた気がした。

　――あああああッ！　もう可愛いなーコンチクショウ!!

　そんな魂たましいの叫さけびを必死に堪こらえ、極力冷静を装って言葉を返す。

「そんなわけないだろ？　――じゃ、義父上に気に入ってもらえるよう、頑がん張ばりますか」

「――なんだか一気に余よ裕ゆうが出たな？　……こういう話題なのだ、もう少し動揺してくれてもいいのだぞ？」

　……魂の叫びを必死に抑おさえている俺の理性が、段々悲鳴を上げてくる。

　――くっ……！　その少し頬ほお紅あかくして拗すねた感じ、ヤバイ……！　耐たえろ俺！　自制だ自制自制自制ッ!!　ここでデレたら歯止めが利きかなくなる……!!

「――十分過ぎる程ほど、動揺しているけどな？　ただ、ちょっとはカッコつけたいのが男心ってヤツでさ。……リアこそ、もう少し甘えてきてもいいんだぞ？」

「っ――!?　……私にも意地がある。それに…………イスカやフェルの目がある所で出来るワケないだろう……！」

　――ぐああああああッ！　そ、その真っ赤な頬で強がる顔……俺を萌もやし殺す気か!?　耐・え・ろ、俺ッ!!　っていうか居ない時ならＯＫなんすか!?　飛びつきますよ俺!?

　……欲望を収納する『理性』と言う名の袋ふくろが、もはやパッツンパッツンです。

「――じゃあ今度、イスカ達たちが居ないとき、二人でゆっくりしようか」

「……その余裕が少し悔くやしいが……楽しみにしている。――では、父上をよろしく」

「ああ。ちょっと真ま面じ目めなお話になるだろうから、和室で待っていてくれ」

　俺の言葉に頷うなずいて、部屋を出て行くリア。和室に入り、入り口が閉まったのを確認し……俺は身み悶もだえた。

　――ああああああッもう!!　カワイーなー本当にッ!!




　……このように。一度開き直ったせいか、度たび々たびこういう苦く悶もんに耐える事を強しいられる様になったわけで。

　普段は『恋こい人びと』より『相棒』といったノリで、からかい合ったりもする仲なのだが。

　……たまにお互たがい、ちょっとしたキッカケでスイッチが入ってしまう様で。特に先ほどの様な俺にしか見せない表情を見てしまうと……正直、辛しん抱ぼうたまりません。

　――まあ、現状『可愛い』とかの方面の衝しよう撃げきが強いお陰かげで、エロ方面の衝しよう動どうが掻かき消けされているのが救いか。――このまま、慣れるのを待つしかない、か。

　それはともかく。今はまず、目の前の問題に向き合うしかない。

　……かなり待たせてしまった。気に入られる云うん々ぬん以前に、真っ先に謝らなければ。

　そんな事を考えながら、意を決して受話器を握にぎり――

「も、もしもひ――」




『　義パ　父パ　だ　よ　お　お　お　～　！　』




　……第一声を噛かむという失態を恥じる心も、決した筈はずの『意』とやらも、それらの大元の緊張感すらもまとめてフッ飛ばされた。

「……大変お待たせ致しました。リアーナさんのお父上、魔王様で御ご座ざいますか？」

『うん、まるで緊張感の代わりに呆れが加わった様な良い棒読み口調だ。君の冷たい視線が電話越しにも伝わってくるようだよ和希君。はっはっは』

　受話器からの愉ゆ快かいそうな声から、俺はウチの親父と同種の匂においを感じ取った。

　……油断すると、おそらく一気にボケ倒たおされる。

「――失礼いたしました。倉橋 和かず彦ひこの息子、倉橋 和希と申します。私をお呼びとの事でしたが、どの様なご用件でしょうか？」

　警けい戒かいしつつ、必要以上に硬い口調で話してみたのだが――

『はっはっは、そんなに硬くならなくていいんだよ、我が息子マイ・サン？　それで用件だけど――その前に、一言いいかい？』

「はい？　なんでしょうか？」




『悶もん々もん耐たえるの、大変そうだねぇ？』




「気付いているだとッ!?」

『漏もれ聞こえてきた様子から察するに――《俺の嫁、萌えッ!!》といった所かな？』

「そんな日本文化オタ的な表現まで！　しかも端たん的てきで正確!?」

『はっはっは、そこら辺の知識は和彦から叩き込まれたからねぇ』

「仮にも王様に何やってんのあの親父!?」

『そんなに責めないでやってくれるかい？　……バレる度に、希のぞみさんにボコボコにされてたから、これ以上は……』

「ウチの両親、王前で血みどろの夫ふう婦ふ喧げん嘩かしてるの!?」

　……多分、両種族の王とそれなりに親しいのではないか、そういう予測はしていた。だけど、そこまで遠えん慮りよない行動をする程とは。

　不敬罪で罰ばつされてもおかしくないのでは――と、ここまで考えて、やっと気付いた。

『はっはっは。やっと硬さが解けたようだね？』

「……そのために、あんな話をしてノせたんですか？」

『うん。まぁ、嘘は一切無いけどね？』

「ウチの親共は……！　それと――俺の態度は、そんなに分かりやすいですか……？」

　俺のリアへの照てれ隠かくし――というより『デレ隠し』、リアにもバレているのなら、色々考え直さなければ、などと考えているのだが。

『いや、聞こえてきた限りでは見事な物だったよ。現にリアは全く気付いていない様子だったしね。――まぁ冷静だったら、違和感くらいは気付けるはずなんだが。それをあの子に求めるのは……ねぇ？』

「…………まぁ、そうですね」

　リアは一見――というか外面は、どこからみても『クールな美少女』。だけど実際は、かなりの『夢見がちで純情なお姫ひめ様さま』。

　他人のならともかく、自分の恋愛関係には、やはり冷静ではいられない様で。




『――ふむふむ。やはり君は気付いて……いや、《知って》いたのかな？　それは例の《魔眼》の力かい？』




　――ッ!?　それを探さぐろうとしていた？　いつから……？

　リアに対して『冷静じゃなくても仕方ない』ではなく『この状じよう況きようなら冷静さを求める事自体が無理な話』という意味の言葉が使われ、アッサリ同意してしまった俺。

　前者なら『なんとなく気付いた』でも変ではない。だが後者は……実際に会ってから半月程しか経たっていない状態で、違和感無く受け入れるのは少々不自然だろう。

「……もしかして警戒――違いますね、俺を量ろうとしてます？」

『うん、ご明察。これが今回の目的の一つだね。――で、どうなんだい？』

「――正解、と言っておきます。隠す程のモノでも、そんなに便利なモノでもないです。『ステータス』を見るのと同時に、相手の性格や性質が分かる……事もある、程度のモノとお考えください。思考までは読めません」




　俺の困った『能力』。その筆頭たる『元・邪エンシエント 気眼トウルーアイズ』。

　どうやら普ふ通つうのステータス持ちは、ルビのカタカナ名しか見えないらしい。

　俺の能力は、相手の『能力』を見破ると同時に、元となった性格・性質を看破する。

　……そしてそれが、とても『残念』な日本名として表示されるわけで。

　例として――俺、リア、イスカのステータスは、この様に表示される。

　　　　　◆　◆

【倉橋　和希】

階級クラス

　ツッコライトニングミ役 ブレイブ：任意発動で敏びん捷しよう性せい上じよう昇しよう。戦せん闘とう時、全能力大おお幅はば上じよう昇しよう

能力アビリテイ

　元・邪エンシエント 気眼トウルーアイズ：特殊形式による対象の性質看破

　舌先三寸サウザンドワーズ：魔術効果上昇

　ツッコミの嗅覚サウザンドワーズ：動体視力増強、使用魔術の緊きん急きゆう制せい御ぎよ

　　　　　◆　◆

【リアーナ・イルム・ルアリア】

階級クラス

　夢見がち王女：精神系魔術の使用可能。精神威い圧あつ（中）。

能力アビリテイ

　素直じゃない愛【冷】ネガテイブワーズ：氷・闇やみ系魔術強化、及および敵魔術の弱体化

　純情一途ペネトレイシヨン：使用魔術による全防ぼう御ぎよ・障害の貫かん通つう補正

　耳年増エルダーワイズマン：敵性魔術の認識・分ぶん析せき可能。使用魔術効果上昇。

　　　　　◆　◆

【イスカ・リヒト・エストレラ】

階級クラス

　混乱を呼ぶ者ストームブリンガー：敏捷性上昇（常時）。戦闘時身体能力上昇。

能力アビリテイ

　忠アブソリュ犬ート ワン：魔ま術じゆつ耐たい性せい。操作系精神干かん渉しよう無効。

　家事万能マイテイガード：防ぼう御ぎよ侵しん食しよく効果無効。

　料理最高ウエポンマスタリー：武器性能向上。

　微Ｍ気質レジスト　ペイン：痛覚の調整可能。

　男の娘ブレイクスルー：物理防御、物理障害の突とつ破ぱ補正。

　　　　　◆　◆

　……この様に、イスカの性別を見破れたのも、リアの性質を見破ってしまったのも、この能力のお蔭せいだったわけで。

『ふむ……珍めずらしい能力だね。で、それをあの子に教えない理由は？』

「……リア、プライド高いでしょう？『本音ほとんど分かってるから』なんて言ったらどうなるか、と。――今なら言っても平気でしょうが、タイミングを逃のがしまして」

『ふむふむ、なるほど。確かにねぇ。――で、今回の目的の二つ目なんだが――』

　そう言うと魔ま王おう様は、言葉を一度切り、改まった様子で言葉を続ける。




『――ありがとう、和希君。あの子を受け入れてくれて』




「――は？　えー、っと……？」

『今のあの子は、本当に楽しそうだ。それは例のイスカ君や、通える事になった学園のお蔭だったりもするのだろう。だけど……一番は、間違いなく君だろう』

　……そうだろうな、とは思う。それは自覚しているし、自うぬ惚ぼれじゃない自信もある。

『しかも君は――体を張ってリアを守ってくれたばかりか、あの子と共に生きる事を決意してくれた。……親として、これに礼を言わず何に言えというんだい？』

　……そう言う魔王様は『一国の王』などではなく、本当にただの『一人の父親』だと感じられ……なんとなく、今すぐリアに『良かったな』と言ってやりたくなった。

「……お気持ちは嬉うれしいですが、それでもお礼を言われる事ではないですよ。――別に俺おれは、同情でリアと付き合い始めたわけではないですから。それに――」

　実は。少し前から『もしかして』と思っていた事があった。

　それが今、『魔王のおじさん』の性格を知って、確信に変わった。




「――『何もしてあげられなかった』とか言っていましたが。リアがこっちに来たのも、まだ帰らずに済んでいるのも、魔王様のお蔭ですよね？」




『…………どうして、そう思うのかな？』

「まぁ普通に考えて、一国の王女が『安全の保障が無い異国』に単身で、なんてありえませんよね？　まぁ、この国は治安が良いとはいえ、『自分達の目が届かない』という意味で。――現に、イスカという脅きよう威いが来ましたし」

　そう。本当ならイスカの動きが伝わった時点で、リアに帰国要よう請せいが来るのが当然。いくら計画があるからと言って、リスクが大き過ぎる。

「――で。そんな不可解な状況になっている時点で、国の最高決定機関――または、最高権力者の力が働いている、そう考えるのが普通ですよね？」

『――ふむ。多少の飛ひ躍やくはありそうだが……まぁ、確かに事実ではある。では、なぜ私がそんな事をしたと思っているのかな？』

　そう言う声には――まるで難問を投げかけた教師が、生徒の回答を楽しみに待つ、そんな雰囲気が。

「――王女という立場を抜ぬかしても、リアの実力は本物です。手元に置いておきたいという声が無かったとは思えません。――それなのに、危険がある場所に送り出す理由は……『それ以上のリスクが国内にあるから』、それ以外は考えにくいです」

　そして……国内の事情は、最初からリアが言っていた。『王家は戦争反対だが、他は戦争推進派』という状況。狙ねらわれる理由には事欠かないだろう。

『はっはっは！　見事と言っていいね。――だけど、そこから『お蔭』という言葉にはどう繋つながるんだい？』

　そう、楽しそうに問いかけてくる魔王のおじさん。――本当に人が悪い。もう、俺が言いたい事も察しがついているだろうに……。

「……戦力的な意味でも、ご自分の愛まな娘むすめだという意味でも、手元に置いておきたかったはずですよね？　それなのに、リアの安全を考えて、こちらに退たい避ひさせたんですよね？」

『……ま、否定する余地はないね。――《愛娘》の部分も含めて』




「そういう事でしたら、やはりこちらも言わせていただきます。――ありがとうございます。リアを守ってくれて。――そして、リアと出会わせてくれて」




『――ははは。それこそ、親として当然の事なのだがね？　――では、将来的には君に任せて良いと、そういう事だね？』

「――はい。今はまだ頼りないでしょうが、出来る限りの努力をします。幸い、良い師が二人も居ますから」

『ふむ、謙けん遜そんの必要は無いと思うけどねぇ。私は現状でも、君には合格点を付けているよ？　イスカ君と渡り合あえた戦せん闘とう力りよく、冷静な分ぶん析せき力りよく。それに――』

　……ここまでベタ褒ぼめされると、もの凄すごくムズ痒がゆくなるわけで。

　それでも悪い気はしない。……などと思っていたのだが。

『――それに性格面でも問題無い。映像を見させてもらったが、リアとの相あい性しよう面でも、君以上の相手はちょっと考えられないね』

「――あれ？　……今、少々聞き捨てならない言葉が聞こえた気がするのですが？」

『うん？　ああ、映像の事かな？　今朝確認させてもらったよ。――いやぁ、《ただいま》《おかえり》の遣やり取とりあたりなど、父としては涙なみだ無しでは見れなかったよ』

　と、『涙無しでは』などと言う割に、とても楽しそうに話す『リア父』。

「……少々、言葉が崩くずれてしまう事をお許しください。――盗とう撮さつかよオッサン!?」

『いやー、和彦から送られてきてね？　さすがにリアルタイムで見ているわけではないらしいから、安心して大丈夫だよ。昨夜に確認、今朝編集して送ってくれたそうだ』

　――あのクソ親おや父じ。絶対にあいつの隠し部屋見つけて、母さんに報告してやる……！

『まぁ、そんなわけで。私も君たちを応おう援えんさせてもらうよ。――では、ここら辺で会話を終わりにさせてもらうけど、君からは何かあるかな？』

　そう訊きかれて思い出したのは……先ほど、少し嬉しそうに話していたリアの姿で。

「――では、一つだけ。そちらからは、意外と手軽に電話できるのでしょうか？」

『うん？　そうだねぇ……いつでも、とは言えないが。君のご両親の力を借りれば、割と簡単にできるかな？』




「でしたら、たまに掛けて来てくれませんか？　――リアが喜びます」




『……ありがとう、そうさせてもらおう。うちの娘を、よろしく頼んだよ？』

「はい。長い付き合いになると思います。よろしくお願いいたします」

『ははは、楽しみにしているよ。――ああ、そうだ。最後に一つだけ。いつ如い何かなる時でも、背後は気を付けておいた方がいいよ？　――では、また』




　こうして会話は終わったのだが――最後の忠告は何だったのだろうか……？

「意味の無い事を思わせぶりに言うタイプじゃなさそうだし……背後？」

　と、振ふり返かえると。

「……………………」

　……間近に、思いきりこちらを睨にらみつけているリアさんがいらっしゃいました。

「あ、あー……っと？　リアさん、いつから……？」

　リアは、変わらずこちらを睨みつけている。ただ、顔が耳まで紅あかく、目には涙が浮かび……多分、睨んでないと泣きそう、といった状況なのだろう。

「…………『同情でリアと付き合い始めたわけではない』あたりから、だ。――あ、あんなに堂々とツッコミ入れていれば、気になって来るに決まっているだろうが!?」

　そこら辺からという事は、『魔眼』の話は聞かれてない。

　ただ……少々こっ恥ぱずかしい話を、思いきり聞かれていたという事で。

「…………和希。少し後ろを向け」

「は？　いいけど……」

　言われた通りに後ろを向くと――背中に『トンっ』と、軽い衝撃。

「…………リア？」

「――うるさい。こっちを向くな」

　どうやら、俺の背中に額をあてているらしい。少し黙だまっていると……その額をこすりつけるように動く気配。

「…………ずるい」

「は……？」

「――ずるいと言ったのだ。……ただでさえ、守ってもらったばかりなのだぞ？　なのにあんな事を言われては……私の負ふ債さいが増える一方ではないか……!!」

　その声は……少し震ふるえていて。たぶん、既に少し泣いているんじゃないだろうか。

　……先の一件の後、俺たちの関係が明らかになった際、

『この先、必ず和希を私以上にデレさせてみせる。負けっぱなしは少し悔しい』

　そう言ったリアに、冗じよう談だん半分で『お前の負債は大きいぞ』といった言葉を返した。

　先ほどの魔王のおじさんとの会話。……もう言いい逃れできないレベルで『ご挨拶』な、重い事この上ない会話。リアは、とても感じ入ってくれたらしい。

「……じゃあリア。その負債、大きく返済する方法があるんだけど……どうする？」

「…………言え、和希。――何をすればいい……？」

「うん。……今、その顔を見せてほしい」

「――っ。………………」

　背中越ごしに、ビクッと反応した感かん触しよく。

　そしてリアからの返事は無いが――代わりに、俺の背中からゆっくりと離はなれる。

　その行動を承しよう諾だくと受け取り、リアに向き直る。

「……リア？」

　頬ほおを染め、目め尻じりに雫しずくを浮かべて俯うつむいている少女に、ゆっくりと声をかけた。

　……少しずつ。こちらに向けられる、紫むらさき水ずい晶しようの瞳ひとみ。

　それは、普ふ段だんの掛け合いからは信じられないほど……儚はかなげに揺れていて。

「和希……」

　切なげなその声に導かれるように。俺はリアに手を伸のばし――その綺き麗れいな白しろ髪かみを、華きや奢しやな肩かたを、背中を撫なで。

　……そして。こちらに身を委ゆだね、されるがままのリアと再び眼めを合わせ――




「――――とりあえず、監かん視しカメラ探そうか？」




「………………………………………………………………そうだな」







[image: ]







　長い沈ちん黙もくの後、凄い複雑な表情でそう言ったリアの返事を聞いてから、体を離す。

　――わかってる。今はこう……『良い雰ふん囲い気き』どころじゃない決定的な場面だった事はわかっている……！　最低でもキスは余裕だった。それどころか、もし制約さえなければ押おし倒してもＯＫだったかもしれない雰囲気だったよな!?

　役満確定のロンを流したが如き所業。それはわかっている。だが――




　親 の 監かん 視し の 前 で キ ス シ ー ン（願望的にはそれ以上）で き る か ッ !!




　――あのクソ親父……人の恋こい路じを邪じや魔ましやがって。コノ恨ミ、晴ラサデオクベキカ……!!

　絶大な無念の想おもいを親父への怒いかりに転化。復ふく讐しゆう方法を考えだす。

「…………和希。見つかった監視カメラ、全すべてもらっていいか？」

「捨てるつもりだからいいけど――どうするんだ？」




「――滅ほろぼす。我わが内なる怒りの炎ほのおのままに。……原子一粒つぶすら存在を許さぬ……!!」




　中二病的な表現をするなら……まるで、黒い炎を纏まとっている様に見えるほどの暗い怒ど気きを、隠す事なく撒まき散ちらしていた。

「……リア」

「和希……」

　その声に導かれる様に。俺はリアに手を伸ばし――

　ガシッと手を握り、『ふふふふふ……』と、暗い笑えみを交かわし合う。

「イスカ、居るな？」「フェルよ」

「は、はい……！」「わ、わうッ!!」

　自分でもいつから気付いていたか分からないが、なぜか居ると確信していたイスカ達を呼ぶと、すぐ慌あわてた様子でリビングに入って来た。

「いつから聞いていたかは不問にする。……一いつ緒しよに監視カメラ、探してくれるよな？」

「……期待しているぞ、フェル？　お前も、平へい穏おんの場所は欲しいだろう……？」

「は、はい！」「わふっ……！」




　俺とリアの『真しん摯し』で『平和的』なお願いに、『快く』協力の意を返してくれたイスカとフェル。この三人と一匹ぴきで、監視カメラの徹てつ底てい捜そう索さくが始まった。




　捜そう索さくの結果。（主にフェルの活かつ躍やくによって）25個の隠しカメラを発見。

　その内１個を残し、後はリアが処分。……処分方法については、敢あえて伏ふせます。

　そして――その残った一つにトラップを仕し掛かけて作業完かん了りよう。




　頑張ったフェルにご褒ほう美びをあげるついでに、リアとイスカも誘さそってオヤツでも。そう思ってリビングに行くと、先にリアが声をかけてきた。

「――丁度良かった。和希、これから紅音が来る」

「紅音が？　こんな微び妙みような時間に、なんでまた？」

　現在、午後４時半。遅おそいという程ではないが、既に日にち没ぼつが近い時刻。これから遊ぶという時間でもない。

「実は、少し話があって私が連れん絡らくしたのだ。そうしたら『じゃあ、今から行く』と」

　――紅音よ。俺の都合は気にしないのか？

　そんな今いま更さらな事を考えていると――




　ピンポ～ン

「（ガチャッ）おっ邪魔っしま～す。リア、来たよ～！」

「今、鳴らして同時に開けただろ!?　呼よび鈴りんの存在意義を考えた事ある!?」

　今まではワンテンポ間があったのに、今日はチャイムを鳴らしてノータイムで踏ふみ込んできたのは、我が家やの隣りん家かに住む幼なじみ、『三みつ峰みね紅音』。




　長い黒くろ髪かみを無造作にまとめた髪かみ型がた、整った目鼻立ちにハイレベルなスタイル。

　黙っていれば十二分に美少女で通るだろうに、言葉と行動に色気と遠慮と容よう赦しやが皆かい無むな、異性の幼おさな馴な染じみながら悪友と呼べる関係の少女。




「――では和希、少し話してくる。和室を使うぞ」

「それはいいけど……何の話を？」

「……秘密にしておく。ガールズトークというやつだ。盗ぬすみ聞ぎきはするなよ？」

　そう言われると、これ以上訊けないのだが……少し寂さびしくはあるわけで。

「――あれ、紅音来たんだ？」「わふ？」

「や、イスカ。フェルも～。――うりうり、ふかふか～」

「がぅッ!?　わふわふッ!?」

　２階から降りてきたイスカとフェルに挨拶するなり、即そく座ざにフェルを確保。全力でいじり倒す紅音。……まぁ、フェルも本気で嫌いやがってるわけじゃないっぽいが。

「……ふむ。イスカよ。これから紅音と少し話をするのだが……客観的な意見がほしい。参加してくれないか？」

「え？　うん、別にいいけど」

「ありがとう。では、フェルは和希が盗み聞きしないよう、見張っていてほしい」

「……わふ？」

「じゃ、そんなわけで和希、リアとイスカ借りるね～」

　……俺が口を挟はさむ間も無く、そう言ってとっとと和室に入っていき――和室の入り口が閉ざされる。

「…………なあ、フェル」

「わふ？」

「――あれ、ガールズトークらしいぞ？」

「……わふわふ」

　どうやら『……いいんじゃない？』という諦あきらめの境地らしい。

　だけど、フェル以上に『男』と見られていないイスカって……まぁわかるけど。

　そしてそれを、少し羨うらやましいとか思ってしまうのが厄やつ介かいで。

　――『男』に頼たよるなら、俺でいいじゃん。

　そんな、若じやつ干かん八つ当たり気味に拗ねる俺だった。




　　　　　◆　◆




「――和希が『攻せめ攻め』過ぎて大変なのだ」




「……………………（　[image: ]）」

「――どうした紅音？　顔が絵文字みたいになっているが」

『第一回 ガールズトーク in 炬こ燵たつ』。

　紅音がそう名付けた今回の会合は、リアの先頭打者ホームランで始まった。

「――そ、そりゃそんな顔にもなるでしょ!?『和希との事で話をしたい』っていうから、『和希の好みを教えろ』とか、『まさか嫁よめ・姑しゆうとめ問題だったり!?』とか思ってワクワク――もとい、真しん剣けんで真面目な話をしようと思ってたのに――想像ぶっちぎられたんだけど!?」

「……嫁・姑問題をワクワク期待されているとは、さすがに思ってなかったのだが？」

　ヒートアップしている紅音に、ジト目で返すリア。そんな二人を、苦笑いしながら見ているイスカ。

「……で、結局どういう意味？　まさか……その、夜の話じゃないよね？」

「な……ッ、違ちがう！　その……そういう事はまだ先だと、昨夜も話しただろうが!!」

　頬を紅くして抗こう議ぎするリア。……ただ、普段冷静な彼かの女じよが声を荒あららげる時点で、多少揺らいでいる、またはその危険を自覚しているのだろう。

　自身の本心を思い知り、それで危機感を覚え――こうして相談に至ったのだろうか。

「なら、いいんだけど。じゃあ何が？」

「う……。妙みように落ち着いていると言うか……。そういう方面に口が――舌が回ると言うか。口でこちらの弱点を的確に責めて、悶えているのを笑え顔がおでみている様な……」

「…………それ、本当にエロい話じゃないんだよね？」

　恥じらいながら語るリアに想像を掻き立たてられたのか、紅音も頬を紅くする。

「――こほん。えっと……イスカ？　イスカから見て、和希の様子はどうなの？」

「んー……。確かに、サラッと『可愛かわいい』とか言うよね。落ち着いているといえば……そうかもしれないかな？　でも、あんまり変わったとは思わないよ」

　紅音はそれを聞いて少し考え、『やっぱりそう、かな？』などと呟つぶやいてから。




「和希がテクニシャンなんじゃなくて、リアが敏びん感かん過ぎて悶えちゃうんじゃない？　だって忘れてるのかもしれないけど、和希って身も心もＤＴだよ？」




「――そ、それは本当にエロい話ではないのだな!?」

「うん、ごめん。ちょっとだけそれっぽく言った。――言い直すけど。リアを相手に本心から冷静でいられる程、和希は女慣れしていない。これは自信を持って言える」

　幼馴染という立場で和希をよく知る紅音は、和希が『落ち着いている』と称しようされる事自体に違い和わ感かんがあるようだ。

「そもそも和希って、頭は回るし土ど壇たん場ばにも強いけど、冷静じゃないよ？」

「――あ、それは私も思った。戦ったときも冷静には見えたけど、実は感情を前に出すタイプだよね。えっと……一時的に冷静にはなれても、冷れい徹てつにはなれない、と言うか」

　紅音が口にした和希の人物評に、一戦交えた経験を持つイスカが同意。

「……言われてみれば――そう、か」

「うん。だからね？　和希が落ち着いてるんじゃなくて、リアの方が浮うき足あし立だってるんだと思うよ？　――ううん、『浮うかれちゃってる』って言った方がいいかもね」

　紅音の言葉に、神しん妙みような面おも持もちで己おのれを振り返っているらしいリア。その様子を確かく認にんしてから、紅音は更さらに言葉を続ける。

「――リア？　もう少し落ち着いて、和希を見てみたら？　別にリアの想いを疑ってるとかじゃないけど……実際に会ってから、まだ半月程度しか経ってないんだし」

「あはは……それは私も同じなんだけどね。――私達、まだ付き合い短いのに、この先の長い付き合いが決まっちゃったでしょ？　もちろん嫌いや々いやなんかじゃないけど、だからこそ、じっくり見る必要があるんじゃないかな？」

　紅音に続いてそう語ったイスカも、和希たちの護衛として。また和希とリアが含ふくまれる『計画』の参加者の一人として、自身も長い付き合いが確定している。

　和希に対して恩義と友情、そしてある種の尊敬の念も持っているが、それとは別に、和希自身をゆっくり知っていこう。そう思っていると告げた。

「……ふむ、なるほど、な。――ありがとう。確かに、私の方が問題だった様だな。これから、そう心がけてみよう。……とはいえ――」

「ん？」

「……いや。例の『負債』の事だ。――やはり、負けっぱなしは少々悔しい」

　怪け訝げんそうな顔を浮かべたイスカに、苦笑いと共に返すリア。

「んー……『負債』？　――私としては、そんなのある様に見えないんだけど。はっきり言って和希、すでにデレッデレだよ？」

「ぅ……そ、そうか？　だが、やはり失態の数的には私が――」

　紅音に言われ、少し頬を染め、目を逸そらしながら言うリア。

　――が、それを全て言わせる前に、再び紅音。

「――大体、債さい務むなんて踏み倒してナンボじゃん？」

「「 紅音!? 」」

「や。相手が返済求めてるなら『ちゃんと返せよ』って言うよ？　だけど相手が気にしていない自ら背せ負おったモノなんて、拘こだわるだけ損だと思うんだけど？」

「あ、あー……。あはは、そういう意味か。――うん、そういう意味なら私も同意。というか……リアって、今の和希に不満があるの？」

「――む？　いや、それは……」

　言われて、少し考え……徐じよ々じよに頬が紅くなっていくリア。

「…………ない」

「あー、はいはい。ごちそうさまでしたー」「あ、あはは……」

　ヤサグレ気味に言う紅音と、分かりやすい苦笑いのイスカ。

「じゃ、もう問題無いねー。――今度また『嬉うれし恥ずかし♪』な状況になったら、少し耐たえて和希を観察してみ？　多分、和希も耐えられなくなるはずだから」

「……ふむ、なるほど。――ならば、早さつ速そく行くか」

「「 …………え？ 」」




　　　　　◆　◆




　俺はウィスキーボトルから、黄こ金がね色いろの液体を氷の入ったグラスに注ぐ。

　それを一気に飲み干し――

「――ぷはーっ……ヒック。……大体ココ、俺ん家なんスよ？　まっらく、俺を何らと思ってんらと！　……相談するなら俺れいいやん。――マスター、聞いてんろか？」

　テーブルに突つっ伏ぷし、氷しか残っていないグラスを持って愚ぐ痴ちる俺に――

「――わふぅ……がぅがう」

　テーブルの上に乗ったフェルが、俺の肩を前足でポンポンと叩たたきながら『お客さん……もうやめときな？』といった声をかけてくる。




「「「――――何やってんの……？」」」




　そんな冷たい声に顔を向けると、女じよ性せい陣じん三人（訂てい正せいはしません）が、呆あきれた様な視線を向けて来ていた。

「……いや、なんとなく気分で」「――わふわふ」

　気まずく答える俺と、『ちょっとノってみました』と、照れた様子で言うフェル。

「えーっと……それ、本物のお酒？」

「……いや、空のウィスキーボトルに麦茶入れただけ」

「――本当に何やって……」

「ち、ちょっとやってみただけだ！　――で？　話し合いは終わったのか？」

「ああ、おかげさまで。――そうだ和希。ここで宣言させてもらう――」

　そう言ったリアは、なぜか晴れ晴れとした顔で、思わず一いつ瞬しゆん見み惚とれた俺に。




「負債は踏み倒たおさせてもらうぞ、このＤＴ♪」




「どうしてそうなった!?」

　晴れ晴れとした顔で、何か凄い事言われた。イスカと紅音に目を向けると、そろって目を逸らしながらの苦笑い。

「え？　なに俺。もしかして今、とっても爽さわやかに罵倒されたの!?」

「いや、そんなはずはないだろう？　なにせ――」

　そうして浮かべた笑みは――不敵な笑み。だけどなぜか、とても温かく感じ――




「――なにせ、私は和希が好きだからな」




「…………へ？」

　笑顔と共にサラッと放たれた言葉は、見事に俺の思考回路を停止させ。

「うむ。――私は、和希が、好きだ。――聞こえたか？」

「――え？　あ、ああ。もちろん、聞こえた……」

　……繰くり返された言葉が冗談ではないのは、その不敵な笑みを頬の紅が彩いろどっている事と、その紫水晶の瞳の光を見れば、間ま違ちがえようも無く伝わってきた。

「うむ、良かった。――では、和希の気持ちも聞かせてほしいのだが？」

「――へ？　あ、俺ももちろん、リアが好き――」

「ふむ、そうか。――だが私は二度言ったのだ。和希も、もう一度頼たのむ」

「え？」

　ここまで勢いで持ってこられて、やっと頭が回ってきた。――まさかコレ、仕返し？

　……ストレートに言われたのは、想像以上に照れくさく、嬉しかった。おそらく、当分の間は思い返すだけで赤面するには十分だと確信できるくらい。

　――だけど……やられっぱなしは性に合わない……！




「――好きだ、リア」




「ッ！　――そうか」

「ああ」

　そう言って、お互たがいに挑いどむ様な眼で見つめ合い。……なんとか、必死に、耐たえ――

「「 ……くッ――!! 」」

　――耐えられず、ほぼ同時に真っ赤になって顔を背そむける俺とリア。

「ぐ、ああああ、チクショウッ!!　なんだよいきなり!?」

　バレバレなのは覚かく悟ごの上で、キレ気味に文句を言いながらリアの方を向く。

「――ぷっ、あははははははッ！　――そ、そうか。最初からこうすれば良かったのか」

　お腹なかを押さえ、本当に可笑おかしそうに笑うリア。目に涙が浮かぶ程ほどに笑うその顔は、本当にスッキリした様に晴れやかで。

　思わずポカンとした顔をしてしまう俺に、笑いの衝しよう動どうが治まったリアが口を開く。

「――和希。私はやはり、一方的にやり込められるのは性に合わない」

「――は？　……まぁ、それは知ってるけど」

「……だが。こういう事に関しては、一方的にやり込めるのも好きではない様だ」

　そう言ったリアの顔は、とても温かい笑顔で。

「だから――並んで共に歩んで行きたい。……付き合ってくれないか？」

　と。そんな事を言っておきながら、リアの瞳に宿るのは、純じゆん粋すいな『信しん頼らい』の光。

「……ったく。もしかして、ここまでさっきの電話の仕返しか？」

「ふふふっ。ああ、もちろんそれもある」

「――はぁ。……昨日、言ったばかりだろ？　とっくに人生賭かけてるんだ。――一緒に行くよ。どこまでも」

「……ありがとう、和希」

　そう言って、笑顔で見つめ合う俺とリア――




「あのー……まだ続きます？　私、もう帰っていいかな？」




「「 ――ッ!? 」」

　横から聞こえてきた紅音の声に、揃そろって『ビクッ』と反応する俺とリア。

「――うっわー。今の反応、完ッ全に世界忘れてたよこの二人……」

　俺とリアの反応に、冷たい視線を向けてくる紅音。

　その後ろではイスカが苦笑いを浮かべ。テーブルの上では、フェルがこちらを見ない様に、ジャーキーを食べる事に専念している。

　……三人（二人と一匹）に共通しているのは――『無言の抗議』。

「――あー、ほら。あの電話のせいで、将来とか考えたせいと言うか……悪かった」

「へ？『あの電話』って？」

「――ああ、紅音は知らないか。実は今日、和希は立て続けに重い電話をうけたのだ。最初はイスカの父上。そしてその次に……我が父」

「 重っ!?　――ああ、将来考えたって事は『将来のお義父様にご挨あい拶さつ』って事か♪」

「ぅ、うむ……。……決意表明っぽい部分を聞いてしまってな……」

　そう言い、またも頬を染めて気まずげに言うリア。

「……あんなコンボはもう二度と勘かん弁べん。胃へのダメージが半はん端ぱ無い……」

「まぁ、流石さすがに無いとは思うぞ？　――可能性としては、人族の王が会談持ちかけてくるなど、全く無いとは言えないが」

「うっわ、やめろよなー」

　リアの冗談めかした言葉に、俺が少しおどけて返す。それを聞いて、イスカと紅音も笑った――その時だった。




　三度。電話が着信を告げ始めた。




「「「「 …………………… 」」」」

　全員が直前までの表情のまま凍こおりつき、冷たい汗あせを流している。

「……すまない和希。私がフラグ立てたか？」

「――い、いやいやいや！　まさか、いくらなんでも……」

「で、でもこのタイミング……」

　そんなリア、紅音、イスカの言葉を聞きながら、俺おれは恐おそる恐ると電話を取ると――




『ひゃっは～！　我が息子むすこよ、元気にイチャラブしてるかなぁ～ん？』




「……良かった。オッサン・ジェネレーションの中で一番軽いオッサンだった」

「なんだ、緊きん張ちようして損したな」

「な～んだ。良かったね」

『……なぁ愚ぐ息そくよ。おとーさん、なんでこんなフルボッコされてるんだ？』

「日ひ頃ごろの行いと今の言動。あとはタイミングも悪かったな。諦めろ」

　――そりゃ、王様からの電話を警けい戒かいしていた時なら、誰だれからでも軽く感じるわな。

「――で？　今日はなんの用事だ？」

　と、そんな俺の問いかけに、親父は少しグチグチ言ってから、本題を口にした。




『明日くらい、ちょっと一度そっちに帰るわ』







二章　オッサカミング オンと犬ブ ゲスト







　翌日。どうやら紅あか音ねは先に行ったらしいので、俺たちは三人で学園へ。




「はよー」「おはよう」「おはようございますっ」




　教室に入り、俺、リア、イスカがそれぞれ挨拶すると。

「「「「「　あ、おはよう～　」」」」」

　という挨拶の後に――

「30」「30！」「これは……あえてエロより萌もえで30！」「50ッ!!」「……30」

　などなど、結構な人数の野や郎ろう共が数字を申しん告こく。そのまま床ゆかに寝ねそべり腹筋を始める。




　無自覚に超ちよう一級美少女の外見と性格を持つ『男の娘こ』であるイスカ。その存在によって『そっちの道』に目覚めない様に、ウチのクラスの男子には罰ばつ則そくが設けられた。

『イスカに萌えたら腹筋30、ムラっとキたら50回』

　……別に体を鍛きたえる事が目的ではなく、心構えを持たせる事が目的だったのだが。ご覧の通り、あまり効果が無い気もする。




　と、そんな野郎連中の事は気にせず、クラスの女子陣じんは。

「わ！　イスカ、髪かみ型がた変えたんだぁ！　似合う似合う！」

「うんうん！　街歩いたら本気でスカウト寄って来るでしょコレ……！」

「え？　あ、えっと……ありがと♪　紅音がやってくれたんだ！」

「さすが紅音、いい仕事だわ……」

「いやいや、元の素材が良いからね～。イスカって変に奇き抜ばつにしなければ、髪も服もなんでも似合うんだよ」

「うわ、うらやましい……」

　と、そんな風に姦かしましく盛り上がっている女子たち。……話題の中心人物の性別は、敢えて気にしない方向で。

　――そういえば、あの髪型で学園に来るのは初めてか。

　紅音がイスカの髪をいじったのは、この前の一件の直前。さらに昨日、いつの間にか簡単なスキンケアを教え、オススメのリップクリームをプレゼントしたらしく。……そんな簡単な一手間だけで、美少女度がさらに数段上がっているイスカ君。

　恥ずかしそうに受け答えをするイスカを見て、腹筋メンバーが追加で『く、30ッ！』とか言ってカウントを増やしている。そんな連中を気にせず、女子は仲良くお話中。

　……と、そんな光景を見て、一つ疑問が。――ちょっと訊いてみる事にする。

「……なぁ？　床で野郎が腹筋しているんだけど……スカートで大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「「「「「　――え？　」」」」」

　数人の女子は、足あし下もと近くで男が腹筋していても気にしていない。――あの位置関係、どう考えても見えているよな？

　そんな俺の素そ朴ぼくな疑問に、女子を代表して紅音が答えた。




「――ああ、それなら大丈夫。ウチの女子、ほぼ全員がアンダー穿はいてるから」




　紅音の言葉に『うんうん』と頷うなずく女子たち。

「「「「「　――は!?　」」」」」

　……が、それに反応したのは、腹筋メンバーを含む野郎連中。所々から抗議の声が。
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「じ、じゃあ今まで時々『ラッキー♪』とか思っていたアレは……!?　――くっ！　男の純情を……ロマンを返せ!!」

「知らないよそんなの。別に男に夢見せるためにスカート穿いてるわけじゃないし」

「うんうん。ウチのクラスじゃ、いつどんなリアクション求められるかわからないし？　あからさまにジャージ穿かないだけでも、女子力認めてほしいよね」

「「「「「　ね～？　」」」」」

　……安心してリアクションするためにアンダー穿くのは、女子力ゆえと言えるか否いなか。

「……リアも穿いて来てるのか？」

「ん？　私は穿いていないが」

「「「「「　……なんですと？　」」」」」

　腹筋メンバー全員が反応。視線がリアに集まる。……ちなみにもちろん『アンダーは』って事ですよね、リアさん？

「……大丈夫なのか？」

　視線を向けた連中にフットスタンプかましたい衝動を耐えながら、リアに訊きく。

「ああ。――言っておくが。ミニを穿いている以上、見られない範はん囲いと立ち振る舞まいは心得ているからな？」

「……まぁ、それはそうなんだろうが」

　それでもトラブルは起こり得る……などと考えてしまい。リアのミニ姿、俺は好きだし見たいが……他の男には見せたくない。




「――大丈夫だ和かず希き。仮に見られた場合は…………な？」




「「「「「　その『間』は何!?　」」」」」

　一いつ斉せいに男だん性せい陣じんがツッコむ。

　……確かに、リアには魔ま術じゆつがある。だから万が一が起きた時の対処は簡単だろうが……。この世界で頻ひん繁ぱんに魔術を使わせたくない。――ここは、俺が手を汚よごそう。




「――いや。リアがやらなくても、俺が…………な？」




「「「「「　だからその『間』は何!?　」」」」」

　……なぜか思考が『対処法』から『制裁方法』になっているが、気にしない方向で。

「む？　具体的な執しつ行こう手段か？　それはもちろん――」

　そう言いながら、こっちに視線を送るリア。それを受け、頷いて同時に答える。




「二度とムラつけないように去勢」「記き憶おくもろとも精神破は壊かい」




　意見が分かれた。――そうか。リアは精神系魔術が得意だっけ。

「「 ――ああ、その手もあるか 」」

「「「「「　お前ら怖こわいよ!?　」」」」」

　揃ってお互いの処しよ刑けい手段を認めあった俺とリアに、抗議の様な総ツッコミが。

　そんな俺たちに、冷静な声が掛かけられた。

「――倉くら橋はし。リアーナさんと、何かあったのか？」

「……なぜそう思う？」

「いや、なんとなく。――だけど妙に距きよ離りが近いと言うか。疑って考えれば、さっきの一幕は『リアーナさんのミニスカ姿を独どく占せんしたい』と聞こえるし」

「あ、それは私も思った～！　なんか仲良くなってるなーって。どうなの？」

　さらに、女子からも追つい及きゆうの手が伸び、注目が集まってしまった。

　……俺とリアの仲は、別に必死に隠かくす必要があるわけではない。

　だが『同居している男女が恋こい仲なか』という状じよう況きようは、あまり知られない方が良いだろう。

　俺は密ひそかにリアと目配せを交わし、リアが小さく頷いたのを確認し。

「いや、別に何も無かったよな、リア？」

「ああ、何も無かったな、和希。確かに同居で毎食一緒に食べるが――」

「イスカも一緒だしな？　当然、俺とリアの部屋は別々で――」

「プライベートな時間は確保している。和希の家に住ませてもらい、感謝しているが――」

「それと男女の関係は別の話だろ？　つまり――」

　ここまで、俺もリアも自然に、詰つまる事無くスムーズに話を展開できた。安心した俺たちは、最後の締しめに入る。




「「――同居はしてても赤の他人。別に仲良くないぞ？」」




「「「「「　すっげー仲良いじゃねーか!!　」」」」」

　ウチのクラスの皆みなさん、俺とリアに集中砲ほう火か。イスカと紅音は、引きつった笑みで目を逸らしているし。

「あれ？　別に不自然なトコは無かっただろ？」

「不自然じゃなさ過ぎるだろうが!?　何だその息の合い具合は!!」

　その指し摘てきに、クラスの大多数が『うんうん』と同意。俺とリアは少し戸と惑まどい――




「「――どこがそんなに息が合っていると？」」




「「「「　まさにソレだよ!!　」」」」」

　……言われてみれば、ナチュラルに言葉をハモらせるのは、確かに『仲が良い』と言われるかもしれない。だが――その程度ならいくらでも誤ご魔ま化かせる。

「まぁ、確かに相あい性しよう良いみたいなのは認める。だが――息ピッタリでハモらせてるのはお前らも一緒だろ？」

「……い、言われてみれば――」

「――そうだけど。……だけど俺たちのと和希たちの、本質的に全く別物な気が……」

「ふむ。では、どこがどう別物なのだ？」

　押おし切きられかけているクラスの面々に、リアが押しの一手。

　元から確証があったわけではない以上、追及する手段が無くなったらしい生徒一同。俺は今のうちに話題を変える事にする。

「――そういえば。さっきの話に戻もどるが……イスカも下、穿いてるのか？」

　女子制服を着ているイスカ君。最初『見えちゃいそうだから』と恥はじらい、スカートを渋しぶっていたが、ウチの担任に言い包くるめられ、ストッキングを着用する事で納なつ得とくした。

　だが今は――なぜか絶対領域も眩まぶしいニーソックス。違和感が一いつ切さい無かったため、今まで気付かなかったが……。

「え、私？　――うん。昨日、紅音に勧すすめられたから」

　――なるほど、見られても大丈夫になったから、か。……あれ、昨日？

「紅音が来たの、夕方だよな？　買いに行った様子は無かったし――ああ、体操着の短パンでも穿いているのか？」

「え？　ううん。ちょっと和希のお父さんに相談したら、『隠し部屋に丁度良いのがある。似合いそうだから持ってけ』って言ってくれたんだ♪」

　――親おや父じの隠し部屋にあった……？　似合いそう……？

　……イヤな予感しかしない。リアの方に眼めを向けると――どうやら同意見っぽい。

「い、イスカ……？　どんなヤツを貰もらったんだ？」




「うん。確か――『ブルマ』っていう体操着の一種」




「「「「「　ありがとうございます、妄もう想そうだけでご飯三杯ばい余よ裕ゆうです！　50ッ!!　」」」」」

　先ほどの 腹筋メンバー＋αが完全に声をハモらせて言い、高速で腹筋を始めた。

「……どの口で私と和希に『息が合っている』などと言ったのだろうか」

「ウチのクラス、本当に面おも白しろいよな……」

　リアの呆れ口調の言葉に、俺もそんな微び妙みような言葉を返した。――それはともかく。

「……和希よ」

「――ああ。あの親父、いつか必ずシメる。とにかく今は――紅音？」

「……うん、分かってる。今日の放課後にでも、イスカと買いに行ってくるよ」

　俺たちの会話を、不思議そうに見ていたイスカ。だが、何かを思い出した様で。

「――あ。買い物するなら、ついでに電池も買っておくね」

「電池？　なぜ突とつ然ぜん？」

「うん。今朝気が付いたんだけど――書しよ斎さいの時計、止まっちゃってたから」




　　　　　◆　◆




　住人不在のはずの倉橋家。その書斎に、一人の中年男性が居た。

　その男の名前は――倉橋和かず彦ひこ。和希の父で、この家の本来の家主である。

　細マッチョで冬なのに何な故ぜか日焼けした男は、壁かべに掛けられた時計で時刻を確認し。

「……早く着きすぎたか。和希たちが帰るまで、まだ時間があるな」

　そう呟き、久々に帰り着いた己の居城たる書斎を見て回る。

　クローゼット。本ほん棚だな。そして本棚の本を数冊パラパラと見てから、また本棚に戻し――

「――――ムフッ♪」

　気色悪い笑えみを浮かべた。

「はーっはっはっは！　今！　この家には！　俺一人!!　監かん視しの目もない解・放・感!!」

　そう叫さけびながらボディービルダー系のポージングを繰り返かえすオッサン。

　やがて、その奇き行こうも落ち着き――




「――ふむ。とりあえず全ぜん裸らになってみたが、これからどうするか」




　――己のもっとも重じゆう篤とくな奇行部分に、やっと言げん及きゆうしたオッサン変態。

「さすがにこのまま外に出ては、ポリスメンのお世話になりかねん。とりあえずネクタイだけでも――」

　と、更なる変態形態へと移行しようとした、その時――




『『『 ただいまー 』』』『わふっ！』




「（――な、なんだとッ!?）」

　そんなに時間が経過したのかと、慌あわてて時計を確認。しかし、その時計が指し示す時刻は、まだ授業中のはずの時間。だが――

「（動いていない!?　電池切れか!?）」

　結構な時間を変態行こう為いに費やしていたはずが、全く時刻が進んでいなかった事で、最初から時計が止まっていることにやっと気付いた変態親父。

「（ど、どないしませう!?　さ、幸い和希達たちはまだ、俺が帰っていることに気付いては――）」




『わふっ？』

『――ん？　どうしたんだフェル？』

『わふわふっ！』

『え、中から人の気配がする？　――和希。おじさま、もう帰ってるみたい』




「（ぐおおおおッ！　あの犬ッ……!!）」

　猶ゆう予よが大おお幅はばに減少したことを悟さとった変態。大おお慌あわてで自分が脱ぬいだ服を着直そうと――

「（し、しまった……！　いつものクセでキッチリカッチリ畳たたんでしまった……!!）」

　書斎の机の上には、全すべてのボタンをキッチリ閉じた上で、専業主婦も顔負けに折り目正しく畳まれた衣服一式。

「（……お、ＯＫまだ大丈夫、まだ慌てる時間じゃない。真まっ直すぐにココに来るわけじゃない。落ち着いて素数でも数えながら服を――）」




『しかし……その割には声も物音もしないぞ？　眠ねむってでもいるのだろうか？』

『いや、あの親父の事だから……自分の城の書斎にでも籠こもって、解放感から変態行為に走ってるんじゃないか？』

『没ぼつ頭とうしていて気付いていない、と？　いくらなんでもそれは無いだろう。まぁ、一応見に行ってみるか』

『じゃあ、私は先にお茶の準備しておくね？』




「（ふむ、流石さすがは我わが息子。その行動予測はなかなかに……って感心している場合ではない!?　――だが、まだ大丈夫ッ！　鍵かぎは掛けてある以上あと５分は――）」




『――しかし、仮に変態行為に及およんでいる場合、流石に鍵はかけているのではないか？』

『ああ、大丈夫。キーホルダーでまとめて持ってるから。ほら、これが書斎の鍵』




「（ひゃっはー！　あの愚息、着実に俺を追い込んできやがるぜ!!　ど・う・す・る!?）」

　最も早はや、畳んである服のボタンを外す → 着込む → 身だしなみを整える、などとやっている猶予は無い。むしろ、ボタンを外す時間も危ない。

「（――クローゼットに隠れるか？　――いや、もし開けられたら逃にげ道みちは無い！　ならば最低限、パンツだけでも穿はくか？　――し、しかし、異界の王女にして息子の婚こん約やく者しやにパンイチでご対面……許されるか!?）」

　――許されるか否いなかなら、断じて『否』。そもそもこんな所で全裸になる精神からしてアウトなのだが。とにかく全裸男は必死に思考を巡めぐらせ。

「（――お、漢ならばオール・オア・ナッシング……！　かくなる上は、そぉい！）」

　心の中のかけ声と同時に、衣服一式を窓の外に全投棄。

「（お、男の生き様を見せてやる……!!）」

　そうして、生き様どころか余計なモノまで全露出している男がとった行動は。




　　　　　◆　◆




「――あれ、居ない？」

　鍵が掛かっていたため、やはり居るのかと思って開けたのだが、中に人ひと影かげは無い。

「――ふむ。習慣か何かで鍵を掛けて出て、今は寝しん室しつで仮か眠みん中、とかではないか？」

「……ま、それが無難なトコか。じゃ、寝室へ様子見に――ん？　隠れる？」

「どうした和希？」

　フと思い至り、部屋を出る直前で足を止める。

　――そういえば……昔、親父との室内かくれんぼで、親父がよくやる隠れ場ば所しよといえば……入り口の真上――




　まさかと思い上を見て――俺の意識は一いつ瞬しゆんブラックアウトした。




「か、和希!?　どうした和希、大丈夫か!?」

「――ッ、だ、大丈夫だ！」

　上を見た瞬しゆん間かんに膝ひざから頽くずおれた俺に、慌てて声を掛けてくれるリア。――彼かの女じよが万が一にも上を見ないよう、強ごう引いんに意識を引きずり戻し、まずは廊ろう下かに出る。

「……だ、大丈夫。少し立たち眩くらみがしただけだ」

「顔色が悪い……本当に大丈夫か？　休むのなら、出来る限りの看病はするぞ？」

「リアの看病……添そい寝はアリか？」

「望むところだ。――衣服は脱いだ方が良いか？」

「では、大きめのＹシャツ一枚でお願いします」

「いいだろう。だが、下着の一枚はつけさせてもらうぞ」

「ＯＫ。むしろグッジョブと言わせてもらう」

　……と、ここまで言ってから、お互いに見つめ合い――

「「 ………………ごめんなさい 」」

　同じタイミングで、顔を紅あかくして謝あやまった。

「ま、まぁ。本当に大丈夫だ。心配かけて悪かったな、リア」

「う、うむ……、確かに調子は戻った様だが――」

　俺が大丈夫だという事は分かってくれた様だが、まだ腑ふに落ちないといった表情のリア。――中のアレを何とかするために、一応リアを離はなれさせた方がいいな……。

「な、なあリア？　――リアが淹いれた紅茶が飲みたい」

「……は？　あ、ああ、もちろんそれは構わないが……なぜ突然？」

「突然飲みたくなったから。多分イスカ、まだお湯ゆ沸わかしてる所だろう。イスカには代わりに、何かお菓か子しの用意を頼たのんでくれるか？」

「――わかった、四人分用意しておこう。用が済んだら冷めない内に来るのだぞ？」

　そう言って、少し頬ほおを紅くしたままキッチンに向かうリア。

　昨日の一件で対処法を覚えられ、相あい討うちに持ち込まれる事が増えた。だがそれでも、軽い不意打ちから勢いでもって行けば、それなりに有効らしい。……逆にやられたら、多分俺もくらいそうだが。

　――それにしても、『四人分』ねぇ。察してくれたのか。……まぁ、離れさせた最大の理由には気付いてないだろうが。

　リアに心の中で感謝の言葉を送りつつ……再び、書斎に足を踏ふみ入いれる。

「はーっはっはっは。なかなか良いバカップルぶりじゃないか」

　逆光の中、全裸の親父が仁に王おう立ちしていた。

「とりあえずパンツ穿け」

「いやー、助かった。さすがに王女に見られるわけにはいかんからな。えらいスリルでドッキドキだったわ」

「話を聞け。そしてパンツを穿け。……リアに変なモン見せたくなかっただけだ。――で？　全裸のオッサンの股またぐらを真下から見上げる羽目になった俺に、何か言う事は？」

「ふむ。『いや～ん、エッチ♪』か？」

「――――輪切りにしてやろうか？」

「はっはっは、こんな事で聖せい剣けん出すのはどうかと思うぞ、我わが息子？　……そんな事より。本当に、王女を大切にしているんだな。――安心したぞ、和希」

「はっはっは、真ま面じ目めっぽい話をして誤魔化すつもりだろうがパンツ穿け」

「そんなモノは捨てた！　全裸で!!」

「エラそうに何言ってんの!?　捨てたなら拾って来い！」

「ええぇ～？　外は寒いし～。風か邪ぜひいちゃう～。全裸で」

「……ＯＫ。ならば母さんに報告させてもらう」

「ふっ、やれるものならやってみろ。ちなみに母さん、嘘うそ探知のアビリティを持っている。だからねつ造・誇こ張ちようは通じないんだが、何て報告する気だ？」




「――『リアの半径１メートル以内で、全裸になってハァハァしてた』」




「やっべ嘘じゃねぇ!?　直ちに取りに行って参ります、全裸で！」

　言いながら、即そく座ざに窓から外へダイブしたオッサン。……そのままポリスメンに捕つかまっちゃえばいいのに。全裸で。




「――そんなわけで、和希の父親の和彦だ。よろしく頼む」

　どんなわけかは知らないが、さっきまでの醜しゆう態たいを取とり繕つくろい、『気さくな父親』然とした雰ふん囲い気きでリア、イスカ＆フェルの前に現れた親父。

「実際に会うのは久しぶりだな、和彦殿どの」「よろしくお願いしますっ」

　笑え顔がおで挨拶をする同居人たちに、思わず『さっきの一部始終を教えてやろうか』と思ったが……とりあえず、先に疑問を解決しておくことにする。

「今いま更さらなんだが……世界間移動って、こんな簡単にホイホイ出来るモノなのか？」

　リアは派手な魔術で来きたし、イスカに至っては、かなり衰すい弱じやくした状態でウチに来た。なのに親父は平然としてるし、家の中に異常も無い。

「――ああ、条件満たせば簡単だぞ？　それこそ『どこでもドア』状態で。まぁ気軽に使えるのは、母さんの能力のお蔭かげなんだが」

　軽く返ってきた答えは、予想外のもので。それを補足する様に、リアが口を開く。

「世界移動に必要な能力は二つある。『事象フエノメノン エ拡張クスパンシヨン』と『現象付与エンチヤント』という能力なのだが、和希の母上――希のぞみさんは両方を所持している。しかも『エンチャント』に関しては、『上位付ハイ・エン与術士チヤンター』という『階級』として所持しているため、世界最高の術者と言えるな」

「へー……ん？『事象拡張』と『現象付与』……？」

　……母さんの性格で、その二つの能力……仮に俺の『元・邪気眼』で見た場合――

　――『粘着型ヤハイ・エンンデレチヤンター』と『誇大フエノメノン エ妄想クスパンシヨン』あたりじゃなかろうか……？

「――む？　どうした和希？」

「い、いや、何でもない！　――で？　具体的にどんな能力なんだ？」

「ふむ。『事象拡張』の方は、道具の性能を拡大し、魔術として使用する。例えば……熟練者になるとマッチ一本で鋼鉄すら焼き切るし、小さなナイフで大岩を切断する。……まぁ、あくまで魔術として使うため、効果は使用者の能力次し第だいなのだが。とは言え、陣も詠えい唱しようも必要無く使用できるため、戦せん闘とう用としても強力だな」

　リアの解説に思おもい浮うかべたのは……包丁を持って親父に迫せまる、我が母の姿で。

「……なぁ、親父。それって……母さんが持ったら一番ヤバイ能力じゃ……？」

「……………………はっはっは。――とにかく。その能力で扉とびらや門の『場所を繋つなぐ』という性能を増ぞう幅ふくさせた魔術で世界を渡わたるというわけだ。後は『現象付与』で安定化して『転移能力を持つ門』の完成だ分かったか和希？」

　……焦しよう点てんの合わない瞳ひとみでの誤魔化し笑いから、早口の説明。

　敢あえて答えない所が、結構シャレにならない状況だという事の証明な気がした。

　――ついでだから、親父のステータスも見ておくか。

『能力』の話が出たついでに、親父の能力も見ておく事にする。……モノによっては、心の準備が必要になるかもしれないし。俺は、『元・邪気眼』を発動させる。

　　　　　◆　◆

【倉橋　和彦】

階級クラス

　超ギャグキャラトリツクマスター：敏びん捷しよう性せい大おお幅はば上じよう昇しよう。自動回復（超）。全攻こう撃げき耐たい性せい。

能力アビリテイ

　ドッキリ大成功イリユージヨン：幻げん術じゆつ効果時間延長。非殺傷攻撃可能。

　広すぎるデイバインエ守備範囲ンプレイス：一定範はん囲い内ないの仲間の防ぼう御ぎよ力りよく上じよう昇しよう。

　オチではアンチ・ジ死なずエノサイド：即そく死し攻こう撃げき無効。非殺結界使用可能。

　恐妻家クイツクリターン：後退・撤てつ退たい時の移動力・敏捷性大幅上昇。

　どＭハングドマン：一定範囲内の魔術現象効果反転。

　　　　　◆　◆

　……覚かく悟ごを決めてから見て良かった。とりあえず『吊るされた男ハングドマン』は、別に『縛しばられた男』でも『縛ってもらった男』でもないと、声を大にして言いたい。

「――『トリックマスター』か。……これのお蔭で生き残れてるのか？」

「――お。それがお前の『魔ま眼がん』か。手に入れたのが数年前なら、大喜びだったのにな？」

「……その話はするな」

　かつて、一時期かなりの『中二病患かん者じや』だった俺。……今はもう、忘れたい黒歴史。

「『トリックマスター』……マスター級ですか。さすがは勇者と魔ま王おうの血族ですね」

「ま、そこそこ歳としもくってるからねぇ。これくらいは」

　イスカの称しよう賛さんの声を、軽く流す親父。謙けん遜そんではなく、本当にそう思ってるっぽいか。

「『マスター級』？　なんか凄すごいのか？」

「うむ。『階級』はごく稀まれに進化する事があるのだが――『マスター』と付くとそれ以上の進化は無くなるが、代わりに凄すさまじい効果を得る事が多い」

　言われ、改めて効果を見てみると……確かに。『全攻撃耐性』に加え『自動回復（超）』。つまり……よくマンガである『血まみれになっても次のコマでは無傷』という状況を、本気で実現させる能力ではないだろうか。……恐るべし『超ギャグキャラ』。

　それと。一つ、効果がイマイチ分からない『能力』が。

「『アンチ・ジェノサイド』……非殺結界ってなんだ？」

「まぁ『結界』はわかるな、元中二病？　その結界の中での『死』を完全に防ぐんだわ。屋外限定とか条件はあるが……敵味方関係無く、完全に命の流出を防ぐ」

「そ、そんな能力が!?　すごいです、さすが『マスター級』……!!」

　イスカが称賛……どころか、絶賛の声を上げた。……確かに凄い。とてつもなく有用な効果だというのは分かる。――だけどコレって……。

「……マンガとかの、爆ばく弾だんくらってもアフロになって『ケホッ』で済む、アレか？」

「言われてみると間ま違ちがいなくソレっぽいが……あまりに身も蓋ふたも無いな？」

　――実際そうなんだもん。

「……あー、っと。じゃあ話を戻そう。世界移動の話だけど――二人とも、来た時は『どこでもドア』って感じじゃなかったよな？」

　リアは派手な魔術効果とともに出現した。

　そしてイスカに至っては……疲ひ労ろう困こん憊ぱいの、かなり酷ひどい状態で辿たどりついていた。

「ああ、それは条件の違ちがいだ。私はこっちの世界に来た事がなかったからな。受け側の設備を使えなかった。だから、『門』に追加で魔術を使用して転移してきた」

「私の方は、リアの痕こん跡せきを追う形で来たからね……。着いた瞬間に力ちから尽つきちゃって」

　リアに続いて、苦笑い気味に話すイスカ。――本当に苦労したんだな、イスカ……。

「他の方法として、送り元と送り先にいる者が術で送受信する手段もあるな。俺は当然ながら向こうもコッチも知ってるから、ドア開ければ即そく、到とう着ちやくだ。王女も、次から里帰りは一瞬。――実家に帰られないように気をつけろよ和希？」

「――大きなお世話だ。……で？　今回アンタは何しに帰ってきたんだ？」

　そう訊いた俺に、なぜか親父は『ニヤリ』と笑い。

「実はさっきの話題、ちょうど良かったんだわ。――今夜、ちょっとお客さんを呼ぶ」




　　　　　◆　◆




　現在時刻、23時少し前。俺おれたちはなぜか――学園の校庭に居た。

「――で？　んな時間にこんな場所で、何をするつもりだ？　わざわざ戦闘準備までさせて……客を呼ぶんじゃなかったのか？」

「あー、さっき最後にチラッと話した双そう方ほうで送受信して転移させる手段。それ使うんだが――ちょっと広めの場所が必要なのと、派手な光が出るから近所迷めい惑わく対策が必要でなー」

　そう言いながら、校庭のあちこちに細工を仕し掛かける親父。

「それは分かるのですが……許可は取っているのですか？」

「それはもちろん抜ぬかりなく。少しコネがあってねぇ」

「……そんなコネあるなんて、俺も初耳なんだが？」

　だが、考えてみれば……こっちの世界に戸こ籍せきが無いリアとイスカを学園にねじ込んだ以上、何も関係が無いと思う方が不自然か。

「――で、王女。『道どう標ひようの陣』を手伝っていただきたい」

「ふむ、構わないが……規模はどの程度だろうか？」

「直径２メートルもあれば十分です。魔ま力りよく供給も向こう側が大半を持つ上、転送される者も魔力持ちなので、『聖せい魔ま杖じよう』を使うまでもないかと」

「承知した」

　そう言って、白い宝石――魔力の無い場所で魔術を使うために用いる『魔ま宝ほう珠じゆ』と呼ばれる物を取り出し、陣を描えがき始めるリア。

「……ちょっと待て。『魔力持ち』って何を呼ぶ気だ!?」

「向こうで保護したんだが――ま、ちょっとは驚おどろいてもらおうか」

　そう言ってチラリと目を向けた先は……フェル？

「……わふ？」

「――和彦殿、準備が完かん了りようした。いつでも行ける」

「――了りよう解かい。こちらも完了、時間も丁度良いか。じゃ、早さつ速そく始めるとするか」

　時計を確かく認にんした親父は、そう言って赤の魔宝珠を取り出し――念じる様な仕草をすると、赤色の光を放ち始める。

　それに呼応し、俺たちを含ふくむ校庭の広こう範はん囲いを囲む様に、赤い光が発生。

「結界、完成。――王女」

「うむ、心得た」

　親父の言葉に応こたえ、リアが術を発動させた。

　リアが描いた魔ま法ほう陣じんが輝かがやきを強める。そして数秒後、それに誘さそわれる様に陣の中央に水色の光球が発生した。

「…………なあリア？」

　術が安定し、リアの手を離れたのを確認してから、話しかけてみた。

「ん？　どうした和希？」

「……ここ数日休んでる魔術の講義、今後はガッツリ頼む」

「――それはもちろん構わないが……なぜ今それを？」

「…………まぁ、なんとなく」

　先ほどの、親父とリアのやり取りを見ていて思った事で。

　――若じやつ干かん悔くやしいから言わないでおこう……なんて考えていたのに、フと気がつくと、親父がニヤニヤとこちらを見ていた。

「愚ぐ息そくよ。俺に嫉しつ妬とするのは構わんが、今の術を王女と二人だけで使うには相当な努力が必要だぞ？」

「ッ!?　や、やかましいわクソ親父!!」

「――む？　…………ッ！」

　……リアも意味に気が付いたらしい。魔術の光に照らされた頬が、微かすかに紅い。

　――いや、『嫉妬』って程ほどじゃないんですけどね……？　単にパートナーとして、リアに頼たよられるくらいになりたいと、そう思っただけで。

「――こほん。どういう意図があるにしろ……私は大だい歓かん迎げいだ、和希」

「……そうか。んじゃ、頑がん張ばる」

　こちらに顔を向けずに言うリアに、俺はそう返した。




「え、えっと……？　仲が良いのは凄く良い事だと思うんだけど……。転移、始まりそうなんだけど……？」




　言われて向き直った先。光球が明度を増し――膨ふくれ上あがり、光の柱を作り上げる。……確かに、結界が無ければ大おお騒さわぎになっていただろう。

　やがて、俺たちが見守る中で、光柱に影かげが生まれ――




「くぅ～ん……？」

　犬科と思われる小動物が、恐おそる恐るといった様子で歩み出てきた。




「……仔犬？　――いや、もしかして……？」

「……ふむ、確かに驚いた。これは……」

　俺とリアが揃そろって目を向けたのは。

「――色は違うけど……神しん狼ろうの仔――だよねフェル？」

「わんっ！」

　俺たちの視線とイスカの言葉に応え、肯こう定ていの声を上げるフェル。

　よく見れば、フェルより一回り小さく、色も黒っぽい。だけどそのフォルムは、フェルと良く似ていた。

「……きゃふっ？」

　フェルの声で、同族の存在に気づいたらしい。仔狼が近づいてきた。

「行っておいで、フェル」

「わふっ」

　イスカが抱だいていたフェルを降ろすと、フェルも歩み寄る。




「きゃふっ？　きゃんきゃんっ（だぁれ？　わたしより大きいから、おとーさん？）」

「わうっ!?　がうがうっ（は!?　違う違う）」

「きゅぅん……、くぅん？（じゃあ……、おにーちゃん？）」

「わふ……、わんっ？（えっと……、そんな感じ？）」

「　！　くぅ～ん くぅ～ん♪ （わ～い、おにーちゃんだぁ♪）」

「わふん!?（ちょッ!?）」




　うん、この仔の面めん倒どうは、フェルにお願いしよう。

「――で？　どういう事なんだ親父？」

「見当はついているだろう？　少しの間、この仔をこっちで預かってほしい」

「ふむ、それは予想できたが。事情を聞かせてもらえないだろうか？」

　と、親父に事情の説明を求める俺とリア。

「……実はこの仔とその母狼、ハンターに狙ねらわれてるんだわ」

「神狼が!?　たしか神狼って、竜りゆうに次ぐ能力とか言ってなかったか？」

　……そういえば親父はこの前、竜を討とう伐ばつしたって言ってたが、一いつ般ぱん的てきには出会ったら最後という認にん識しきらしい。それに近い能力の神狼を……何のために？

「さっきも使った魔宝珠。コレ、特とく殊しゆな鉱石を加工して作るんだが――その鉱石の採さい掘くつ場所は圧あつ倒とう的てきに魔族側に多くてな。……で。人族側は、仕方がないから代だい替たい品ひんの開発をしたんだわ。その『人工魔石』、何を材料にすると思う？」

　この状況で親父が真面目に話している以上、考えるまでもない。

　――それと。さっきからイスカが険しい顔をしている理由、やっとわかった。

「……神狼の体、って事なんだろ？」

「――正確には『一定以上の魔力を持つ動物』だよ。……ただ、魔力が高い個体の方が、良い魔石が出来るんだって。それで、おじさま？　あの仔の母親は……」

「向こうで仲間が保護しているから、心配しなくていい。――が、深手は負っていてね。俺たちはそっちの治ち療りよう・防衛・移送で手て一いつ杯ぱい。もし再襲撃されたら、子供を守りきれる自信は無い。――って事で、母狼の移送が終わるまで、預かってほしいんだわ」

　――まぁ、断る理由は無いな。フェルと同種なら賢かしこいだろうし。

　フェルに世話を任せちゃっても大だい丈じよう夫ぶかも、なんて考えながら目を向けると。




「きゃんきゃんっ♪（おにーちゃん、あそんで♪）」

「わうぅ、がうがうっ（うぅ、もう遅おそいから明日ね）」

「きゃん！　……くぅ～ん？（うん！　……背中に乗っていい？）」

「……わふ、わうわぅっ（……いいけど、暴れないでね）」

「くぅん♪（わぁい♪）」

「……わふぅ（……まぁいいか）」




　どうやら、いきなり懐なつかれているフェル。

　……『本当に大だい丈じよう夫ぶじゃないか？』などと思わなくもないが……完全に任せきりというわけにもいかない。

「――イスカ。あの仔の世話、フェルと一いつ緒しよにお願いできるか？」

「うん、最初からそのつもりだったよ。……フェルもそうだろうし」

　言われて見ると、少し戸惑っている様子ながら、逃げようとはしてないフェル。

「もちろん、俺たちも協力する。な、リア？　――って、どうした？」

「………………」

　呼ばれても振ふり向むくことなく、真っ直ぐに二匹の仔狼を見つめるリア。

　……もしかして。そう思い、『元・邪気眼』発動。




　リアの『ステータス』の『階級：夢見がち王女』が点てん滅めつしていた。




「……リア。お前、実は小動物が大好きだろ？」

「…………いや、そんな事はないぞ？」

　間はあったが、冷静な口調・表情で言うリア。

　が、ステータス内『能力：素直じゃない愛【冷】』が、ピコピコと点滅開始。

「そっか……。おーいフェル～。その仔と一緒にちょっと来てくれー」

「なッ!?」　「わふっ？」「きゃふ？」

　ある種の戦せん慄りつに硬こう直ちよくするリア。一方で二匹の仔狼は、素直に近づいてくる。

　……トテトテと近づいて来て、揃って『なぁに？』と首を傾かしげる仕草に、俺ですらも衝しよう動どう的てきな『お持ち帰り』の誘ゆう惑わくに駆かられた。リアは……必死に表情を取り繕っている。

　そんな愛らしい小動物（注：神狼です）に、俺はリアを指さし――

「うん、このお姉ちゃんが遊んでくれるって」

「ッ!?」　「きゃん♪」

　硬直するリアと、喜んでリアの足元に駆け寄よる仔狼。

「ほら、リア？」

「――う、うむ……」

　俺に促うながされ、しゃがんで恐る恐る手を伸のばすリア――だが、仔狼はその手を回かい避ひし、そのまま胸むな元もとに飛びついた。

「ッ！　――ふわぁ……！」

　驚きつつも、なんとか抱き止とめるリア。落ち着くと、さすがに頬が緩ゆるみだす。

「――で、ご感想は？」

「……『ふかふか』で『もふもふ』……」　「きゃふ♪」

　抱き上げた仔を撫なでながら訊きいた俺に、そう返したリア。その表情は自然に嬉うれしそうな微笑ほほえみを浮かべていた。




　軽く見み惚とれていた俺だが――その時、開いたままだったリアのステータスに変化が。




「……あれ？　なぁ、リ――」

「で、預かってくれるって事でいいのか？」

　リアに話そうと思ったタイミングで、間が悪く親おや父じが訊いてきた。

「ん？　――ああ、もちろん。……アレ見て『ダメ。返す』なんて言えるか？」

「ま、それもそうか。――じゃあ、少し気を付けてほしい事があるんだが」

「は？　気を付ける事？」

　そんな言葉で、呑のん気きに『食べさせる物とか、躾しつけ関係か？』なんて考えていると。




　転移の光柱が、再び強い輝きを放ち始めた。




「――早速来たか。和希、コレが気を付けてほしい事、『招かれざる客』だ」

「……それで戦闘装備を持ってこさせたのか」

　心から『早く言えよ』と思いつつ、普ふ段だんは縮小化してペンダントにしている『聖剣ルーナ・メリディエス』を本来の姿に戻もどす。リアとイスカも武器を構えて警けい戒かい態勢に入り、フェルは仔狼を庇かばうように前に立ち、威い嚇かくの呻うなり声ごえを上げている。

　――『招かれざる客』……多分、神しん狼ろう狩りのハンター、か？

　どれくらいの人数でやっているのかは分からないが、個体としての能力は圧倒的に人間を上回る獣けもの、神狼。それを狩かる者達……各人の実力と度胸も相当なモノと予測できる。

　緊きん張ちようが高まる中、光の柱が膨れ上がり――影が生まれ――!!




「こ、ここはドコじゃ!?」

　無ぶ精しようヒゲを生やしたオッサンが現れた。




「「「　……………………え？　」」」

　外見のイメージ的には、『ハンター』というより『盗とう賊ぞくＡ』。

　外見もさる事ながら、今なお続く狼ろう狽ばいっぷりが、実に小物臭たっぷりだった。

　俺はオッサンがパニック状態の内に、『元・邪気眼』で見てみる事にする。

　　　　　◆　◆

階級クラス

　卑劣漢マッド【小物】ハウンド：視力・嗅きゆう覚かく強化。敏びん捷しよう性せい上じよう昇しよう（小）

能力アビリテイ

　都合の良マジツクツーいパシリルユーザー：魔道具使用時の消しよう耗もう軽減

　狭量シヨートソー短気ドユーザー：ナイフ系武器の習熟効率上昇

　　　　　◆　◆

　なんというか……色んな意味で、完全に小物だった。――魔道具を使うっぽいけど、自分が『道具パシリ』になってるし……。

「おい、そこのガキ！　ここは――」

　こちらに気付いたオッサンが声を掛かけて来て――俺の後ろに視線が行く。……どうやらフェル達たちに気付いたらしい。ニヤリといやらしい笑い顔をこちらに向けてくる。

「――よく聞けガキ。痛い目に遭あいたくなければ、その犬ッコロを二匹、こっちに渡せ。そうすれば大人しく帰ってやる」

　言いながら二本のナイフを取り出し両手に持ち、見せつける様に素振りを数回。それを見た俺たちは、顔を見合わせ――

「「「 ……はあ 」」」

「な、なんだその反応は!?」

「いや？　神狼狩りっていうからどんな猛も者さが来るのかと思ってたら――なぁ？」

「……うむ。あまりの小物に、むしろ驚かせてもらった」

　俺たちが取った予想と違う反応に、怒いかりを滲にじませるオッサンへ、俺とリアは煽あおる様な発言を重ねる。イスカは……発言こそ控ひかえたようだが、危機感を緩めて苦笑い。

「こンのガキども……！　タダで済むと思うなッ!!」

「……なあオッサン、嫌いやみじゃなくて本気で疑問なんだが……この状じよう況きようで、なんでそんな強気に出られるんだ？」

　数の上でも四対一。俺たちは全員が武器を持っている上、年若いという事で侮あなどっているにしても、親父も居る以上、侮れる状況ではないはず。

　――まぁ親父は、ちょっとヤンチャな一いつ般ぱん人じんとか思われていてもおかしくないが。

「あ？　は、何を言ってやがる。どう見ても俺たちの優勢だろうが？　ガキがこの数の差を覆くつがえせるとでも――あ？　……あ、あれ？　……おーい、どこ行った……？」

　強気だったオッサンが、自分の背後を見た瞬間、愕がく然ぜんとした後に慌あわててキョロキョロ。

「……もしかしてオッサン、仲間と一緒に来るハズだったのか？」

「………………」

「――ふむ。つまり『皆みんなで一緒に入ろうぜ！　一、二の、三ッ！』で入ったはずが、実際飛び込んだのはお前だけだったと。――イジメか？」

「………………（泣）」

　リアのダメ押おしに、ついに涙なみだぐむオッサン。

「……つまり仲間に『ペッ』ってされたのか……可か哀わいそうに」

「――や、やかましいわッ！　こうなったら俺一人でやってやる……!!」

　そう言って、戦闘体勢に入るオッサン。……正直、とても同情するが――こちらも、負けてやるわけにはいかない。

「一応、イスカとフェルはその仔を見ていてくれ。――リア、援えん護ご頼たのむ」

「うん」「わん……ッ！」

「心得た。――行こう、和希」

　と、戦闘体勢を整える俺たちだったが……。

「あ、ちょい待ち。――和希、お前一人で行け」

「「「は？」」」

　親父のセリフに、思わず緊張感を忘れて素で返す俺たち。

「……何を考えている、親父？」

「今後の事だ、と答えよう。……この中で、お前だけが実戦を経験していないだろ。この機会に経験積んどけ。手て頃ごろといえば手頃な相手だろ」

　のんびりと、そんな事を言う親父。確かに、俺はイスカとしか戦った事が無い。そしてあの戦いも、人生は賭かけていたが、お互たがいに相手を気き遣づかいながらの戦いだった。

　……親父の言う通り、実戦をしていないと言われれば、反論は出来ない。

　それを考えると――万が一の場合のフォローは約束されているこの状況。初うい陣じんの場としては、とても恵めぐまれた状況かもしれない。

「あー……わかった、俺一人で行く。もし怪け我がしたら、治療よろしく」

「ああ、引き受けよう。傷きず跡あと一つ残さないと約束する」

　請うけ負おってくれたリアに視線で感謝の意を送ると、リアも微かな笑えみを返してくれる。

「――キ サ マ ら ……！」

　そんな、あんまり危機感の無いやりとりをする俺たちに、怒りで顔を真っ赤にし、プルプルと震ふるえまでしているオッサン、そしてついに。

「ナメやがって貴様らあああッ!!」

　左右の手に短たん剣けんを持ち、襲おそい掛かって来る。

　曲がりなりにも、能力で上乗せされている腕うで前まえ。そして確実に実じつ戦せんを積んでいるはずのため、この世界のチンピラとは比ひ較かくにならない脅きよう威い。……の、はずなのだが。

　――あれ？

　一瞬疑問がよぎったが、その答えをすぐに理解。

　そして俺は――聖剣をペンダントに戻した。

「 !?　――ッ!!」

　武器を手放すに等しい俺の行動に、男は一いつ瞬しゆん驚おどろきの表情を浮かべたが、どうやら『バカにされた』と解かい釈しやくしたらしい。怒りの形相で襲い来る。

　そして振るわれる二本の短剣。

　この世界の基準では、確実に『鋭するどい』と称しようするに値あたいする二条の剣けん閃せん。だが――

　――遅いッ！

　右手の刺突を左手で弾はじく。

　続いて振るわれた左の短剣、逆手に持たれたそれの柄つか尻じりに右裏拳を叩たたきつけ、手から弾はじき飛とばす。

「なッ――!?」

「出直して来いオッサン!!」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべる男。

　両手を左右に開かれて無防備を晒さらす体の中央に、俺は横蹴りを叩き込む。

「ごはッ――!?」

　吹ふき飛ばされ、右手の短剣も取り落とす男。

　……やはり、イスカとは比較にもならない。

　この前のイスカとは違い、殺傷目当てで刃やいばを振るう者。だけど……向かい合い、相手が動き出した時点でも、全く脅威を感じなかった。――これなら、俺一人で十分……！

「こ、のガキがッ!!」

　男の目の色が変わる。続いて男のステータス内、『卑劣漢【小物】』が点滅。

　――何か仕掛けてくる？　だけどこの距きよ離りなら――




「何をしている和希ッ！　早く終わらせろ!!」




　そんなリアの声が飛び込んできた。だが『慌てる事は無いのに』、一いつ瞬しゆんそう考えてしまった俺の目に――敵のステータス『都合の良いパシリ』が点滅しているのが目に入った。




　思い出すのは――勝利を確信した状態から、魔道具一つで逆転された、敗戦の記き憶おく。




「――くっ、この……！」

　再び聖剣を元の姿に戻し、慌てて戦いを終わらせに掛かるが、遅かった。

「くっくっく！　俺をナメくさった事を後こう悔かいしろ！」

　直後、男の手の中で赤い光が生まれる。それは数条に分かれ、男の周囲に散開。

　――なんだか知らないが、当たらなければ――

「いけないっ!?　止まって!!」

　イスカの声。慌てて疾しつ走そうを止め――た、直後、眼前に『何か』がある事に気付く。

　蜘く蛛もの糸の様な極ごく細ぼそ・透とう明めいなソレに触ふれた俺の前まえ髪がみが宙に舞まったのを確認、慌てて距離を取る。

「なんだ今の!?」

「――『刃網ブレードネツト』と言う、魔力を通した鋼糸を操あやつる魔道具。……こんな三下までがこんなモノを持っているとはな。……油断したな、和希」

　文字通りの間かん一いつ髪ぱつだった。今度は自分が驚愕の表情を晒す羽目になった俺に、リアが冷静に解説する。

「――くっくっく！　これは神狼狩りで用いる物だ。それをただのガキに使うのだ、光栄に思うがいい!!」

　勝かち誇ほこる男を前に、俺は対処法を考える。……確かに、厄やつ介かい極きわまりない。触れたら切れる鋼糸――しかも目視が困難で、どこに展開されているか分からない。現状、近接戦闘しか出来ない俺には、相当に相あい性しようが悪い。

「――対近接戦の防ぼう御ぎよ型がたの魔道具か……？　魔ま術じゆつなら通る――？」

　……今の俺では対処は不可能。聖せい剣けんで牽けん制せいしながら、リアに意見を求める。

「――正確には『能動防ぼう御ぎよ』。展開形状を変えて、近きん距きよ離りを攻撃する事も可能だと聞く。魔ま術じゆつは通るのだが……そんなわかりやすい弱点を放置しているはずも無いだろうな」

　――俺は今、近接攻撃しか出来ない。魔力が無いこの世界では、イスカとフェルも似た様なもの。リアの精神系の魔術なら通るだろうが……この前の『鏡』みたいな物が無いとは限らない以上、迂う闊かつに使えない。

「――破る手段はいくつかある。大質量で押しつぶす事。遠えん隔かく発動型の魔術や、魔術耐たい性せいを超こえる大魔術で攻せめる事。あとは、遠えん距きよ離り物理攻撃で狙そ撃げきする事。よって――」

「くかかかかかッ！　無む駄だ無駄無駄ぁッ!!　分かり切った攻撃など怖こわくは無い！　発動前に我わが『刃網』で切り刻んでやるわッ!!」

　――そんな勝ち誇る男を前に、リアはどこからか黒光りする物体を取り出し――え？




『パァン　パァン　パァン』と、乾かわいた音が三発。




「ゲフッ!?　ゴフッ!?　あふんっ」

「――と。この様に。銃じゆうなどで一方的に撃うってしまうのが手っ取り早い」

「　ち　ょ　っ　と　待　て　や　あ　あ　あ　あ　あ　あ　!?　」

　取り出した銃で、ＦＰＳ系ゲームのお手本の様な三点バースト。あっさり沈しずんだ男を無視して、リアに渾こん身しんのツッコミを放つ。

「ん？　どうした和希？」

「い、いやいやいや!?　銃じゆう・刀とう・法ほう!!」

「聖剣なんて物ぶつ騒そうなモノ振り回まわしておいて、今さら何を？」

「そうだけど！　――っていうか拳銃ソレ、どうしたよ!?」

「ああ、希さんから貰もらった。――安心してくれ、和希。使った弾だん丸がんは、希さんが作った魔ま弾だん。非殺傷系の衝しよう撃げき弾だんだから、あの者は怪我一つしていない」

「――あ、そうなんだ？　なら、その銃も魔術系のか。ならば銃刀法には――」

「………………（↑）」

「ガチ本物かよ!?」

　ワザとらしく目を逸そらしたリアに、再びツッコむ俺。

「えっと……お取込み中、ごめんね？　アレどうしよう？」

　そう言うイスカが指さすのは、失神しているハンターの男。それを見て、今まで様子を見ていた親父が動き出す。

「ああ、大丈夫。まだ転移陣動いてるし、ちょっと放ほうり込んでくるわ」

　言って、意識の無い男の所まで歩いて行き、襟えり首くびを掴つかんで引ひき摺ずり――光の柱に、ゴミでも捨てる様に放り込んだ。

「あー、親父？　あのオッサン、どうなるんだ……？」

「向こう側に居る母さんや仲間が確保する。――ま、完全に違い法ほうだから、国に突つき出だすだろうな。心配はいらない。……さて和希？」

　こちらを振り向いた親父は、珍めずらしく真ま面じ目めな顔で。

「――家に戻ったら反省会な？」







「――さて和希君。……キミには赤点をあげよう」

　仔狼はフェルに任せ、全員が着席した直後。開口一番、親父はそう言った。




　――そうして始まった反省会。

　親父からは容よう赦しやなく『赤点勇者』と認にん定ていされてしまった俺だが、確かに実戦という状況をナメていたせいで窮きゆう地ちに陥おちいりかけた以上、言いい逃のがれの余地は無いわけで。

　この後。親父からはもちろん、リアとイスカからもダメ出しが入り。

　とっくり小一時間ほど、お説教は続き――







三章　特訓中の出来事トラブル







　――翌朝。




　玄げん関かん前まえで仔狼と戯たわむれながら待つ俺の所に、家から出てきたリアが駆け寄ってきた。

「すまない和かず希き。イスカはもう少しかかりそうだ」

「いや、大丈夫。この仔と遊んでたから。リアもどうだ？」

「きゃんっ♪」

「くっ――。…………朝から制服を汚よごすわけにはいかない。お手て柔やわらかにな？」

　最初は誘惑に耐たえようとした様だが……すぐに陥かん落らく。しゃがんで、おそるおそる仔狼の頭を撫でる。

　この仔も心得ているのか、ただの気まぐれか。飛びついたりせずに大人しく撫でられている。撫でているリアは……やはり、自然な笑みを浮うかべていた。

「強がるの、やめたのか？」

「……どうせ和希にはバレるのだ。和希の前でだけなら良いだろう？」

「見破られるのイヤか？」

「――イヤではないから困る。むしろ……わかってもらえるのは、嬉しい」

　……優やさしく小動物を撫でるリア。大人しく撫でられている仔狼。

　そんな俺たちを包つつむ空気は、真冬の朝にもかかわらず、とても温かかった――




「いっやー、朝から踏ふみ込んでいいのか迷っちゃったよー」




　後ろから、幼おさな馴な染じみみの呆あきれたような声が聞こえてきた。

「おはよう紅あか音ね。やっと声をかけてきたか」

「……気づいてたの？」

「ああ。ちなみに無視したんじゃなくて、リアを優先しただけだからな？」

「右に同じ」

　サラっと返した俺に、同じ口調で続くリア。

「……清すが々すがしい程の開き直りっぷり。立派なバカップルになっちゃって……」

「――む。それは訂てい正せいしてもらうぞ、紅音。私たちはバカップルではない」

「ああ。バカップルってのは、公衆の面前だろうと所構わずイチャつく、はた迷めい惑わくな連中だろ？　俺おれたちは一応、場所は弁わきまえている」

　そう言って視線をリアに送ると、リアも『うんうん』と肯うなずきを返す。

「……私やイスカの前はいいの？」

　完全に呆れ口調でいう紅音に、俺たちは気まずい視線を交かわしてから。




「「 ……紅音とイスカに取とり繕つくろうのは、最も早はや手て遅おくれだと思っている 」」




「――それもそっか。で、話変わるけど……その仔がウチで預かる仔？」

「ん？　――ああ、そうだ。よろしくな」

「きゃふっ？」

『なんの事？』と首を傾げる仔狼に、紅音も瞳ひとみを輝かせる。




　昨日、やはりこの仔を預かる事にしたのだが……一つ問題があった。

　それは、『学園に行っている間はどうしよう？』という事で。

　それに対して親父が告げた解決法が――隣となりの三みつ峰みね家に預ける、という事で。




「今思えば。紅音のおじさんとウチの親父が仕事仲間なんだから、紅音が無関係と考える方が不自然だったんだよな……」

「いつ気が付くか待ってたんだけどね？　っていうかリア、言わなかったんだ？」

「うむ。状況がなかなかに面おも白しろかったのでな、少し様子を見ていよう、と」

「……リアは、いつ知ったんだ？」

「紅音と初めて会った時、だな。和希が一度家に戻った時に、少し話した」

「――そういえば、短時間でやけに意気投合してたっけ。――なぜ、その時に俺にも言わなかった？」

「「 当然、その方が楽しいから 」」

　……声を揃え、嬉き々きとしてネタバレをする紅音とリアに、軽い頭痛を覚える俺。




　親父の話によると。紅音と紅音のおばさんは、親父の協力者だったらしい。……どうりでリアが持っていた俺の報告書、日常生活から細かく書いてあると思った。

　ちなみに。俺が三峰家について知っていたのは、紅音のおじさんが、ウチの両親と仕事仲間だという事。そして、仕事先でおばさんと知り合って結けつ婚こん。

　だからウチの両親と紅音の両親は仲が良い、という事まで。

　親父の仕事が異世界関連という事は、おばさんは向こうの世界の人、という所まで考えていれば、ある程度は予想できていたのだろうが……。




「――で。預かってもらうわけだが……おばさん、本当に大丈夫なのか？」

「うん。かなり物騒な魔道具とかあるらしいし。守り固めて応おう援えんを待つくらいなら、全然余よ裕ゆうだってさ。むしろ『片づけちゃってもいいのかしら？』、なんて言ってたよ」

「俺の身近な大人たちって……」

　この近所には、かなりオカシな方々が多い。そんな中で、紅音のおばさんは常識的な人だと思っていたのだが……。

　と。俺が考え事をしていると、紅音はリアの隣、仔狼の前にしゃがんで――

「――はじめまして！　これからよく会う事になるだろうから、よろしくね？」

「きゃんっ♪」

　挨あい拶さつをした紅音に、嬉しそうに鳴き声を返した。

「あ、そういえば……」

「くぅん？」

　何を思ったのか、疑ぎ問もん符ふを浮かべて首を傾げる仔狼を、自分の目の上の高さまで持ち上げる紅音。

「――なるほど。女の子、か」

「ふむ、さすがだ紅音。一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよ無く、初手からソコを確かく認にんするとは」

　最も男らしい方法で性別確認をした紅音は、さらに言葉を続ける。

「で、この仔に名前付けたりは？」

「『リル』って呼ぶことにした。すぐ帰す事になるから、仮の名前だけど。――な？」

「きゃんっ♪」

　勝手に名付けていいのかと、悩なやみはしたが。代名詞で呼び続けるのも失礼かなと思って、仮の名前を付けた。ちなみに名付け親はイスカ。『フェル』とお揃いらしい。

「ごめん、お待たせ！　っと。紅音、おはよう！」「わふ！」

「おはよ。イスカ、フェル」

　と、イスカとフェルも合流。紅音の家に神狼二匹を預け、学園に向かった。







　学園への道すがら。

「ね？　紅音ってアニメとか見るの？」

「うん？　そんなに見る方じゃないけど、気に入ったのはＤＶＤとかも持ってるよー。イスカ、何か見たいのあるの？」

「うーん……見たこと無いから、興味があるって段階だよ。じゃあ――」

　と、俺とリアの前を並んであるく紅音とイスカが、仲良く話している。

「どうした和希？」

「……いや。あの二人、ああしてると姉妹にしか見えないなー、と」

　綺き麗れいな黒くろ髪かみを靡なびかせて歩く二人。……会話の内容は少しアレだが、光景的にはとても眩まぶしい絵面。ちなみに、背は少しイスカの方が高いが、誰だれが見ても紅音が『姉』。

「ふむ、確かに。我らの世界の人族も、多くが黒髪だからな。――確か、人族王家の者もほとんどが黒髪だったと思う」

「へぇ、そうなんだ？」

　ファンタジー系のお約束として、黒髪は和風の国だけというイメージがあるのだが。

　――考えてみれば、二人の母親は同郷。ある程度似ていてもおかしく無いか。

「ね？　リアって、その国の王族の顔、ほとんど知ってるの？」

　俺たちの会話が聞こえていたらしく、紅音が振り向いて訊いてきた。

「む？　いや、話に聞いているだけだ。代々の王と王おう妃ひと皇太子夫妻、他は役職に就ついていて表に出ている者以外は知らないな。気になるのか？」

「んー、実際の王族ってどんな感じなのかなーって、興味があっただけ」

「教えるのは構わないが……もう学園が近い。その方面の話は止めておこう」

「うん、そだね」

　――あれ？

　何でもない風に言い、再びイスカと会話を始めた紅音。

　だが、向き直る一瞬。安あん堵どした様な顔に見えたのは……気のせいだろうか？







「思ったよりギリギリになったな」

　校舎内の階段を上がりながら言うリア。――あと５分。急ぐ必要は無いが、教室に着いて荷物を置けば、ちょうどチャイムが鳴るくらいのタイミングか。

「ごめんね、私がちょっと手こずっちゃったから」

「いや、イスカを責める意図は無い。昨夜のゴタゴタの後だしな」

　イスカは今朝、いつもの家事に加え、風ふ呂ろでリルを洗ったりもしてくれた。

　……本当は昨夜に済ませたかったのだが、寝ねている仔を起こすのは気が引けたそうだ。

「確かに、責めるどころか『よく間に合ったな』って言うレベルだぞ？」

　そう言いながら、何気なくポケットに手を――

「――づッ!?」

「む、どうした和希？」

　ポケットに入れようとした手の中指に、鋭い痛み。見てみると……爪つめの近くから血がにじみ出てきていた。

「……あー。昨日、ポケットにシャーペン入れたの忘れてた……」

　しかも何な故ぜか先せん端たんが上になっていたため、手を入れたときに引っかけた。ケガという程ほどの大した傷じゃないが、冬場の指先は痛い。

「……少し見せてくれないか？」

「は？　いいけど――」

　リアは俺の手を取ると……少し警戒するように辺りを見回し――




　頬ほおを朱しゆ色いろに染め――指の傷を『ペロッ』と一ひと舐なめした。




「り、リア!?」

「……いいから、黙だまって任せてほしい」

　そう言い、意を決したように指を口に含ふくんだ。

　俺の驚愕の声は完全に無視。顔が相当紅あかくなっているが、目を伏ふせたまま……口の中で舌を動かすリア。――見えない分、指先が余計に過か敏びんになっている気がする。

　そこを、温かい舌が這はう。その感かん触しよくと、頬を紅くして恥はずかしそうに、それでも健けな気げに俺の指をくわえるリアの顔を見ると……こう、背筋がゾクゾクと……。

「っ。……終わった」

「あ、ああ。ありがとう……。――なんでだ？」

「……シチュエーション的に、一度やってみたかった。だが……実際やってみると、思っていた以上に……」

　そう言って、真っ赤な顔で目を逸らしているリア。

「何というか……ありがとう。気持ち良かった」

「そ、そうか、良かった。……治ってくれるのが一番なのだが」




「――終わったなら行くよー。遅ち刻こくになるよー」
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　そんな棒読みの声が上方から。

　見上げると、少し頬が紅いジト目の紅音と戸と惑まどい顔のイスカが、階段の上に。

「……もしかして、見張りしててくれたのか？」

「ま、一応。所構わず自分たちの世界作ると、そのうちイタイ目を見るよー。って言うか私、すでにイタイ目で見てるよー」

「……すみません、気をつけます」

　耳まで紅くして顔を逸らしているリアの代わりに、素す直なおに謝あやまっておいた。

「あ、あはは。とにかく行こ？　もうすぐチャイム鳴るよ」

　そう言って、紅音と共に先に行くイスカ。俺とリアも後に続く。

　と。教室近くで、リアが思い出した様に紅音へ声をかけた。

「すまない紅音。絆ばん創そう膏こうを持っていないか？」

「うん？　あ、そっか。あるけど……鞄かばんの中だから、教室着いたら出すよ」




　そんなやり取りの直後。――教室から、数名分の悲鳴。




「「「「　！　何が!?　」」」」

　俺たちが教室に駆かけ込むと。そこには……血を流して倒たおれ伏ふす、数名の男子生徒。

　俺はその内の一人に駆け寄より、状態を確かめ――これは……!?

「…………鼻血？」

　……恍こう惚こつとした表情で、鼻血を流して気絶している数名。

「本当に……何があったの？」

「……実は――」

　紅音に訊きかれた一人の女子が、状況を語り始めた。




　　　　　◆　◆




　時間は少し遡さかのぼり――和希とリアがイチャつきだす、少し前くらいの教室。




「お前、昨日は腹筋何回やったよ？」

「あん？　あー、確か１７０か。お前は？」

「勝った。50×５回！」

「……全部ムラつきかよ。いっそ潔いさぎよいな」

　と、そんなやり取りをする男子たちを、少し冷ややかな目で眺ながめる女子陣じん。

　――その中の一人が口にした言葉が、その事態のキッカケになった。




「うちの学園、体育で水泳無くてよかったね？」




「「「「「　………………　」」」」」

「あ、あれ……？　どうしたの？」

　気軽に放たれたその一言に、男子陣は言葉を止め、真しん剣けんな顔で何かを思案する。

「……いや。イスカにはどんな水着がベストなのだろう、と」

　真面目な顔で、とってもアレな事を考える男連中に若じやつ干かん引きながら、別の女子が。

「えー……？　普ふ通つうに海パン一枚なら『ひゃっほー！』って感じじゃないの？」

「「「「「　愚 か 者 が ッ !!　」」」」」

「 !? 」

　ある意味無難で常識的な発言を、集団の怒ど号ごうが弾き飛ばした。

「――分かっていない。ただ見せれば良いってモノではないのだよ……！」

「『秘すれば花』という言葉もある。つまり……隠かくした方がエロい事もある！」




「「「「「　つまり、イスカには女性水着の着用を求める!!　」」」」」




　熱を上げる男子たちに、女子陣は。

「「「「「　…………そっすか　」」」」」

　ドン引きしながら、少し距離を取って見守る事にしたらしい。構わず、議論は続く。

「細かいデザインは後にするとして……やはり清せい楚そな白ワンピだろうか？」

「いや、いっそ……黒ビキニ＋パレオとかは!?」

「「「「「　それもイイネッ!!　」」」」」

　ツッコミ不在のクラス内。いい加減にウンザリしてきた女子の一人が口を挟はさむ。

「……隠せって話なら、海パン＋Ｔシャツが現実的じゃないの？」

「「「「「　………………　」」」」」

　その言葉に、再び全すべての議論が止まる。そして――

「……黒のビキニパンツに、大きめの白Ｔシャツ」

「……ときおり裾すそから見える黒、水で透すけるシャツ」

「……輝かがやく太陽、白い砂すな浜はま、蒼あおい海」

「……輝く笑え顔がお、白い肌はだ、黒い髪かみでチラリズム……ッ！」

「「「「「　素す晴ばらしいッ!!　」」」」」

　……結論が出たらしい。そして同時に数名は『水みず鉄でつ砲ぽう！　水デッポォォウ!!』などと叫さけびながら高速で腹筋を始める者も。

　女子の目は既すでに『忌き避ひ』を通とおり越こし、『痛々しいモノを見る目』に。

　仮にも同性にエロスを求める男子を見ていられなくなった一人が、話を逸らす。

「じゃ、じゃあ……リアちゃんの場合はっ!?」

　倒とう錯さくしつつある男子たちの意識を、正常に戻もどすために……この場に居ない美少女の名を出したのは、緊きん急きゆう処置として正しかったかもしれない。だが……。

「え、リアちゃんは――」「リア様は――」「リアーナさんは――」

　呼び方に差異こそあれ、一同は揃そろって『今さら何を』といった顔で。




「スク水」「スク水一択たく」「旧スク」「可能なら白スク」




　当然といった顔で言う男たちに、再びドン引きする女子たち。
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　そんな様子を気にする事無く。男連中の脳内には、リアーナ嬢じようが輝く太陽の下で、旧スクール水着を着て微笑ほほえむ姿（一部の者は、罵ののしる姿）が明確に描えがき上げられていた。

　――と、そんな時。廊ろう下かから、当のリアーナの声が。




『すまない紅音。絆創膏を持っていないか？』




　――その瞬しゆん間かん、一部の男子の脳内ギャラリーでは。

　水着が、肌はだ色いろと、たった三枚の絆創膏に置おき換かえられた。

「「「「「　ば、絆創膏だと!?　ぐはあッ!!　」」」」」




　　　　　◆　◆




　真相を聞いた事で、俺の中に殺意が芽生えた。

「……ネタにされた私が言うのもなんだが。お前ら、頭大だい丈じよう夫ぶか？」

　とっても蔑さげすんだ目で言うリアだが、鼻血組は応こたえた様子がない。むしろ、数人はさらに『悦えつ』の色を顔に浮かべる。

「あのなぁ、お前ら！　お――」

　――俺の婚こん約やく者しやで妄もう想そうするんじゃねぇよ!!

　思わずそう言いかけ、ギリギリで我に返って緊急停止。……が、少し遅おそかった。

「ん？　どうした倉くら橋はし？」「和希？」「倉橋？」「どうしたの倉橋君？」

　……無む駄だに息の合うこのクラス、こういう時にはもの凄すごく厄やつ介かいなわけで。

　――『リアは俺のだ』的な主張はしたい。……だが、そう大っぴらにはしたくない……！　どうする……!?

　俺は無む茶ちや振ぶりされた芸人の心境で、考えに考え抜ぬき……！




「――り、リアたんは俺の嫁よめ♪」




「「「「「　……………………どうした？　」」」」」

　全会一いつ致ちで心配されました。――うっわ死にてぇ……！

　……スベったどころの騒さわぎじゃなかった。突とつ如じよとしてトチ狂くるった発言をかました俺へ、クラス中の視線が集まる。……純じゆん粋すいな心配の眼まな差ざしが、もの凄くイタイ。

　――くっ、リア……！　リアの反応は!?

　もしかしたらフォローを入れてくれるかもしれない。そう期待して視線を送る――

「あれ、リア……？」

「………………ッ」

　リアは何故か顔を真っ赤にして、口をぱくぱくさせていた。それに気づいた周囲も、心配の眼差しを、俺からリアへと移す。――これは……好機！

「おっとリア、どうした大丈夫か？　熱でもある――って、本当に熱いな!?　悪い、みんな！　ちょっとリアを保健室に連れて行く。――じゃっ!!」

　と、早口にまくしたて、呆ぼう然ぜんとする皆みんなを置き去りにして教室を脱だつ出しゆつした。




　　　　　◆　◆




　和希とリアが去った教室。

　多くが『……何だったんだ、今の？』といった事を話している中で。

「（……ねぇイスカ。さっきのリア、何だったの？）」

「（多分だけど……和希が本来言おうとしてた事を理解した上で――想像を数段進めちゃったんじゃないかな……？）」

「（え？　あれを数段――ああ、プロポーズ？　……や、皆の前ってシチュだから……下手すると白ドレス着て、鐘かねが鳴ってて――までイってたかも？）」

「（そ、そこまでじゃないとは思うんだけど……絶対無いとは言えないんだよね……）」

　自供と普ふ段だんの生活の端はし々ばしから、リアの夢見がち具合に気付いている二人。

『微笑ましいし、見ていて面白いけど……なんだかねぇ……？』

　顔を見合わせ、そんな様子で苦く笑しようを交わし合うイスカと紅音。

　と、その時。教室の入り口が開き、担任の女性教師が入ってきた。

「おはようございます、皆さん。……先ほど、倉橋君とリアーナさんとすれ違ちがったのですが、何かあったのですか？」

「あ、はい。和希はリアを保健室に連れていきました」

　紅音がそう答えると、担任は心配そうに続ける。

「保健室……ご病気か何かですか？」

「はい、病の様です。だいぶ熱が上がっていて、重い症しよう状じようみたいです」

「……そうなんですか。――イスカさん？　お家では大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

「――はい。普段は大丈夫なんですが、数日前に少し無む茶ちやをした関係で、悪化してしまったみたいです」

　軽くアイコンタクトしただけで、完全に口裏を合わせる紅音とイスカ。……他の生徒達たちは真意を理解していない様だが、紅音とイスカは再び眼で会話をする。




『……嘘うそは吐ついてないよね。【恋こいの病】ってことで』




「確か、保護者の方は留守なのでしたね。――イスカさん、三峰さん。出来れば気を付けて見てあげてください」

「「 ――はい。それはもう 」」




　　　　　◆　◆




　――時間は流れ、放課後。




　昨日の反省会。実戦での心構えをみっちり叩たたき込まれた上で、今後の話になった。

　それは……この仔を預かる事になった以上、かなり高い確率で再襲撃があるだろう、という事で。しかも今度は、かなりの団体様でやってくる可能性があるらしい。

　……正直、現状では対応が難しい。更さらに、異世界で進める『計画』の事も考えると……今回程度の敵で手こずるわけにもいかない。可能ならば『圧勝』したいところ。

　そのため、早そう急きゆうな戦力強化が求められ――実行が決定したのは二つ。

　一つは、武器の強化。これは既に動いており、手始めとしてイスカの武器『魔ま剣けんネージュ』が親おや父じの手で異世界に送られ、強化処置を行っている。

　もう一つは――俺の特訓。現在、俺が最も実戦経験に乏とぼしく、足手まといになる可能性が高い。よって、とりあえず今回の件が落ち着くまで『特別強化週間』として、リアとイスカからガッツリと訓練・講義を受ける事に。

　そしてそれは、今日から早さつ速そく始まる――のだが。




「――さて。特別強化週間ということで、まずは私の魔ま術じゆつ講義からだ」

「……せんせー、しつも～ん」

　帰宅後に早速始まった、俺の特訓週間。トップバッターはリアなのだが……準備段階から抑おさえていたツッコミを、開始と同時にぶつけてみる。

「ん？　どうした和希？」

「や、どうしたも何も!?　どこから用意したよ、そのホワイトボードと教きよう卓たく？」

　倉橋家のリビングには現在、どこから持ってきたのか分からないキャスター式のホワイトボードと、その手前に教卓が設置され、なぜかその上でリルが眠ねむっている。

　リア自身も、髪を三つ編みにした上で、たまに気分で着けるフレームレスの眼鏡めがねと、珍しくタイトスカート。つまり、教師ルックで講義に挑いどんでいた。

「昨日教えてもらった隠し部屋の中にあった。……『女教師プレイのために手に入れた』などと言っていたが」

「あのオッサンは……。つーか俺が知らない部屋、いくつあるんだろ？　――で？　まさかその服も『プレイ用具庫』にあったわけじゃないよな？」

「コレは自前だ。……あそこにあったモノを着るのは、流石さすがに抵てい抗こうがあるからな。一応、うちの担任を意識してコーディネートしてみたが――似合わないか？」

　小こ柄がらで童顔なリアの教師ルックは、精せい一いつ杯ぱいの背せ伸のびをしている様な、微笑ましい可愛かわいらしさを感じさせる。

　だが、元々の理知的な印象もあって、同時に確かな凛り々りしさも滲にじませていて。

「いや、当然似合う。可愛い、綺麗」

「ッ、そ、そうか。――ふむ、なら良かった」

　狼ろう狽ばいしかけたリアだが、すぐに立て直し、淡あわい微笑みを向けてくる。

　そんなカウンターを表情筋フル活用で耐えながら。

「――で、頼たのんでおいてなんだが……どういう方向の特訓を？」

「うむ。まずは――軽い復習から始めよう。では和希。魔術を使用する際の三工程を説明してみてくれ」

　そう言われ、俺は基き礎そとして学んだ知識を思い出す。

「っと。まずは行使する術の『明確な想像』。これは望む結果だけじゃなく、魔ま力りよくの収集過程なども明確に描く事が、スムーズかつ正確な発動に繋つながる」

「――うむ。次」

「次が、『陣の作成』。目的は二つ。術に必要な魔力の効率的な収集と、その魔力によって効率的に事象改変を行うため。高位の術者なら、状じよう況きよう次し第だいでは省略できる場合もある」

「使用場所の魔ま力りよく次し第だいでは、和希も出来る様になると思う」

「――ＯＫ、とりあえずソコを目指す。で、最後が『詠えい唱しよう』。意志を込めた言葉を紡つむぐ事により、己おのれの精神力・集中力を向上させる事で、複雑な術の安定化・威い力りよく増ぞう幅ふくを目的とする。更には相手に暗示を掛かけ、脅きよ威ういの明確なイメージを持たせる事で、発動する術の更なる増ぞう幅ふく・安定化を意図とする。――とはいえ、高位の魔術以外では必要無く、そもそも増幅するだけの魔力が無い場所では意味が薄うすい」

　詰つまる事無く言い切れて、軽い安堵。だが、おそらく授業の本番はここからで。

「――よし、上出来だ。……さて。確かに今の三工程が基本ではあるのだが……例外、というより抜け道みちがある。それを学び、使用法・対処法を覚える事が、今回の目的だ」

　確かに、今の俺はあまり魔術を使いこなせない。ならば下手に魔術の特訓を行うより対たい抗こう策さくを学んだ方が、短期間での成長を目指すなら、効率が良いかもしれない。

「抜け道っていうと、やっぱり魔道具か？」

「もちろん魔道具もだが、能力アビリテイの方が、敵対する際には危険だな。……現に和希のご両親は、本当に『冷えぴったん』一枚で竜りゆう炎えんを防いだようだしな……」

「母さんの『現象拡張』か……。そのレベルの能力って、割とあるの？」

「いや、無い。能力自体がレアな上、使い手の魔術能力が相当なレベルでないと、そんな芸当は不可能だ。……下手すると、基礎の魔術能力自体が私より上かもしれない」

　母さんの戦せん闘とう能力は、親父への制裁にのみ使われるのかと思っていたが……。どうやら異世界生活においても、十分以上に活用しているらしい。

「幸い、和希は魔ま眼がん保有者だ。知識量がそのまま対応力に繋がる。――そんなわけで、和希。まずは確認されている魔道具、能力の効果を頭に叩き込んでもらう。面白みは無いかもしれないが、我が慢まんして欲ほしい」

「いや『面白み』とか言っている場合じゃないだろ。――よろしく頼む」







　魔術の講義は一時間ほどで一いつ旦たん終しゆう了りよう。

　この後はイスカとの特訓なのだが、現在イスカは買い物に出ている。

「んー……じゃあ俺は、今のうちに宿題やっちゃうわ」

「そうか。では私は――リビングでこの仔と休んでいる」

「ああ。んじゃ、また後で」

　リルを抱だいてリビングに向かうリアに言い、俺は二階の自室へ。学習机に向かった所で……喉のどの渇かわきを覚えた。

「……ジュースでも取ってくるか」

　思い立って、一階へ戻る。そして、リビングの扉とびらの前まで来ると。

「あれ、リア？」

　扉のガラス越ごしに中を見ると――寝ているリルを、微笑ましく見守っているリア。

「…………くぅん」

「――！」

　リルが寝ね返がえり。位置的に、もう一度やるとソファから落ちる可能性が。

　どうしようか、少し悩んだ様子のリアだったが、起こさない様に、慎しん重ちように抱き上げ。

「…………」

　再び思案。一度は降ろそうと考えたようだが、少し悩んだかと思うと――

「…………っ♪」

　……降ろさず、優しく胸に抱いた。

　最初は恐おそる恐るといった様子だったが。抱き抱かかえても起きない仔に安心したのか、優しい笑えみを浮うかべる。

　その様子は……赤ちゃんをあやす、母親の様で。

「……♪　――――ッ!?」

　――あ、こっちに気付いた。

　俺が見ている事に気付いたリア。上げそうになった声を、何とか堪える。

「――そんなに恥ずかしがらなくてもいいだろうに」

「……うるさい。……恥ずかしいものは、恥ずかしい」

　言いながら歩み寄る俺に、リアは恨うらめしげな眼をむけてくる……が。そんな様子でも仔を降ろそうとはしていない。胸に抱かれるリルの方も、心ここ地ちよさそうに眠っていて。

「リアって、いいお母さんになりそうだな」

「……ッ!?　そ、そうか？　…………ありがとう」

　思ったままの事を口にしただけなのだが……リアの反応で、意味を認にん識しき。俺自身も頬が急激に熱くなってくるのを自覚する。

「リア……」

　そっと、リアの頬に手を伸ば――

「くぅ～ん……」

「「 ――ッ!? 」」

　リアの腕うでの中の我わが子こ……もとい、預かっている仔こ狼おおかみのリルが、寝ね言ごと（？）と共にモゾモゾと身じろぎを。

　起きるのか、そう思った俺たち。だが、どうやら寝ぼけているらしく。




　顔をリアの胸にこすりつけ――その中心で、何かを探す様に口をパクパク。




「「………………」」

　正直に言うと、少し『うらやましい』とか思っていたため、俺は比ひ較かく的てき冷静に『お腹なかが空いてるのかなー』などと考えていたが。

　……『幸せなお母さんモード』だったリアは、無駄にアタフタと。

「――こ、これは、だ、出した方が良いのだろうか!?」

「落ち着けリア！　お前は無いだろ!?」

「失礼なッ!?　小さいだけで無いわけではない！　一応は『Ｂ』だ！」

「……悪い、言い方間ま違ちがえた。『出ないだろ』だ」

「――う、うむ。それはそうなのだが……」

　と、口ごもって言ったあと……頬を染めて『チラッ』と、こちらを窺うかがう様な視線を。

　――リアさん。ソレは『和希が居なければやってた』『和希が居るからやろうか』、それとも単に『見たくない、のか……？』の、どれでしょうか？

　そんな事を考えながら、能力、『元・邪気眼』を発動。

　――こういう時、コレも微び妙みように不便なんだよな……。

　暴あばき出だされたリアのステータスは、思った通りの状態だった。

『夢見がち王女』と『純情一途』が点てん滅めつ、そして――

「あ。そうだ、訊き忘れてた。――リア、自分のステータスに異常は無いか？」

「む？　…………。いや、特に変わり無いが、どうした？」

　という事は……コレも、俺おれの能力のせいか。




「いや、リアの『素直じゃない愛【冷】ネガテイブワーズ』が光って見えるんだ。心当たりあるか？」




　この前見た時に気づいたのだが。性格の発動時の『点滅』ではなく、発光したままになっている。リア自身は異変を感じていないとなると、これは……？

「それは……もしかすると『ランクアップ』の前兆だろうか……」

「へ？『ランクアップ』……？」

「うむ。条件は分かっていないのだが……階級や能力が変化する事がある。大たい抵ていは効果の上じよう昇しようだが、希まれに派生能力の追加や、完全に別能力への変異なども起こりうる」

　つまり『素直じゃない愛【冷】』が、別能力になるのかも、という事で。

　言われてみれば……この前の一件以来、リアの感情表現が直球になってきている。

　――って事は……なんか『素直な感じ』の能力アビリテイになるのだろうか？　見るのが怖こわい様な、是ぜ非ひとも見てみたい様な……。




「ただいま～」「わふっ！」




　玄げん関かんのドアが開く音に続き、買い物に行っていたイスカとフェルの声。

「――帰ってきたみたいだけど、その仔どうする？」

「う。…………いや、このままでいい」

　今もリルを赤ちゃん抱っこしているリア。その姿をイスカに見られたくないんじゃないか、そう思って訊いたのだが……ちょっと離はなし難がたい抱き心ごこ地ちらしい。――今度、大きめのヌイグルミでもプレゼントしようかな。

　そうこうしている内に、リビングの扉が開き。

「ただいま！　ついでにオヤツも買ってきたよ♪」「わふわふっ♪」

　というイスカの言葉を証明するように、甘あまい香かおりが漂ただよってきた。

「――くぅ～ん……きゃん？」

「む？　……匂においで起きたか。今降ろす」

「きゃふ♪」

　目を覚ましたリルの頭を一ひと撫なでしてから、下に降ろすリア。仔狼は『ありがと♪』と一鳴きしてから、イスカの足あし下もと、フェルの傍そばに。

「――この匂い、焼やき芋いもか」

「うん！　美味おいしそうだったから。――もちろん、リルの分もあるよ？」

「きゃん♪」

　紙かみ袋ぶくろから焼き芋を取り出しながら言うイスカに、嬉うれしそうな声を上げる仔狼。

「――あ。……でも熱いし、皮もあるし、水分も欲しいし。この仔たちには……」

「わふ？」「きゃふ？」

　フェルたちを見てから、何かを思案するイスカ。

「――うん、そうしよう。ごめん、ちょっと待っててねっ」

　そう言って、焼き芋を持ってキッチンに向かうイスカ。




「お待たせ～。はい、フェルと君の分ね？」

「わふっ！」「きゃんっ♪」

　約５分程して、イスカがフェルと仔狼に渡わたした皿には、黄色のペースト状の物が。

　多分、すりつぶした焼き芋とホットミルクを混ぜた物、だろうか。イスカの事だから、もう少し手を加えているかもしれない。

　主にリルへの、食べやすいようにという配はい慮りよだろう。

「美味しい？」

「わんっ♪」「くぅ～ん……♪」

　美味しそうに食べる二匹を、微笑みを浮かべて見守るイスカ。

　その光景は、先のリアに負まけず劣おとらず『お母さん』で。

「さて、っと。冷めない内に私たちも食べよっ……あれ？　どうしたのリア？」

「………………」

　問われたリアは、しかし何も語らず、イスカを見み据すえたまま、真剣に何かを考えて。

　……俺はなんとなく何を考えているかを察しているが、とりあえず様子見。

　そして――リアがやっと口を開き。

「――イスカよ。私も特訓をしようと思う。私に料理を教えてくれないだろうか？」

「……へ？　え、えと……何でいきなり……？」

　唐とう突とつなリアからの要よう請せいに、戸惑いの問いを返すイスカ。それに対し、リアは至って真ま面じ目めな表情で口を開く。




「私には『嫁よめ力ぢから』が足らない……!!」




　……ちょっと表現が予想外だったが、意味的には予想通り。

　前々から、家事をイスカ一人に任せっきりになっている事を、申し訳なく思っている様子だったリア。……というか、自分が家事を何も出来ないというのが負い目だったのかもしれない。

　そこに、先ほど『お母さんモード』に入り、更にその後に自分を上回る『お母さん』を見せられた事で、一種の使命感に目覚めたのではないだろうか。――つまり早い話が。

「えっと……要約すると『花はな嫁よめ修しゆ業ぎようの手始めとして、とりあえず料理を教えてくれ』って事でいいのかな？」

「…………そ、そう思ってくれて構わない」

　イスカからのド直球な問いかけを受け、一気に赤面して恥ずかしげに答えるリア。

　――っていうか。イスカもリアの性格がわかってきたな……。

「そういう事なら――うん、引き受けるよ。だけど……いっその事、紅音にも手伝ってもらわない？」

「……紅音に？　何を手伝ってもらうのだ？」

　イスカの提案に、疑ぎ問もん符ふを浮かべるリア。……その気持ちは、よくわかるのだが。

「え？　和希とリアの特訓、どっちも。――紅音、お菓か子し作りが得意なんだよ。もしかしたら私より上かも。他の料理も普通以上には出来るし、教師役としては十分だよ」

「なっ!?　……本当なのか、和希？」

「驚おどろくのも無理はないとは思うけど……本当だ。紅音のおばさん、趣しゆ味みがお菓子作りでさ。手伝いしてたら自然にって事らしい」

　ちなみに他にも空手で有段者だったりと、運動神経は当然の様に抜ばつ群ぐん、成績もクラスで上位。……改めて考えると、実はかなりのハイスペックな紅音。

「紅音が教師役で参加してくれるなら、二組で効率良く訓練できるんじゃないかな。どう思う、和希？」

「――なるほど。俺は賛成。って言っても紅音が引き受けてくれるなら、だけど」

　イスカが俺の訓練を担当するときは、紅音がリアを。イスカがリアに教えるときは、紅音が俺を、という事だろう。俺の担当がリアの時は……まぁ、適当に、か。

「ふむ、私も異存は無いが……紅音は、和希の訓練の相手もするのか？」

「うん、お願いするつもり。色んな攻こう撃げきを経験させるのが目的だから、ある程度の心得がある人なら大丈夫かな。和希？　紅音って、結構強いよね？」

　訊かれ――先の戦いの前、俺の特訓に付き合ってくれた紅音を思い出し。

「…………ああ、十分以上に」

「だよね♪　じゃあ、早さつ速そく頼たのんでくるね。すぐ戻って来るから！」

　そう言って、善は急げとばかりに紅音の家に向かうイスカ。電話ではなく、直接頼みに行くあたりがイスカらしいと思う。

「――紅音も随ずい分ぶんとオールマイティだな。料理も意外だが、武術までとは……」

「最初は護身術として習ったらしいんだが、素質があったらしい。……今では、俺が『能力』使っても勝てるかどうか……」

　この前の一件で、紅音が誤解した際に垣かい間ま見みせた本気マジ殺気。能力が全て発動していても生存本能に赤信号が点ともったアレは……正直、もう見たくない。

「む、それは大げさだろう？　和希の『能力』が全て発動しているなら、ステータスを持たない人間は太た刀ち打うち出来るはずがないぞ？」




　　　　　◆　◆




「あらイスカちゃん、いらっしゃい」

「こんばんは、おばさま。紅音は居ますか？　少しお願いしたい事があって……」

　隣りん人じんということに加え、数日ほど三峰家に泊とまった事もあるイスカ。双そう方ほうの人当たりの良い性格もあり、もはや完全に数年来の知人、または親しん戚せき同士のような気安い仲になっている、イスカと紅音の母。

　……余談だが。当初は『イスカくん』だった呼び方が、すっかり『イスカちゃん』になっているが、周りも当人も全く違い和わ感かんを覚えていなかったりする。

「それが……紅音ちゃん、今ちょっと手が離せないの。少し待ってもらえないかしら？」

「はい、わかりました。じゃあ……30分後くらいに、また来ますね」

「うーん……そんなに掛からないと思うのだけれど……そうだ！　ちょっとウチで待っていてくれないかしら？　また新作のお菓子作ったんだけど、イスカちゃんの意見も聞きたいと思っていたの♪」

　紅音の母の趣味は『お菓子作り』。

　紅音に仕込んだ張本人であり、その腕うで前まえはプロ顔負け。戦い以外では料理を最も得意とするイスカすらも、素す直なおに尊敬する実力を持っている。

「いいんですか!?　うーん……和希やリアには悪い気がするけど……では、少し待たせていただけますか？」

「はい♪　じゃ、上がって上がって！　今、紅茶淹いれるから、リビングで待っててね～」

　そう言って、ご機き嫌げんでキッチンに向かう紅音母。

　イスカはそのマイペースさに苦笑しながら、リビングに――向かう前に。

「――あ。手を洗っておいた方がいいよね」

　方向転てん換かん。『どんなお菓子かな♪』と、楽しみにしながら、洗面所の扉を開け――




「「――え？」」




　先客と共に、時間と思考か凍こおり付ついた。

　洗面所に居たのは……いや、洗面所と兼かねられた『浴室の脱だつ衣い所』に居たのは……下着を身に纏まとう途と中ちゆうの少女。

「……え？　あ、あれ……？」

　状じよう況きようが、なかなか把は握あくできないイスカ。

　眼前の、半はん裸らの少女は――緩ゆるいウェーブのかかった、長く綺き麗れいな黒くろ髪かみ。スラリと長い手足に、女性らしい曲線を描く、胸部から腰よう部ぶ。

　その整った目鼻立ちの美び貌ぼうに朱しゆ色いろが浮かぶのは――入浴後だから、だけだろうか？

「……あ、紅、音……？」

　ここでようやく、眼の前の少女が、よく知る人物だと気付いたイスカ。

　……が。ここで別種の驚きが加わったためだろうか――

「……えっと……イスカ？」

　戸と惑まどう紅音の声に気付かず、イスカの視線が、紅音の顔から足先まで移動し――

「お、おーい……イスカさ～ん……？」

　さらに視線は、足からゆっくりと上に向かい、再び顔に戻り――

「え、えー……？」

　さらに、少し下がって止まる。




「あ、あのぉ!?　……イスカ？」




「――へ？　…………あ、あれ!?」

　やっと、思考回路が再起動し始めたイスカ。その視線の先では……手で胸むな元もとを隠した半裸の紅音が、困った顔をしていた。

「あの……？　さ、流石さすがに恥はずかしいんですけど……？」

「――ッ!?　ご、ごめんなさいッ!!」

　慌あわてて廊下に出て扉を閉めたイスカは、居ても立ってもいられず、玄関へ。

「あら？　イスカちゃん、どうしたの？」
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「えっ!?　あ、ご、ごめんなさい、今日は帰ります！　……また来ます!!　それと……あ、紅音に、後でちゃんと謝あやまるって伝えてください、ではッ……!!」

　慌ててそう言い、三峰家から逃にげる様に去っていくイスカ。

「……あらあら、ちょっと面おも白しろい展開、かしら？　――兄さんに『あの計画』、勧すすめてみようかしら……♪」




　一方、紅音の方は。

　頬ほおが紅あかいままだが、とりあえず動こうと、服を着始めた。

　黙もく々もくと着込んでいった紅音だが……一言、呟つぶやく。

「……あれでもやっぱり、男の子なんだね……」

　紅い頬で言う紅音の表情は……恥はずかしげだが、嫌けん悪おの色は見えなかった。




　　　　　◆　◆




「ん？　お帰りイスカ――どうした？」

　勢いよく開閉された玄関の音。リアと共に出で迎むかえに来たが、様子がおかしい。

　妙みように疲ひ弊へいしているというか、混乱しているというか……閉ざしたドアに、倒たおれる様に背を預け、そのまま力無くしゃがみこむイスカ。

「……どうしたのだイスカ。お前がここまで疲弊するなど……」

　驚きと、それ以上の心配を乗せたリアの言葉と視線を受けたイスカ。

「………………見ちゃった」

「「――は？」」

　朱色の頬で、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみで、明後日の方向を向いて、イスカが呆然と呟く。




「…………紅音の裸はだか、見ちゃった」




「「 ………… 」」

　イスカの告白に、俺はリアに視線を向ける。

　……だがリアも、おそらく俺のと同じであろう視線を向けてくる。つまり――

『……なんて返せと？』

　イスカが普ふ通つうの男なら、とりあえず『土下座してこい』で済む。

　イスカが女好きなら、『おめでとう』もアリかもしれない。

　イスカが見たのが野や郎ろうやあまり美しくない女性なら、『災難だったな』もアリか。

　……が。イスカは美少女の外見と性格を持つ、エロとは（多分）無む縁えんな男の娘こ。

　そして見られた紅音の方は――外見的に、文句無しの美少女。

「……和希よ。まさか、立場を代わりたいなどとは思っていないな？」

「――ハッハッハ、何ヲオッシャルヤラ」

「しかし……隣人の幼おさな馴な染じみだろう？　今までこういう事は無かったのか？」

「あのなぁ？　ケンカとかのトラブルはあったけど……この手の『Ｔ○ Ｌ○ＶＥる』的な事は、さすがに無い」

　見たいか否いなかと訊きかれれば、確実に『見たい』のだが、それ以上に『怖い』。

　……おそらく俺が見てしまった場合、故意か事故かに拘かかわらず、相当の制裁が来る。

「それでイスカよ。紅音の裸を見たとの事だったが……、全ぜん裸らか？」

「う、ううん。ショーツは穿はいてたよ……？　で、でもその――」

　リアの質問に、顔の朱色の濃こさが増し、妙にモジモジと。

　俺とリアが『？』と、顔を見合わせている前で、イスカがまだ焦点の合わない瞳で、




「――その……凄すごく、綺麗だった……」




「「 ……………… 」」

　またも、揃そろって言葉を無くした俺とリア。

　未いまだ呆然としているイスカを置いて、数歩距きよ離りを取る。

「……和希。私には、イスカの背後に大輪の白しら百ゆ合りが見えたのだが、気のせいか？」

「――俺にも見えた。なんというか……『お姉さま』を語る『妹』というか……」

　理由が分かって、改めてイスカを見てみると。間違いなく戸惑ってはいる様だが、それ以上に『うっとり』しているというか……。

　――っていうか、さっきから明後日の方向を見てるが……見ているのは『明後日』どころか『数分前の光景』じゃないだろうな？

「だが……なぜだ？　イスカは仮にも男だ。なのになぜ、私たちには『百合』に見える？　……外見のせい、だけだろうか……？」

　確かに、おかしくはある。だが俺には、なんとなく理由がわかった。

「――いやらしさが、全く無いからじゃないか？　こう……純じゆん粋すいな憧あこがれというか」

「……ふむ、言われてみれば。――それ以前に、イスカに性欲ってあるのだろうか？」

　それも疑問ではある。だが――どうも腑ふに落ちない事を、訊いてみる事にする。

「なあイスカ？　お前……今まで女の裸、見たこと無いの？」




「――え？　もちろんあるよ？　士官学校時代に更こう衣い室しつとかで」




「「 ……………… 」」

　俺は予想していたのだが、それでもやはり、リアと揃って三度目の絶句。

　イスカの親父さんの話では、イスカは女性士官学校に通っていたはず。ならば、見ていない可能性は低いと思っていた。――だが、それをサラッと言い放つとは……！

「――なのに紅音のは、その……ドキドキ、して……。へ、変だよね!?　女性の裸なんて見慣れているのに……」

「「 ……………… 」」

　三度目の絶句が解ける前に、更なる絶句攻撃が俺とリアを襲おそった。

　語る様子は……初はつ恋こいに戸惑う乙おと女め、といった様子で。

　事情を知らない者が遠くから見れば、身み悶もだえること間違いなしの、初うい々ういしい愛らしさ。

　だが、事情を知った上で間近で聞いている俺たちは……。

「わふっ？」

「「――っ！」」

　どうやら、戻もどるのが遅おそい俺たちの様子を見に来たらしいフェル。その声で我に返った。

『なんて返せばいい？』、そう繰くり返かえし考えた末、遠回しに攻せめることにした。

「――イスカ、お前に野性の本能は無いのか……？」




「わふっ？」




「お前じゃねーよ!?　――や、お前の野性の無さも大たい概がいだが!!」

　どうやら『ボクの事？』と自己主張するフェルにツッコむ俺。

「う、うむ……よく言う、『男は狼』的なモノ、お前には――」




「わんっ！」




「「 だからお前じゃないとッ!! 」」

『今度こそボクだよね！』との自己主張に、今度は揃ってツッコむ俺たち。

　……横やりが入ったが、改めて考えてみる。

　紅音にドキドキした。って事は、同性愛者の可能性はかなり低くなった。

　なのに、今まで女性の裸を見て、平然としていられた……？

『何な故ぜだ』と考え……一つの可能性に思い至った。

　普通はありえないが、飛び級を繰り返したというイスカなら――

「――わふっ」

　突とつ然ぜん、フェルがドアの方を見て、声を上げた。

「――え？　――――ッ!?」

　それを聞いたイスカがビクリと反応。慌てて靴くつを脱ぬいで家に上あがり、階段を駆かけ上がって二階に逃げ込む。――の直後。




　ドアの外に気配。そして、来客を告げるチャイム。




　タイミング的に紅音だろう。どうせ勝手に開けて入ってくる。……そう思っていたのだが……なかなか入って来ない。

「紅音……だよな？　入らないのか？」

『――あ、あはは。じゃ、じゃあお邪じや魔ましまーす……』

　珍めずらしく、そう言ってから入ってきた紅音は、心なしか頬が紅い気が……？

「え、えっと……イスカ、帰ってる？」

「うむ。帰ってはいるが……たった今、二階に逃げた。少し待ってやってくれないか？」

　リアのその言葉に、紅音の苦笑いが引きつる。

「――そう言うって事は……何があったか聞いたって事だよね？　……何か言ってた？」

「詳くわしい状況や描びよう写しやは聞いてないが……『綺麗だった』って言ってたぞ？」




「…………へ!?　あ、あはは。あ、ありがとう、っていうべきなのかな……？」

　そう言う紅音は顔を真っ赤にして、恥ずかしそうで……だけど、少し嬉しそうで。




　意外な反応に、俺とリアは思わず顔を見合わせる。

「……ふむ？　紅音なら、この手のセリフは聞き慣れているのではないか？」

「聞き慣れる程ほどは言われてないんだけど!?　それに……間接的に聞かされるのって、思ったより……あ、あははは……」

　恥ずかしそうに言い、誤ご魔ま化かし笑いをする紅音。……確かに伝聞で聞いた場合は、面と向かって言われるのとは、違ちがった恥ずかしさなのかもしれない。

「こ、こほん。――それで、イスカって何でウチに来たか知ってる？　私に用事があったらしいんだけど……」

　少し強ごう引いんに話を変えた――いや、本来の目的に戻した紅音。

　こっちも頼み事ごとをする立場なので、付き合って真面目な方面に話を持って行く。

「ああ、それで来てくれたのか、悪いな。実は、俺たちの特訓、紅音にも手伝ってほしいんだ。……頼めないか？」

「なるほど。――うん、いいよ……って、え？『俺たち』？」

「……うむ。実は私の料理も見てほしい。紅音は、菓子作りを始めとして相当な腕だと聞いているのだが」

「あー、お菓子はともかく、他は普通レベルだと思うけど……うん、了りよう解かい。いつから？」

「明日から頼みたいんだ。大だい丈じよう夫ぶか？」

「オッケー。リアも、それでいい？」

「うむ。よろしく頼む、紅音」

「うん。――じゃあ今日は帰るね。え、と……イスカによろしく！　じゃ!!」

　そう言って、最後にまた慌てた様子で去っていく紅音。

「……和希。どう思う？」

「……どうだろうな。意識し始めたのは確かだろうが……」

　ちょっとした事故の後だから、ある種の吊つり橋ばし効果の可能性も低くない。

　ただ、気になる事が。……仮に見たのが俺なら、紅音は瞬しゆん間かん的てきに制裁を下すはず。

　なのにイスカは無事だったのは……男とは見ていなかったから、だけだろうか？

「ふむ、なるほど……。ならば今後、楽しく見守らせてもらうとしよう」

「だな。――だけどとりあえず、ちょっとイスカに確かく認にんする事があるんだわ」

「……む？」

　紅音とイスカが、今後どうなるかはわからない。

　だが、それを楽しく見守るためにも……『問題点』を確認する必要があった。




　　　　　◆　◆




　その夜。寝ね間ま着きに着き替がえた紅音が、自室の灯あかりを消してベッドに入ろうとしたとき。

「――ん？　この音……」

　ベランダに続く窓から、何かが引っかく様な音が聞こえてきた。

　思い当たる事があった紅音が、灯りを点つけてから窓を開けると。

「わんっ」

　ご近所に配慮してなのか、小さな声で鳴き、見慣れた小動物が入ってきた。

「……フェル。どうしたの――て、あれ？　……手紙？」

　フェルの首元。首輪代わりのスカーフに、一枚の便びん箋せんが挟はさまっていて。

「えっと……イスカから私に、かな？」

「わふっ」

　フェルに確認をとり、便箋を受け取って手紙を読む紅音。




『　紅音へ

　とても失礼な事をしてしまいました。

　すぐに出て行くべきだったのですが、見み惚とれてしまい、動く事が出来ませんでした。

　許してほしい、なんて、図ずう々ずうしい事は言えません。

　恥ずかしい思いをさせてしまい、本当にごめんなさい。




　私は、紅音が好きです。だから、嫌きらわれたくありません。

　また明日、いつもの明るい声で話しかけてくれると、すごく嬉しいです。


イスカより　』






「――ッ！　……ぷっ、あはははははッ！　うわー、イスカらしいなー……。これ私以外だったら、絶対にラブレターだと勘かん違ちがいするよ？」

「わ、わふ……？」

　一度、驚いた表情で頬を真っ赤にしてから、いきなり笑い始めた紅音。

　理由がわからないらしいフェルが、戸惑ったような声を上げた。

「あはは、ごめんねフェル。私は最初から怒おこってないって、イスカに――ううん、いいや。ちょっと待っててくれるかな？　私もお手紙書くからさ」

「わんっ♪」

　嬉しそうなフェルの声を聞いて、『確かあったと思うんだけど……』と、引き出しから便箋を探し出す。そして机に向かい、イスカへの手紙を書き始めた。




「――よし、っと。じゃあフェル？　この手紙をイスカに、お願い出来るかな？」

「わふ♪」

　その返事を聞いて、紅音が窓を開けると、元気よく飛び出していくフェル。

　その様子を苦笑しながら見ていた紅音だが、フと、イスカの手紙を読み直し。

「……これ、確実に『友達として』って意味なんだよねー……。だけど――」

　そう呟いて、自分が書いた文章を思い出す紅音。




『　イスカへ

　手紙ありがと！　でも、最初から怒ってないよ？

　事故だったのは分かってるしね♪




　私もイスカが好きだよ？

　だから、この程度で嫌いにならないから、安心してください。

　明日、ちゃんと話しかけるね。

　だから、いつもみたいに明るく笑ってください。


紅音より　』






　思い返し、恥ずかしくなってきたらしい紅音。頬を少し紅くし、独り言を続ける。

「……深夜のテンションって怖いなー。――私こそ、どういう意味で書いたんだろ……？　――ま、いっか。私も、長い付き合いになりそうなんだし」

　吹ふっ切きるようにそう言うと、部屋の灯りを消し、今度こそ寝ね床どこに入る紅音だった。
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「わ、私、先に出てるね！　フェルたちをお願いっ！」

　そう言って、大おお慌あわて――というよりは居ても立ってもいられず、といった様子で外に出て行くイスカ。

　昨日の一件の後なので、俺もリアも『紅あか音ねに会いにいったな』と察しはしたが……様子が予想と少し異なり、揃って首を傾かしげた。

「――だけど、急いでいても手て抜ぬきが一いつ切さい無いのが、さすがの主婦スキルだよな……」

　あの様子を見るに『一秒でも早く』、そんな心情だったろうに……自分の身み嗜だしなみはもちろん、朝食の片づけから全員分の弁当の用意まで、キッチリこなして行くプロの主婦。

「こういう時くらい、頼たよってもらえる様になりたいのだが……」

「だけどあの領域だと、俺たちが下手に手伝うと逆効果っぽいからな……」

　家事の心得が無いリアはもちろん、俺でも迂う闊かつに手伝えない現状。

「ま、そこら辺は今後の課題って事で。とにかく、俺たちも出よう」

「――うむ、そうだな。フェル、私たちも出るぞ……む？」

　フェルたちの姿が見えない。少し前まで一いつ緒しよに食事をしていたんだが……。

「わ、わふぅ……」

　と、和室の方から、フェルの困った様な声が聞こえてきた。そちらに目を向けると。

　和室から現れたフェルと――その背にしがみつく様に乗って運ばれてくるリル。

「……何やってんだ、お前ら？」

「くぅん」「……わふ」

　どうやら、とっても眠ねむいらしいリル。フェルは『……妥だ協きよう点てんです』と。

　まぁ、リルの方は『眠くてどうしようもない』というより、単に『甘えて戯たわむれている』といった感じが強そうだが。

「仲が良いのは結構だが、出かけるぞ？　紅音の家に着いたら、ゆっくり遊んでもらえ」

「……きゃん♪」

　リアが抱だき上げながら言うと、リルは素直に『そうする』と返事をした。

　もう動物好きを隠かくす気は無いらしいリア。抱いた仔に優やさしく語りかける姿を見ると、

「……和かず希き、これは……？」

「――ん？　ああ、いや……思わず？」

　思わず、リアの頭を撫なでていた。

「……がうっ」

　一人（一匹）だけ蚊か帳やの外なフェルが、『……早く行こうよ』と声をあげていた。







「――んー、じゃあ魔ま法ほう絡がらみで、派手目なバトルあるやつ、でいい？」

「うん、それでお願い」

「なら、エグいの無い方がいい？　あってもいい？」

「え、エグ……？　えっと……とりあえず無い方で。――ありがと、紅音♪」




「「 ……………… 」」

　我に返って外に出てみれば。昨日までギクシャクしていた二人が、何事も無かったかの様に魔法少女アニメの話をしていた。

　――ちなみにイスカよ。エグいのある方も面白いぞ？

「「 あ、遅かったね二人とも 」」

　挙げ句の果てに、シンクロして出迎えてきました。

「……なぁ、イスカ、紅音。――何があった？」

「「え？」」

「――うむ。蒸むし返す気は無いが……特にイスカは、昨夜まであれ程ギクシャクしていたではないか。それが……」

　確かに、俺おれとリアが出てくるまで少し時間があった。だけど、あの間に仲直りしたにしては、妙に遣やり取とりが自然すぎる気が……？

「んー、何があったって言われても……ねぇ？」

　わざとらしく考えるような仕草をしてから、紅音。

「――ね？　今日は特に、変わった事はしてないよね？」

　それに、少し楽しそうに応こたえるイスカ。

　……とぼけている、という感じではない。ただ、何か楽しそうな様子で。




「家から出たら、紅音が話しかけてきてくれて――」

「イスカがいつも通り、笑え顔がおで挨あい拶さつしてくれただけだよん♪」







　のんびりと話していたせいで、俺たちが教室に着いたのは、ホームルームが始まる直前。ギリギリで入って来た俺たちに、苦笑いしつつもお咎とがめ無しで『早く席に着いてください』と言ってくれた担任。

　――これで腐くさってなければ、本当に良い先生なのに。

　ホームルーム中。そんな事を考えてから――別の事に思考を巡めぐらす。

　それはイスカの事で。とはいえ別に、今朝の事ではない。むしろ昨夜判明した事で……俺とリアでは『保留』という結論しか出せなかった問題。

　――出来れば早そう急きゆうに皆みんなに相談したいんだが……イスカには知られたくないな。

　そう考えた俺はホームルーム後、次の授業が始まるまでの休み時間に、スマホでメールを作成。そして、クラスの大半の生徒に一いつ斉せい送信。文面は――

『イスカには内ない緒しよで、少し相談したい事がある。授業開始10分後に集合頼たのむ』




　そして、一限の授業、『物理』開始８分後。

　そろそろか、そう思い、俺は机の下でスマホを操作。とあるアプリを起動。

『おー、来た来た』『遅いぞー』『相談ってなんだー？』

　ウチのクラス専用に設定した、グループチャットアプリには、すでに参加人数24。

『悪い、一応時間過ぎるまで待つわ』

　と、書き込んでいる間にも３人追加。合計27人に。

　――なんでこんなんやってるのに、ウチのクラス頭良いんだろ？

　濃いキャラばかり集まった変人クラス。なのにクラス別順位で、今年度は一度もトップを譲ゆずっていない。『なんとかと天才は紙かみ一ひと重え』を、見事に体言している我わがクラス。

『――時間か。集まってくれてありがとう。悪いな、授業中に』

『いや、仕方ないでしょ。イスカに気づかれない様に相談ってなると、コレが一番確実だし。リアが参加出来ないのが残念だけど』

　真っ先にそう書き込んだのは、紅音。他にも似たようなコメントが続く。

『ありがとう。で、相談なんだが。――実はイスカ、当人は全く自覚が無いんだが……無知に近いレベルで苦手な教科がある。それをどうやって教えようか、という相談だ』

『え、イスカが？』

　またも、紅音の書き込みを筆頭に、驚きの書き込みが多数。

　それもそのはず。イスカとリアは転入（実際は入学）間もないのに、早くも頭脳明めい晰せきぶりが広まっている。授業態度も良好で、教師からも良い意味で目を付けられている。

『イスカ君の苦手分野……？　ああ、古典とか？』

『なるほど。後は……日本史とかも出来なくてもおかしくないか』

『なるほど。外国人ならではの、か。ま、皆協力するだろうし、なんとでもなるだろ』

『で？　何を教えればいいんだ？』

　どうやら皆さん、とても協力的。――では、遠えん慮りよなく相談させてもらおう。




『うん。保健体育』




　ゴ　ン　!!　――そんな鈍にぶい音が、教室中から24個ほど。

「ッ!?　ど、どうしました皆さん!?」

「――いえ、なんでもありません。いつもの奇き行こうです。我がクラス特有の現象として、諦あきらめていただければと」

　生徒の大半が、自らの頭を机に叩たたきつけた。驚おどろいて訊いてきた教師に、多分こうなるだろうなーと思っていた俺は、用意してあった言葉を冷静に告げた。

「え、いや、しかし――」

「――我々は思春期真まっ直ただ中なか。非行に走り、タバコなどをふかし始める者も珍しくありません。ならば……その代だい替たい行こう為いとして、自らの頭部を机に打ちつける。そんな者が20人少々居たところで、おかしい事ではありません」

「なるほど――って、いやいやいや！　おかしいですよね!?」

　なんとなく納なつ得とくしかけた教師が、慌てて自分を取り戻した。――が、もう遅い。

「何を今いま更さら。おかしい、故ゆえに『奇行』。……ウチのクラスがおかしくないとでも？」

「ッ！　……そうでした、奇行でしたね。――失礼しました」

「いえ、わかっていただければ幸いです」

　そうして、再開される授業。……イスカは頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべ、リアは驚きよう異い的てきなモノを見る目で見ていたが、他の面子にとっては慣れたもので。

　落ち着きを取り戻した教室で、再びスマホに目を向ける。




『いっやー、野郎のみならず、女子までこの手のリアクションかますの、このクラスの特とく徴ちようだよな』

『そんな事はどうでもいいの！　……さっきの発言、どういうこと？』

　女子の一人の書き込み。その本人をチラ見すると、額が紅くなっている。このチャットをやっている者の内、頭を打たなかったのは、俺と紅音とあと一人だけ。

　……というか数人（全員♂）、頭を打ちつけたまま動きを止めている。机に叩きつけたのは額のハズなのに、何故か鼻血をダクダクと。……絶対に、激げき突とつの衝しよう撃げき以外の原因だろう。

　――大丈夫かアレ？　……頭と出血多量、両方の意味で。

　ちなみに。紅音は俺が話そうとしている事と、どうしてそうなったのかを察したのか、引きつった笑えみで様子を見ている。

『……あのなぁ？　保健体育って言ったって、【雄おしべと雌めしべ】関連だけじゃないだろ？』

『まぁ……それもそうか。救命関係も保健の分野だし』

『それもそうか……。そうじゃないと、保健室とかエロの殿でん堂どうになるしな』

『応急処置、救命、健康管理、くらいかな？』

『ああ、文化が違えば健康管理とか大変かもな。――で、何を教えろと？』




『……まぁ、【雄しべと雌しべ】だが』




「「「「「　合ってんじゃねぇかよ!?　」」」」」

「ど、どうしました皆さん!?」

　俺の書き込みに、全員がリアルで全力ツッコミ。当然、状況がわからない先生、大慌て。




「「「「「　ただの奇行ですッ！　奇行種です!!　」」」」」




「もうヤダ！　この進しん撃げきの変人たち!!」

　先生の泣きが入りました。……正直、かなり同情はします。

「――先生。仕事後に一いつ杯ぱい引っかける事でも考えながら無心で授業を進めた方が、精神衛生を考えるとベターだと思うが、どうだろう？」

「…………それもそうですね……」

　リアの言葉に納得し（諦め）て、背中に哀あい愁しゆうを漂ただよわせながら授業を再開する教師。




『お前ら……先生が可か哀わい想そうだと思わないのか？』

『お前が言うなよ!?　――で、どういう事だか説明してくれるんだよな？』

『ああ、是ぜ非ひとも説明してもらおうか。イスカに保健体育を教え込むという話を！』

『50！』『50 !!』『悔くいは無い、50 !!』『鼻血とともに50！』『50ッ！』

『ＯＫ。良い笑顔で大出血している奴やつには悪いが、そこまで色っぽい話でもないんだ』

　真ま面じ目めに授業を受けているように見えて、実際は手元のスマホに注目している一同。それをチラ見しながら、昨日発覚したことを話す（書き込む）。

『まぁ、ちょっとあって。イスカが性差を感じさせないのって、もしかしたらその手の行こう為い自体を知らないからじゃないか、って仮説を立てたんだ。――で、訊いてみた』

『訊いてみたって、【赤ちゃんってどうやって出来るか知ってる？】って!?』

　今まで黙だまっていた紅音の発言。ちょっと予想の上を行っていたらしい。




『で、回答。【結けつ婚こんした男女が、仲睦むつまじく暮らしていると授さずかる】と、自信満々に』




『間ま違ちがいではないけどねぇ!?』

　その発言の通り、間違いではない。だが……肝かん心じんな部分が抜ぬけていて。

『イスカ、飛び級繰り返したらしいから、そこら辺の教育が抜けてるっぽいんだ……』

　……おそらくその発言も、大きくなってから誰だれかに訊いたのだろう。結果、上う手まく誤魔化された、と。

『それって……イスカの出身国的にはどうなのかな？　知らなくて当然って事はない？』

『いや。リアに訊いたら、普通は知っているものだ、と』

　……異常性を確認するため、リアに『子作りの方法知ってる？』と訊いたら、真っ赤になってそう言った。――あの時の恥はじらうリアの表情は、中々にクるものが……。

『状じよう況きようはわかった。だけど……どうする？』

『というか……倉くら橋はしくんは、どうしたいの？』

『イスカの将来を考えれば、教えるべきだろ？　だけど、教えていいものかって時点で悩なやみ中』

　今の世の中、知識を与あたえる方法はいくらでもある。……それも映像付きで。

　だけど。推測通りに今のイスカの無む垢くさが、その手の無知から来ている場合……変な方向に覚かく醒せいしてしまう可能性が、無いとは言えないわけで。

『……とりあえず保留にして、イスカに恋こい人びとなり嫁よめなりが出来たら、その人に全面協力しよう。――ってのがリアと出した結論なんだが……他に何か良い案は無いか？』

『『『『『　………………　』』』』』

　数人は三点リーダを連続で打ち込み、他は沈ちん黙もく。

　そんな中、紅音の方に視線を送ると。我が幼馴染は、素知らぬ顔で授業を受けているフリをしていた。……少し頬ほおが紅あかい気がするのは、気づかなかった事にしようと思う。




　……結局。この会議の結果は『物理の先生が凹へこんだ』のみとなった。

　――先生ごめんなさい。貴方あなたの次の授業は、必ず真面目に受けます。




　　　　　◆　◆




「集中切れてきたよ、和希ッ！」

「――くッ、分かってる……!!」

　イスカが振ふるった竹刀しないを、何とか自分の竹刀で防ぎ、側面に回り込み、一いち撃げき。

　その攻こう撃げきは容易たやすく防がれるが、元から当てるための攻撃ではない。




　現在、イスカとの訓練中。そしてココは――ウチの地下だったりする。

　……本来、親おや父じが『とある理由』で造ったという地下室。

　用よう途とを変え、訓練室として整備し直したというこの空間。ちょっとした体育館並の面積を備える上、オプションとして無む駄だに凝こった機能も備えていたりもする。




　今はそのスペースを使って、イスカと組み手。さらに――

「わふっ」

　フェルが声を上げると同時に、どこからかカラーボールが飛来。

「くっ！」

「――まだ意識を割さき過ぎ」

「ッ!!」

　正確に俺の頭を狙ねらって飛来したボール。それを避よける事に気を取られ、集中が弱まった所を狙ってきたイスカ。ギリギリで防いだ俺だが――

「きゃんっ！」

　別の場所にいたリルが鳴き声を。再び、さっきとは違う場所からボールが――

「はいアウト」

「づッ!?」

　……イスカの一ひと振ふりが俺の頭を捉とらえ、訓練失敗。

　15分保てばクリアなのだが……今のところ、三連続で敗北中。

「――ああっ、上手くいかねぇっ!!」

「あはは、でも最初よりは上達してるよ。少しずつだけど、ちゃんと視野は広くなってる。――少し休きゆう憩けいにしようか」

　と、そんなわけで。視野を広げるための訓練中。

　壁かべの装置をフェルたちが操作ワンタツチする事で、自動で俺を狙い飛んでくるボール。それを避けながら、イスカとの組手を続けるというシンプルな訓練だが……イスカは手数重視で攻めてくるため、片手間で捌さばけるものではない。

「……これ、本当に今回の件に役立つのか？」

「うん。……今度は多分、複数人を相手にする事になると思う。――だけど和希の能力なら、大たい抵ていの相手との一対一を圧あつ倒とう出来る。それなら捌き方さえ身に付ければ、十分に対処出来るよ」

「囲まれた場合、とかは？」

「囲まれない様に場を把は握あくするのが第一。囲まれても、余よ程ほどの腕うでじゃない限りは二人以上の同時攻撃は無いよ。斬きり合あいに割り込むのって難しいから。――だから相手の位置と現状を把握していれば、援えん護ご攻こう撃げきが来るタイミングは十分に予想できる」

　――基本的に『切り替かえが激しい一対一で、時々邪魔が入る』って感じか。

　それなら確かに、視野の広ささえあれば対処できそうか。

「――そういえば……和希って、本当に武術の心得無いの？　前から思ってたけど、それにしては度胸もあるし、体捌きや立ち回りも上手いっていうか――」

「ああ、ちゃんと習った事は無いんだが……紅音のお陰かげかもな」

「紅音の？」

「――紅音、小さい頃ころから護身術習っていたんだが。それでもよく、あいつとは取っ組み合いの喧けん嘩かしてたからな……」

　……今思えば、有段者が喧嘩するのは御ご法はつ度とだろうが……子供にはそんなの関係無い。

「……な、なるほど、間接的に対武術を実戦で身に付けたんだ……。あれ？　いつくらいまで、そんな取っ組み合いを？」

「いつまでだっけ……？　中二の頃には止めてたけど」

「まぁ、そうだよね。その頃には、身体能力に男女差が付いてくるし」

　身体能力の他にも、男女の性差が出てくる関係で、普ふ通つうは中学前後で終わるだろう。

　だが……俺たちの場合は、少し事情が違っていて。

「…………いや、本気で勝てなくなってきたからな」

「そっちの理由!?」

「さすがに、ボコボコにされるわけじゃないんだ。……負けない様に防ぼう御ぎよに徹てつして、疲つかれるのを待つって感じか。ま、喧嘩っていうよりは『拳こぶしでの語らい』だったけど」

　喧嘩といっても、一種のコミュニケーションだったあの頃。紅音は昔から姐あね御ご肌はだのサッパリした性格だった事もあり、険悪な雰ふん囲い気きを翌日まで持もち越こした事は無い。

「……本当に男らしいね、二人とも。あれ？　でも紅音、今は空手やってないよね？」

「ああ。……同年代じゃ、ほとんど敵無しになってさ。『これ以上やって、可愛かわいい子にケガさせたくないしねー』って言って、アッサリ辞やめた」

　そのセリフは普通、『嫌いやみ』か『負まけ惜おしみ』かに聞こえるんだろうが……。紅音が言うと全く他意を感じないのが凄すごいと思う。

「……本当に、男らしいよね」

　そう感想を漏もらしたイスカの表情には、少しの『呆あきれ』と……それ以上の『熱っぽい何か』が見えた気がした。

「そ、それにしても凄いね、この訓練場。こんな地下空間をアッサリ造るなんて……」

　少し強引な話題転てん換かん。だが、この地下室が凄いのは同意。……なのだが親父が言うには、母さんが例の能力で造った魔道具で、比ひ較かく的てき簡単に造れるらしい。

　――母さん、実はドラ○もんの真ま似ね事ごとを一通り出来るんじゃないだろうな……？

　そう思って、かの猫ねこ型ロボットの所業をいくつか思おもい浮かべると――うちの母親、もし一通り真似事出来るなら、想像以上にヤバイんじゃないだろうか……？

「――い、イスカ、休憩は十分だ。続きを頼む……！」

「――え？　うん、分かった」

　……とりあえず精神衛生上、深く考えない方が良いと判断しました。




　　　　　◆　◆




　一方その頃。リアと紅音の女性チームはというと。




「――さて、お料理教室って事だけど。今回はお菓か子し作りでいいんだよね？」

「ああ。よろしく頼む、紅音」

　倉橋家のキッチンに居る二人は、双そう方ほうとも普ふ段だん着ぎの上にシンプルなエプロンを着用。

　さらにリアは白の三さん角かく巾きんを装着しているため……少し緊きん張ちようしている様子や、その容姿もあって『初めての調理実習』的な雰囲気になっている。

「……こほん」

　紅音が一いつ瞬しゆん『微笑ほほえましいものを見た顔』になったが、誤魔化す様に咳せき払ばらいを一つ。

「じゃあ、とりあえず今日は初めてという事で、プレーンクッキーを作ります。――その前に、リア？　普通の料理とお菓子作り、決定的な違いがあるんだけど、知ってる？」

「違い……？　作製過程での使用魔ま術じゆつか？」

「…………うん、初しよっ端ぱなから先行き不安になる意見をありがとう。……そもそも料理に魔術なんて使わないからね？　――正解は、後で味を足したり引いたりが出来ない事。だから慣れた人以外は、キッチリ計量してレシピ通りに作るのが大事。ＯＫ？」

　その言葉を聞いたリアは、少し考える様な仕草をしてから――




「――つまり、いろいろ足すなら最初から、という事だな？」




　言いながら後ろの紙かみ袋ぶくろから、謎なぞの粉末が入ったビンをいくつも取り出す。

「はーい、リアちゃん待ってー。堂々とした異物混入、待ってー」

「む、どうした紅音？」

「――『どうした』は私のセリフだからね？　……そのビンの意図は？」

　紅音が、妙みように片頬が引きつった笑顔で尋たずねると、堂々とした態度で答えるリア。

「ふむ。まず、疲れた時には甘あまい物が効果的、というのは間違い無ないな？」

「うん、大丈夫。――続けて」

「うむ。そして今、和希はイスカと訓練中。とても疲れて帰って来るのは確実」

「……話が読めてきたけど、とりあえず続きをどうぞ」
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　引きつり笑顔から、純じゆん粋すいな困り顔に移行した紅音を気にせず、自信満々なリア。

「――ならば、甘い物に精が付く物を混入させれば効率的ではないか」

「……理論的には破は綻たんしてないから、余計に困るんだけどさ？　そういう要素は、お菓子じゃなくて栄えい養よう剤ざいに求めようよ。……ちなみに、何を入れるつもりだったの？」

「ああ。ウナギの骨の粉末に、高こう麗らい人にん参じん、ニンニクエキス、スッポンの粉末に――」

「……立派な『夜のお菓子』が作れそうなラインナップだね」

　夜のお菓子どころか、夜の戦せん闘とう薬としても十分な品しな揃ぞろえ。……すでにこの時点で、菓子に求める領域を超こえている。

「――あとは……故郷から持ってきた薬草の絞しぼり汁じる」

「……最後のが一番ヤバ気かな。ちなみにその絞り汁、味の方は？」

「味覚が麻ま痺ひするレベルで苦いが？」

「はい、アウト」

「……なぜだ。『良薬、口に苦し』と言うではないか」

「やっぱり薬の観点になってるよね？　作るのはお菓子だからね？」

「…………ふむ」

　どうやら、強行する気は無いらしいリア。だが、尚なおも思案するような表情からは『なら、どういう材料ならＯＫだろうか？』、そう考えている事が容易に想像できた。

「……ねぇリア？　とりあえず、美味おいしいお菓子を作れるようになろうよ。そうすると、来月の『アレ』に凄く役立つと思うよ？」

　……どうやら、この場での説得による解決は諦めたらしい紅音。具体的な目標を設定させる事で、意識を魔改造から逸そらす作戦に出た様子。

「……『来月のアレ』？　何かあったか？」

「――２月14日、バレンタインデー♪　今のリアには無関心じゃいられないイベントだと思うんだけど？　――あ、この国での風習、知ってる？」

　バレンタインデーの『女性が男性にチョコをあげる』という風習は、基本的に日本のみだと思い出したらしい紅音。リアが知らなくても無理はない、そう思った様だが――

「――『バレンタインデー』？　……ッ！　あ、アレか……!?」

　リアは頬を急激に紅くし、突とつ如じよとして妙に狼狽うろたえ始めた。

「――そ、そうか、『アレ』がもうすぐなのか……！　……う、うむ、私と和希は、その、恋人同士、なのだから、自然なのだろうがだがしかし……ッ!!」

「……え、えーっと、リア……？」

　予想を超えたリアの反応に、何かがおかしいと感じた様子の紅音が声を掛かける。




「――い、いや、嫌だというわけではないのだ！　むしろ……、――ッ！　し、しかし心の準備の問題やそもそも我らの状じよう況きよう的てきにも容易に踏ふみ込める事では――」




「はいストップ！　――ちょっと、頭冷やそうか……？」

「――ッ!?　……な、なんだ？」

　言葉と共に、なにか謎な威圧感プレツシヤーを発してリアを止めた紅音。しかし、何事も無かったかのように、淡たん々たんと質問を始める。

「多分だけど。リア、バレンタインの風習を勘違いしてるよ。――なんて聞いた？」

「うっ……」

　その質問に、頬を染めたまま口ごもるリア。……やがて、意を決して口を開く。




「……『恋人に、菓子と共に身体も捧ささげる日』と、和希の母上が。……違ちがうのか？」




「…………そういうケースが皆かい無むとは言わないけど、違うから。そんな成年指定かかりそうなイベントじゃないから。そんなんだったら教育委員会に抹まつ消しようされてるから」

「そ、そうなのか……？　XmasとValentine Day、合わせて『乙おと女めのX-Day』だと教わったのだが……」

「――１００％の嘘うそではない上、無駄に上手い事を……。ある意味で決戦日なのは確かだけど、そんな特定行為の強制も推すい奨しようもされていないから……」

　頭痛を堪こらえるような表情と仕草で言う紅音と、戸と惑まどいと恥じらい、安あん堵どと――ほんの僅わずかに残念そうな色が見える、複雑な表情のリア。

「――でも、少し意外かな。リアがこの手の罠わなに引っかかるなんて」

「いや、私も当初はおかしいとは思ったのだが……。基本的に希のぞみさんは信用できるし、『これがその時の正装よ』と、長いリボンを見せられては……」

「――『自分にリボンを巻いてプレゼント♪』って、やる人本当に居るんだ……」

　頭痛に追加でカルチャーショックを受けたらしい紅音は、思わず頭を抱かかえた。

「……と、とにかく。本来のバレンタインデーとは、どういう風習なのだ？」

「――うん。外国だと『恋人たちの記念日』って感じ？　――あれ、親しい友人や家族もＯＫだったかな？　とにかく、プレゼント贈おくり合ったりとか」

「なるほど。……希さんのは、そこから発展したのか」

「……多分そうだろうね。それはともかく、日本だと『女性が意中の男性にチョコをあげる日』かな。――ま、最近は義理チョコとか友チョコとか普通になってるけど」

　紅音の説明に、リアは真面目な顔で少し思案。

「――なるほど。親しい者にチョコを贈る日、意中の者には更さらに特別な意味を持たせる、という事か。……確かに、その日までに良い物を作れるようになる必要があるな」

「でしょ？　……さてリアさん？　敢あえて貴女あなたの、先ほどの誤解も踏まえて考えてほしいんだけど――精せい力りよく剤ざいみたいなお菓子、今も作りたい？」

「…………いや。――すまなかった」




　――とりあえず結果オーライ、といえる状況なのだろう。

　以降、リアが異物混入を試みる事は無かった。……の、だが。

　だからといって、何の問題も無く進んだのかというと――




　　　　　◆　◆




「た、ただいま……」「ただいまー」「わふっ」「きゃんっ♪」

　訓練を終えて戻もどり、紅音とリアに声をかける俺、イスカ、フェル、リル。

　特訓を受けていた俺だけ披ひ露ろう困こん憊ぱいで、同じくらい動いていたはずのイスカは元気。……多分慣れない事をやったため、精神的な疲ひ労ろうが大きいのだろう。

　……だから、きっとリアの方もそうなっている、そう思っていたのだが。

「ああ、おかえり和希」「……おかえりぃ」

　……なぜか紅音の方がグッタリしていた。

「何があった、紅音……？」

「あー……、と。――ねぇリア、アレの試食も兼かねてお茶にしよう。紅茶の用意をお願い出来るかな？」

　俺の質問には答えず、リアにそう依い頼らいする紅音。……その様子に、なんとなく察した。

「む？　ああ、そうだな。――和希。一応は、今日の成果と呼べるものが出来た。楽しみにしていてほしい」

「あ、ああ。楽しみにしてる」

　そう返すと、軽い足取りでキッチンに向かうリア。例によって、あまり表情にこそ出ていないが、上じよう機き嫌げんなのはステータスを見るまでもなくわかる。

「……うん。今の内に、イスカと和希に言っておかなきゃいけない事が」

　案の定、リアの意識がこちらから離はなれたタイミングで、紅音が密談を持ちかけてきた。

「……本当に何があったの？」

　やはり不ふ穏おんな空気を察していたらしいイスカが、神しん妙みような面おももちで問いかける。

「まず……イスカ。この後、リアと特訓兼ねた夕食作り、だよね？」

「う、うん。その予定だけど……？」

　予想以上のマジ顔に少し引きながら答えたイスカに、本気の心配顔で忠告する紅音。

「……異物混入と魔術に注意」

「……ＯＫ、何があったか大体予想付いた。――って事は現状、リアは……」

　紅音から聞いた言葉から予想した状況。それを考え……とあるネット用語が浮かぶ。

「……和希くん。残念ですが……あなたの嫁は、現状『メシマズ嫁』です」

　基本知識が無いにも拘わらず、マッドな科学者の様にいろいろ余計なモノを加えようとする、『チャレンジ型のメシマズ』。

「――くっ！　あの『精神と味覚の遭そう難なん状態』と称しようされる、あのメシマズとは……」

「そんな称され方は知らないけど……早めに矯きよう正せいしておいた方が良いシロモノかな」

「え、えっと……具体的に、どういう事があったの？」

「……最初は、当分の疲労回復効果を高めたいって、精力剤まがいの材料を投下しかけた。上手く説得したら異物混入はしなくなったんだけど……卵割るのに切断系の魔術使おうとしたり、炎ほのおの魔術で焼こうとしたり……」

　――紅音が止めていなければ、キッチンが崩ほう壊かいしてたんじゃなかろうか……？

「……うん、わかった。ちょっと本気で警けい戒かいしておくよ……」

　思った以上に洒落しやれにならない状況に、イスカも思わず真顔になった。

「あと、和希。……おじさん達たち、無自覚でリアに地じ雷らい仕込んでる可能性が」

「……じ、地雷？」

「うん。……あの歪ゆがんだバカップルを見てたせいで、恋れん愛あい方面で妙な価値観を植えつけられてるかも」

「言われてみれば……この前言ってた、浮うわ気きしたら『縊くびり殺す』っての、母さんの影えい響きようか……。また何かあったのか？」

　紅音がこう言ったという事は、何か具体的な事例があったという事なのだろうが……。

「……うん、まぁ、少し。――ああ、そうだ。最後に和希に一言」

　なぜか頬を染めて口ごもった後――そう言うと、突とつ然ぜんイイ笑顔になって口を開く。




「 こ の リ ア 充 、 爆 ぜ ろ ♪ 」




「なんで!?」

　――や、いろいろな意味で『リア充』なのは自覚してますけどね？　それをなぜ今!?

「――紅茶の用意ができたが……どうしたのだ？」

　と、追つい及きゆうしようとしたタイミングでリアが戻ってきた。

「……い、いや、なんでもない。――あ、それが『成果』か？」

「う、うむ。……見てくれは少々アレだが、味は紅音もＯＫを出してくれた」

　リアが持ってきたトレーの上には、ティーポットと四人分のティーカップ。そして皿に載のったシンプルなクッキー。……確かに少し形が悪いし、コゲてもいる。だが、初めてでコレなら十分じゃないだろうか？　――ちょっと味見を、っと。

「――ん、十分美う味まい。お疲れさん、リア」

「っ!?　……ぎ、行ぎよう儀ぎが悪いぞ和希。――作り方は覚えた。また作るから、慌あわてるな」

「あいよ。楽しみにしてる」

　言ってから、リアからトレーを奪うばってテーブルに運ぶ。

　……イスカが微笑ましげに、紅音はニヤニヤと見ていたが、無視。そして全員が席に着いたところで、リアがカップに紅茶を注いで、少し遅おそめのティータイムに。

　実は……先さき程ほどの異物混入話を聞いてしまったために、紅茶にも少し警戒してしまったのだが、いつも通りに美味しい。――と、味わっていると、フと視線を感じた。

「どうした、リア？」

「――いや。ただ……こういうのも、良いものだな、と」

　問われて、やや俯うつむき気味にそう言ったリア。あまり表情は見えなかったが……口元は、嬉うれしそうに微笑んでいるように見えた。……紅音のニヤニヤが、少しウザい。

　――それにしても……紅茶はこんな上手く淹いれるのにな？

　紅茶を淹れるリアの優ゆう雅がで繊せん細さいな所作と、紅音が語ったメシマズ具合が、どうも頭で一致しない。リアはそう雑な性格ではないし、不器用でもないはずなのだが。

　横目で見てみると、イスカも紅茶を見て考え事をしていた。多分、俺おれと同じ考えか。

　……この紅茶と料理、リアの中では何かが違うのだろうか？







　ティータイムの後、今度は紅音との訓練の時間。

『準備して来るから』と言われて先に地下室で待っていると……やってきた紅音の恰かつ好こうが変わっていた。

「……その恰好見るの、久しぶりだな」

「まぁねー。実戦のための訓練って事だし。本気で行こうかな、と」

　そういう紅音は、普段着でも体操着でも、中学の頃の空手の道着でもなく、袴はかま姿すがた。

　本来習っていた道場での正装らしいのだが……実は俺も、何を習っていたかは詳くわしくは知らなかったりする。

「――でさ、和希。竹刀とはいえ和希は武器持ちだし、魔道具を使われるかもって話なら、奇き襲しゆう対策とかも必要だよね？　……って事で私も、あんまり見せた事ないの使うよ」

　そう言って、後ろ手に持っていた物を見せる紅音。それは……短い木刀。

「それは……小こ太だ刀ち？　習ってたのか？」

「ま、護身用にって言われて、いろいろ習ったんだよー。――それで、準備はいい？」

「……ああ。よろしく頼たのむ」

　そう言って構え合う俺たち。

　片手持ちの木刀を中段に構えた紅音からは……付つけ焼やき刃ばではない事が一目でわかった。

「――行くよ」

　紅音が距きよ離りを詰つめてくる。俺は迎げい撃げきに竹刀を横よこ薙なぎに一いつ閃せん。

　だが竹刀を受け止めた紅音の木刀が、勢いを殺された竹刀を伝い俺の手首を狙う。

「なッ!?」

　片手を離して回かい避ひ――したが追つい撃げき。

「――――ッ!?」

　紅音の横蹴り。辛かろうじて防いだが体勢を崩くずされた俺に、更に追撃。

「――っく！」

　片足で強ごう引いんに後方へ跳ちよう躍やく。首元を狙って振るわれた木刀を、ギリギリで回避。そのまま距離を離す。

「――おいコラどこが護身用だよ！　超ちよう攻こう撃げき型がたじゃねぇか!?」

「え？　よく言うでしょ、『攻撃は最大の防御』って♪」

　そう冗じよう談だんのように言う紅音。だが……その攻撃は洒落にならないもので。

　武器に意識を向けさせておいて、相手の迎撃を武器で防いだ後に体術で攻撃。そして体勢が崩れた後に武器でのトドメ。……一いつ切さいの隙すきも容よう赦しやも無い。

　しかも、筋力で勝まさる俺の攻撃を、完全に受け止められた。

　――勢いを受け流した上で、相手の武器を伝って攻撃……どんな技量だよ!?

「……本当にお前、ステータス持ってないのか？」

「持ってたら、和希は見えるんでしょ？」

　言われて見てみるが――やはり『階級』も『能力』も見えない。

　――本当に持ってない……？　だけど――

「じゃ、再開するよー」

「くっ……ああもう！　来やがれッ!!」

　再び動き出した紅音に、俺は半ばヤケになって向き合った。




　　　　　◆　◆




「……じゃあ、料理教室兼けん、夕食の支し度たくを始めるね」

「うむ、よろしく頼む。――ところで、なぜそんなに警戒しているのだ？」

　……ある意味、イスカの警戒は当然だろう。夕食の支度も兼ねている以上、ここで大失敗をやらかした場合、夕食のメニューは『白米と塩』以下になる事もあり得る。

　そして――その惨さん劇げきを生み出す可能性を、リアは秘ひめている。

「えっと……、人に教えるのは慣れてないから、そのせいだよ」

　……そして、それを直接言わないのが、イスカの奥おくゆかしさで。……だが。

「む？　――士官学校を辞めるまでは、教官の手伝いまでしていたのだろう？」

「……ソレ、知ってるんだ？」

　イスカが驚おどろいた口調で言ったのは……気き遣づかいを台無しにされたためではなく。

「うむ。イスカの事は、魔族側でもマークしていたからな。――在学中は首席をキープ。最速卒業記録を更こう新しんするペースで実績を重ねたが……研修課程の一いつ環かんでの任務中に、ハンターに襲おそわれている神しん狼ろうの親仔に遭そう遇ぐう。襲しゆう撃げき者しやの撃げき退たいに成功するも、タイムロスと輸送中の物資が破損のため、任務は失敗。……その責を何な故ぜか過か剰じような程に問われ、退学」

「……あはは。なんかその襲撃者、どこかの貴族の子飼いだったみたいで。――あ。でも、私や私の家が余計な復ふく讐しゆうとか受けない様にって、そういう対処にしてくれたんだよ」

　自分の事よりも、家族を大切にしているイスカ。その家族やイスカに報復の刃やいばが向かわない様に、先手を打ってイスカを処分し『これで十分だろ』という事にしたらしい。

「なるほど、そういう事か。――で、その時の仔狼がフェルだな？」

「うん。最初は『恩返し』って言ってたけど、今はもう『友達』か『弟』だよ♪」

「――そういう経けい緯いがあったから、今回は何がなんでもあの仔を守りたい、と」

「……うん。私以上に、フェルが張り切ってるけどね？」

「――ふむ。もしや、仲間意識以上の感情があるのかもな？」

「どうだろうね♪　――さて、っと。ちょっと長く話しちゃったね。始めよっか」

「うむ、よろしく頼む」

　そうして、料理教室が始まった。……イスカがコッソリ安堵の息を吐はいたのは、最初の話を誤ご魔ま化かせたからだろうか。

「じゃあ、今日はビーフシチューにします。煮込み料理って、手間さえかければあんまり技術は必要無いから」

　そう『先生モード』で言うイスカ。リアが少し思案しながら。




「――ふむ。煮込み料理なら、いろいろ混ぜられるな」




　一瞬の内に、キッチンに錠じよう剤ざいが入った瓶びんを、いくつも並べてみせた。

「……待ってリア。――どこから出したの？　それと中身は何……？」

「む？　普通に魔術で出した。中身はサプリだが……ああ、プロテインも入れるか」

「――そもそもサプリやプロテインって溶とけるのかな……、って違くて！　……入れないからね？　ちゃんとバランス良い献こん立だてにすれば、サプリとか必要ないんだから」

「む？　しかし……『料理は愛情』と言うだろう？」

「……なんで『愛情』として化学物質入れるの？」

「この前ＣＭで見たのだが……『バファ○ンの半分は優やさしさで出来ています』と」

「……確かに、あの薬は１００％化学物質だけど。『化学物質の半分が優しさです』って意味じゃなくて、心を込めてますって意味だと思うよ……？」

「む？　――ああ、『サービス料をとって料金水増ししています』という意味か」

「違うと思うよ!?　と、とにかく、今日は余分なモノは加えませんっ!!」

「……そうか」

　少し残念そうに言うリアだったが、やはり強行する気はないらしかった。

　……自分の趣しゆ味みを持ち出しただけにしては、ダメ出しで妙に気落ちしている様子。――それなのに、素す直なおに引き下がる。

「……ねえリア？　なんで、いろいろ（余計な物を）混ぜようとしたの？」

　イスカも『リアらしくない』と感じたのか、改めて問う。

「む？　当然、栄養を追加しようと考えたからだが？」

「――それはそうなんだろうけど……あ。じゃあ、紅茶には何も加えないのはなんで？」

　先ほどの疑問を思い出し、訊きいてみたらしいイスカ。それに対するリアは――

「紅茶なら、この家で一番和希を喜ばせられる。余計な手を加える必要は無いだろう？」

「…………え？　じ、じゃあ、料理に余計な手を加えるのは……？」

「近づく努力はするが……料理で私がイスカや紅音に追いつくのは、まず無理だ。――ならば、味以外の付加価値。イスカや紅音がやらない分野に挑ちよう戦せんする必要がある」

　――考えてみれば。リアの異物混入未み遂すい、魔改造ではあるが、全すべて健康を考えたものだった。……つまり、健康志向で勝負しようとしていたのだろうか。

「え、っと……？　私や紅音に対たい抗こうしようと……？」

「いや、対抗する気は無い。……ただ、味はイスカや紅音が上なのだ。ならば私にそれ以外が無ければ、和希に食べさせる意味は無いだろう？」

「あ、あー……そういう考えだったんだ。じゃあ本当に、料理は『お嫁さんの嗜たしなみ』って思って習おうと思っただけなんだ？」

「う……、うむ」

　ド直球に言われ、頬を染めるリア。――が、イスカの口撃はまだ続いた。

「って事は……『ある程度でいい』と思っていたけど、『やっぱり必要とされたい』って思ってマイナー路線狙ってみようと思った、とか？」

「うッ…………うむ」

「やっぱりリアって『旦だん那な様さまに尽つくす、可愛いお嫁さん』に憧あこがれてるんだね♪」

「ぐッ!?　…………そ、そうだ悪いかッ!?」

　三連撃が全て図星に命中。耳まで紅くなったリアが、逆ギレ気味に返す。

　イスカはそれを微笑ましげに見てから、笑え顔がおで口を開く。

「ううん、全然悪く――いや、ちょっとだけ悪いかな」

「……む？」

「あのね？　リア、ちょっと思い違いしているよ――」




　　　　　◆　◆




「ただいまー」「ただいま～♪」

　訓練を終えて戻ってきた俺と紅音。

　運動量はイスカの時以上だったが、精神疲労は少なかった分、今回はまだ楽。

　とにかく。俺と紅音が扉とびらを開けて挨あい拶さつをした途と端たん、夕食の良い匂においが漂ただよってきた。

　正直に言うと若じやつ干かんの不安があったのだが、どうやら上う手まくできたらしい。

「おかえり～♪」「……おかえり」

　出で迎むかえてくれた、エプロン姿のイスカとリア。……だが、様子がおかしい。

　イスカは何か楽しそうだし、リアは妙にモジモジと。

　俺の視線に気づいたリアが、一いつ瞬しゆん怯ひるむ様な様子を見せてから、誤魔化す様に口を開く。

「――く、訓練の方はどうだったのだ？　フェルたちは先に戻ってきたが」

　リアの視線を追ってみると、その二匹はソファーの上に仲良く並んでお座すわりし、テレビを見ていた。

　画面に映っているのは――北ほつ極きよく圏けんで暮らす犬たちのドキュメントだろうか。二匹とも黙だまって見ているが……尻尾しつぽの振ふり方かた的に、リルの方が熱中しているっぽい。

「――くぅん」

「わふ？」

　リルが、フェルに声をかけた。フェルが応こたえると、画面に視線を送り――そのテレビの中では、一匹の成犬が威い風ふう堂どう々どうと遠とお吠ぼえをしていた。

「――きゃんっ。くぅん？」

　……どうやら、『――おにーちゃん、アレできる？』と訊いているらしい。

「わんっ♪」




　自信満々に答えたフェルは――体を伸のばし、遠吠えをしてみせた。




　室内であるためか音量こそ抑おさえられていたが、響ひびきと姿は、完全に成犬のソレだった。

「きゃん……！」

「がぅっ。わふわふっ？」

　尊敬の眼まな差ざしを向けるリルに、フェルは謙けん遜そんしながらも『やってみる？』と。

「きゃんっ……！　――きゃぅう～～ん？　……くぅん」

「……わ、わふわふっ」

　意気込んで臨のぞむも、とても可愛らしい声で失敗。軽く凹へこむリルを慌てて慰なぐさめるフェル。




　そんな心和なごむ光景を見て、全員がほっこりとなったが、とりあえずリアの質問に返答。

「――いい経験は積めたと思う。……ただ、他からの攻こう撃げきを避よける余よ裕ゆうは一切無さそうだから、今回フェルたちには先に帰ってもらったけど」

「……待て。そこまでの腕なのか……!?」

　話を聞いて、紅音に驚きよう異いの眼めを向けるリア。

「……まぁ、相あい性しようが悪いってのもあったけど、技量は俺より遥かに上。多分――イスカと同等くらいじゃないか？」

　イスカとの剣けんの間合いで慣れてしまった俺にとって、近きん距きよ離り、間合いの内側から更に前へ踏み込んで連撃を放つ紅音は、戦い難にくい事この上無かった。

　反撃をしようにもその大半は初動を潰され、攻こう撃げきらしい攻撃にならず。

「へぇ……！　そこまでの腕うでなんだ……!!」

　そう感嘆の声を上げるイスカの表情は、尊敬と興味が混じっている様に見える。

「あはは、そこそこ鍛えられたからねー。……でも、和希の能力の『刹那の判断』だっけ？　アレ酷ひどいね！　フェイントとかあんまり意味無いんだもん」

「うん、分かる！　だからもう、手数で押すか体勢崩すかしないと入らないんだよね」

　紅音とイスカが意気投合している。薄々気づいていたが、イスカも紅音も、戦うのが大好きっぽい。……この二人が戦う所、今度見てみたいと思う。

「――と、こちらはそんな感じ。そっちは？　夕食作りは成功したっぽいけど」

「う、うむ。それなのだが……す、少し和希に訊きたい事があるのだが……」

　再び口ごもるリア。やがて、意を決したようにこちらを見て――




「――私が作った料理と、イスカが作った料理があったとする。……どちらかしか食べられないとしたら、どちらを食べたい？」




「リアの方」

　迷いなく即答すると、驚いた顔を見せるリア。

「……今の私が作った物だぞ？　比ひ較かくするまでもなく、イスカの方が美味い。今後を考えても、おそらく私がイスカ以上の腕になる事は無いだろう。……それでも、か？」

　……なぜそれを今訊くのかは分からないが、どういう事を考えているかは、大体わかった。だから、ハッキリ言う事にする。

「――リア。お前が初めて来た日、夕食作ると言った俺に、リアは何て言った？」

「……？　――――あっ！」

「うん、やっぱり覚えていたか。『和希が作るのなら、どんな物でも嬉しい』、そう言ってくれただろ。……そっくりそのまま返す。『リアが作るなら、どんな物でも嬉しい』」

「し、しかし！　イスカが作る物の方が確実に美味いぞ!?」

「『より美味しい物』と『より嬉しい物』なら、俺は嬉しい方を取る」

「……見てくれも、悪いぞ？」

「慣れないことを頑がん張ばった証拠だろ？　問題無い」

「いろいろ薬物を混ぜて、味覚がマヒするほど苦いかもしれないぞ？」

「……それはちょっとイヤだ」

「うむ、そうだな」

　最後の質問は、やはり冗談半分だったらしい。俺の拒否に同意したリアの口元は、少し笑っていた。そして、イスカと紅音に向き直る。

「……イスカ、紅音。――少し、私は心を入れ替えようと思う。これからも講師役、よろしくお願いしたい」

　そう頭を下げるリアに、イスカは笑顔で。紅音は『ああ、そういう事』と、納なつ得とくした様な顔をしてから。揃そろって応えた。

「「はい。がんばろうね！」」

　その光景を、俺自身も若干照れくさく思いながら見ていると。

「……あれ？」

　フと、本当に直感の様に何かが、自然に頭に浮かんだ気がした。

　そして――何となく俺の能力、『元・邪気眼』を発動。リアを見てみると――

「ッ！　……リア。以前に自分のステータス見たのはいつだ？」

「 ？　昨日、和希と話したのが最後だが――まさかっ!?」

　どうやら『その瞬しゆん間かん』は、本人に変化は無いらしい。俺に言われて思い至ったリアが、慌てて自分のステータスを確かく認にんし――言葉を失った。

「え？　どうしたの？」

「――私の『能力』……『ネガティブワーズ』がランクアップを……」

　紅音の問いに、未いまだ実感が湧かないような表情で返すリア。

「へぇ～！　おめでとうリア♪　それで、どんな能力に？」




「……『原初の言葉プライマルワー・制限付きズ・リミテツド』」




「――なっ!?『原初の言葉』!?　初代魔ま王おうが持っていた!?」

「……『制限付き』で、オリジナルより少し性能は落ちるが……これは――」

　気楽に訊いたイスカが、リアの答えに驚きよう愕がくを返す。リア自身、ここまで強力な能力が手に入るとは思っていなかったらしく、戸惑いの方が大きいらしい。

「へぇ～、凄すごいねリア！　……でも、なんでこのタイミングで？」

　……紅音が口にした、ある意味当然で、本来なら誰だれにも分かるハズの無い疑問。

　だが――俺には答えられる。なにせ――

　　　　　◆　◆

【リアーナ・イルム・ルアリア】

階級クラス

　夢見がナイトメア ち王女プリンセス：精神系魔ま術じゆつの使用可能。精神威圧（中）。

能力アビリテイ

　恋人至プライマルワー上主義ズ・リミテツド：全魔術大おお幅はば強化。敵魔術の弱体化。詠えい唱しよう効果増大。支配魔ま力りよくの増ぞう幅ふく。

　純情一途ペネトレイシヨン：使用魔術による全防ぼう御ぎよ・障害の貫かん通つう補正。

　耳年増エルダーワイズマン：敵性魔術の認にん識しき・分ぶん析せき可能。使用魔術効果上じよう昇しよう。

　　　　　◆　◆

　……『恋人至上主義』。おそらく、『素直じゃなかったネガテイブワーズ』のが、俺に関してのみ『根幹のプライ言葉＝本音マルワーズ』を語る様になった、という事か。

　そして、効果の方も確かに強力。魔術強化に『大幅』が付いた事に加え、魔術を使用する際に詠唱する場合、その効力を増加。さらに魔術を使用する際に必要となる『魔力』、それ自体を増幅するため、大きな術を使いやすくなる。

「――確かに、これは凄い。……ちなみに、オリジナルの『原初の言葉』の効果は？」

「……確か、『魔術大幅強化。任意魔術の消去。詠唱効果・魔術効果範はん囲い増大。魔力精製』だったか。――不確かな記録だが、魔術の一いち撃げきで一軍を壊滅させたとの話もある」

「……ほとんど戦略級じゃないッスか」

「とにかく。理由は分からないが、手に入った以上は有効に活用してみせる。――これで、戦いになっても楽をさせられる」

　――しかし、このままだと俺一人が足手まといになる可能性が……？

　本気で頑張らないと、立つ瀬が無い。……気合を入れ直す必要がありそうか。

「さて、と。話が落ち着いたところで――お腹なか空いてるでしょ？　食べようよ。今日のは私とリアの合作。味は保証するよ♪」

　空腹を思い出した途端に騒さわぎ出した、現金な腹の虫を黙らせるため、夕食に。

　リアとイスカが作ったビーフシチューは、保証された通り確かに絶品、だったのだが。……貪り食らう俺を、リアが嬉しそうに見ているのが、少し照れくさかった。







五章　一歩踏み出すステツプ バカップルフオワード







　それから、約２週間。２月最初の土曜日、その夕刻。




「――これでラスト、っと！」

　聖せい剣けんルーナ・メリディエスを一閃。背後から飛来した氷の魔ま弾だん――リアの魔術による物の最後の一発を斬り落とした。

「――ふむ、今日はここまでにしよう。……お互たがい、だいぶ慣れてきたな」

「だな。――リアもお疲つかれさん」




　リアも新能力の取得で魔術能力が増加した分、火力を持て余すようになった。

　大威い力りよくの一撃は滅多に必要にはならないため、小・中威力の連射、または複雑な術の制せい御ぎよにリソースを回すようにしたらしい。

　そのため、俺の対複数戦、対魔道具戦の訓練も兼ねて、一いつ緒しよに訓練する事になった。

　そのお陰かげで、俺の術や奇襲対策は上々。リアの方も属性入り交じる魔弾２ケタを、手足の様に扱うまでになっている。




「あの数を迎撃できるのだ、もう並大たい抵ていの奇襲には対応できるだろう」

「そうか？　ま、俺自身も上達した自覚はあるけど。……とはいえ――」

　訓練場となっている、広大な地下空間。その半分を俺たちが使っていたのだが……その残り半分に視線を向ける。

　そこでは黒くろ髪かみの少女二人（正確には修正が必要）が、激しい戦いを繰り広げていた。




「ふッ――」「――ッ！」

　距離を詰めてくる紅あか音ねに、イスカは竹刀しないを横薙ぎに一閃。その一撃を小太刀を模した木刀で受け流し、さらに踏ふみ込む紅音。

　イスカはそれを受けず、退かず。斜め前方に踏み込む事で側面に回り込む。

　だが一撃を放つより早く、紅音の回し蹴りがイスカを襲う。

　竹刀で受けようとするイスカ。だが紅音の足は竹刀に当たる寸前に――

「ハッ!!」「――ッ!?」

　防がれる直前に軌道を変え、真下に振り下ろされた足。それと入れ替わる様に、逆足の前蹴り。イスカは咄嗟に体を後ろに倒して回避。それを紅音が追撃しようとするが、

「ふッ！」

　体を捻り、今度はイスカの回し蹴りが紅音を襲う。紅音はそれを素手で受け止め――

「「 ――ッ!! 」」

　投げに入ろうとする紅音。それを察知したイスカは自ら跳躍し、空中で一回転。しかもその最中に竹刀を一閃させる。それを後退して回避する紅音。

「あははっ、凄いよ紅音！　まともに足を止めさせる事もできないなんて！」

「イスカも凄いね！　全っ然、懐に入れない！」

　楽しそうにそう称え合い、再び激げき突とつする二人。――形勢は、全くの互角。




「……あの二人見てると、自分はまだまだだと痛感する」

「あの領域は、な。――しかし、本当に互角なのだな……」

　二人の戦績は５戦５引き分け。二人とも、互角の相手と競い合うのが楽しいらしい。

「だけどあの二人見てると……そのうち『かめは○波』とか撃ちそうで怖こわい」

「……どこぞの星の戦せん闘とう民族か。それより先に、空中戦に移行するのではないか？」

　しかも魔術なんてモノがある以上、微び妙みように有り得るから余計に怖いわけで。

「だけど……あいつ本当に、ステータスを持っていないのか？」

「……わからない。一応、魔ま眼がんからもステータスを隠かくす手段はあるのだが……そうまでする意味があるのかが疑問だ」

　これで紅音が、尋常ならざる怪力とかを使っているなら一目瞭然なのだが……使っているのは純然たる技術。驚きよう異い的てきではあるが、有り得ないとまでは言えない。

「――ま、考えても分かりそうにないか。とりあえず……時間だから止めるか」

「うむ、そうだな」







「あー、楽しかった！　またお手合わせお願いね、紅音♪」

　地下室から家に戻もどる階段にて。前を歩くイスカと紅音が、楽しそうに話をしていた。

「うん、こちらこそお願いするよ！　でもイスカ、あれに加えて魔術使うんでしょ？　そうなると、ちょっと私じゃ勝てそうにないかなー」

「んー……、確かに使うけど、ほとんどフェルとの連係用なんだよ。一応、強化系と付ふ与よ系は使えるけど、得意じゃないから……私の個人戦せん闘とう力りよくはあんまり変わらないかな」

　……雰ふん囲い気き的に口を挟みにくいために何も言わないが。あの状態のイスカに身体能力強化や武器に能力付与とかされた場合……たとえ少しでも十分に脅きよう威いだと思う。

「――でも、紅音も何か隠し球持ってるんでしょ？」

「…………分かるの？」

　イスカが何でもない風に言った言葉に、紅音が『ギクリ』と反応を示した。

「うん。紅音の攻撃、後ろに下がれば避けやすいのが多いから。――多分、中・遠えん距きよ離りの攻撃手段があるんじゃないかな、って」

「あ、あはは、さすがだねぇ……。うん、あるにはある。だけど今は持ってなくて使えないから、別に出し惜しみしてるわけじゃないよ？」

「へぇ……！　暗器みたいな物？」

「んー、っと。まぁ、そんな感じかな」

　隠し球と聞いて『やっぱりステータス持ちで、魔術を使うのか』と思ったが……今の会話を信じるなら、どうやら特とく殊しゆな武器の類らしい。

「……和かず希き。紅音はいったい、何を習っていたのだ？」

「――さぁ？　俺も『護身として、空手とかを』としか聞いてない。……見ていて空手と古流武術かな、とは思うけど」

　二人の会話の邪じや魔まをしないように、小声で会話する俺とリア。

　投げ・武器・打撃ありとなると、俺も詳しいわけではないが、真っ先に浮うかぶのが『古武術』。流派によっては棒手裏剣や苦無を教える所もあると聞くし。だが……。

　――なんとなく、まだ何か隠している気がするんだよな……。

　どうも、このクセの強い幼おさな馴な染じみを見ていると『もう一捻りありそう』なんて考えてしまうわけで。

「――ふむ。まあ、紅音が敵になる事はまず無いだろうし、いつかその『隠し球』を見せてくれる事を楽しみにしていよう」

「……だな。ある面で、ウチの親おや父じ以上には信用できるし」

　と、そんな事を言いながら笑い合っていると。

「――あれ？　リア、髪かみに埃が付いてるぞ？」

「む？　――どこだ？」

　確認しようとするリアだが、場所はこめかみのあたり。目視は不可能な上、髪に絡まっているらしく、なかなか落ちそうにない。

「ああ、俺が取る。ちょっと待って」

　そう言って、埃が絡む髪に顔を近づけ、手を伸ば――そうとしたところで。

「「――ッ!?　す、すまない！」」

　意図せず顔が急接近。しかも視線もバッチリ合ってしまった俺たちは、なぜか揃って謝り、慌てて距離を離はなす。

　……多分、だが。――リアも、この前の『ご挨拶な電話』の時の事を思い出したんじゃないだろうか。

　あのときは、踏み込めない理由があったために、好機を逃のがした。――ならば今、もう一度同じ空気になったら……？

　……少なくとも俺は、そんな事を一いつ瞬しゆん考えてしまったため、恥はずかしくなったわけで。

「――あ、あーっ、と。……リア、ちょっと後ろ向いてくれ。後ろから取る」

「――あ、う、うむ。そうだな！　で、ではよろしく頼む……」

　お互い、誤魔化す様にそう言い合ってから――リアの髪に手を伸ばし。埃が絡まっている辺りの髪を一房手に取った――ところで、軽い悪戯心が湧いてきた。

　……すぐ近くに、リアの形の良い耳。軽く『ふっ』と息をかけてみよう、と。

　そんな、ある意味『お約束』な事を思いたった俺は、

「――取ったぞ」

　そう告げた直後に、耳元に口を近づけ息を――




「ああ、ありがとう和――」

　リアが振り向むいた。

　直後。唇に、柔らかく、弾力のある、湿った感かん触しよく。




　――え？

「「…………え？」」

　その声は、おそらくイスカと紅音のもの。

　俺は――声はおろか、呼吸すらも停止中。

　……目の前には、おそらく俺と同じ様な表情のリアが、ゼロ距離に。

　――何が、起こった……？

　俺が、リアの耳に口を近づけた時に。リアが、斜め後ろを見上げる様に振り向いた。




　――結果。俺とリアの唇がゼロ距離。




「「 ――――ッ!? 」」

　やっと状じよう況きようを理解した瞬間、慌あわてて顔を逸そらす。

　同じタイミングでリアも動いた様だが、顔が熱過ぎて確認する余裕が無い。

　沸騰した脳ミソで、顔を逸らしたままだが、とりあえず謝ろうと――

「ご――」「す――」

『ごめん！』、そう言おうとしたが、出かかった言葉を緊きん急きゆう停止。微かすかに聞こえたリアの声は……同じように『すまん！』と言いかけた声か。

　言葉を止めた俺おれの脳のう裏りに浮かんだ、一つの想おもい。

　先さき程ほどの想像が、心の中で確たる形を持ち。そしてそのまま荒れ狂い――




　――こ、今度は退いてたまるか……ッ!!




　別ベクトルに白熱した思考に押されて向き直ると、リアもこちらを向いた所で。

　その瞳ひとみを見て、同じ事を考えたと確信。そして俺たちは、ある種の意地なのか勢いなのか、分からないモノに押されるままに。




　改めて、唇を合わせた。




「「 ……え？　――ちょっ、はぁあッ!?　」」

　……多分、先の『事故ちゅー』からここまで、10秒未満じゃなかろうか。

　イスカと紅音のシンクロした驚愕の声が聞こえたが……俺自身も『どうしてこうなった？』と思わなくもない。

　……だけど今は。この感触と温もり、そしてリアの小さな息遣いに集中していたい。




　……で。体感ではめちゃめちゃ長く感じたが、おそらく実時間は５秒少々の後。

「「 ………… 」」

　唇を離した俺とリアは、真っ赤な顔で、しばし見つめ合い――




「「 …………ぁぁぁああああああああああああああああああぁぁぁ………… 」」




　……暴走の代償だろうか。脳から全身を侵食する様に、激甚な気恥ずかしさが。

　俺たちはそれぞれ左右の壁かべに向かってへたり込み、身を焦がす羞恥に身み悶もだえる。

　――今、もし俺が死んだら死因は『悶死』になるんだろうか？

「――え、あれ？　あの、えっと……!?」

「な、何があった今!?　展開に追いつけなかったんだけどッ!?」

　イスカと紅音の、驚愕というよりは、戸と惑まどったような声。

　――こっちは今、それどころじゃねぇのに……!!

　そんな我ながら理不尽な怒いかりを覚え、身の内の悶もん々もんを怒声と共に解放する……！




「「 不意の『事故ちゅー』から切り返して本気キスした！　何か文句あるか!? 」」




「逆ギレ!?　そ、そうじゃなくて！　それはバッチリ見てたけど何でそうなった!?」

　……まだ顔は熱いし、心拍数高いし、息切れしているが。

　声を出した事で、少し落ち着いた。横目でリアを窺うかがうと、向こうも一息ついた様子。

「……リアの耳にイタズラしようとしたら、『事故ちゅー』しちゃったんだが……」

　自分の頭を整理するためにも、状況を説明する事にした。

「――状況を把は握あくした直後、私も最初は謝ろうとしたのだが……」

　言葉を継いだリアが、そこまで言ってから、俺に同意を求める視線を送ってきた。

「――ファーストキスが『事故ちゅー』ってのもアレだし。何より……たとえ事故でも、キスしといて『ごめん』って言うのも嫌いやだったし」
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「……う、うむ。だから今後のお互いのためにも、『退くわけにはいかない』と――」

　そこまで言ったリアと頷き合い、少し意図してタイミングを合わせて。




「「 カッとなってやり直した。今は反省している。――が、後こう悔かいは一いつ切さい無いッ!! 」」




「「 今度は開き直り!? 」」

　……実際、本心ではあるから『開き直り』ではなかったりする。

『事故』起こした事と、雰囲気も何も無い状況で行動起こした事は反省。

「………………」

　――だけど隣となりの、頬ほおを染めたまま、まだ少し『ぽー』っとしているリアを見ると……やっぱり、後悔の念は一切湧いてこないわけで。







　……俺も、脳が『ぽー』っとしていたらしく。

　夕食は食べたし、風ふ呂ろにも入ったのだが……あまり記き憶おくに無い。

　ただ、食事中にフェルやリルが『……生きてる？』と確認するために、足や脇腹を軽く噛んで来たり、紅音が帰り際に『お、お大事に……』と、引きつった笑えみで言ってきた事は、朧げに覚えている……気がする。

　事が起きたのが本日最後の訓練終しゆう了りよう後、そして明日は学園が休みである事が、本当に救いだと思った。




「えーっと。……二人ともゆっくり休んでね？」

「わふっ」「くぅ～ん……？」

　夜、眠りに就く際。１階の和室で寝るイスカとフェル、リルが、２階の自室と客間に向かう俺とリアに声をかけてきた。

「――多分、一晩眠れば大だい丈じよう夫ぶ……だと思う。悪いなイスカ、フェル」

「時間を置けば、大丈夫だ。……別に体調が悪いわけではないのだ、心配するな、リル」

　リアはしゃがんで、心配そうな声をあげたリルを撫なでながら言う。

「――うん。二人がそう言うなら、信じるよ。じゃ、お休み和希、リア」

「「 ああ、お休み 」」

　そう言って、２階への階段を上る俺とリア。

　特に会話も無く上りきり、俺は右の自室、リアは左の客間に向かう――のだが。

「「 ……………… 」」

　上りきった所で立ち止まり、なかなか動けない俺たち。

　自分自身で何がしたいのかも分からず、状況を打開する手段も、その意志も無く。

「「 っ、………… 」」

　ふと、横目でリアの様子を窺うと……戸惑う様なリアの視線と、見事にぶつかり。

　……そのまま引かれる様に、頬に手を伸ばし、顔を近づける。

　リアも応える様に、少し背せ伸のびをしたらしく。――その顔が近づき。

　三度目の、意識的には二度目のキス。

「…………じゃあ、お休み、リア」

「――うむ。……お休み、和希」

　唇を離し、少し間を置いてから、そう言い合った俺たち。今度こそ、それぞれの部屋に向かって歩き出した。……だけど――気が付けば、勝手に体が動き――

「――り、リアッ」

「――っ、……な、なんだ和希？」

　自分でも、何を言う気なのか自覚が無く。それでも……口は勝手に動いた。

「……一緒に、寝ないか？　……絶対に何もしないと誓うから」

「…………」

　薄暗い廊ろう下かで、少し離れていた事もあり、俯うつむいたリアの表情は見えなかった。

『何言ってるんだ、俺？』とは思ったが……間ま違ちがいなく本音。――後悔は無い。

「…………少し、待ってほしい」

　そう言ったリアは、足早に自室である客間に入り……その扉が閉ざされた。

　――駄目、だったか。……まぁ、仕方ないわな。

　少し、調子に乗ったかもしれない。そう反省しつつ、自室に入ろうとすると。

　……背後で、扉が開く音。見ると――自分の枕を抱かかえたリアが。

「――一緒に眠るのだろう？　和希の部屋でいいな？」

「……へ？　あ、ああ、もちろん構わないけど……いいのか？」

　誘さそった時より動どう揺ようしている俺に……リアは紅あかい頬のまま、拗すねる様な顔で。

「……まさか私が、断ると思っていたわけではないだろうな？」







　――朝。何かが頭に響いた様な……変な感覚で目を覚ました。

「――ん、あ……？」

　――あれ？　布団が妙みように温か……ああ、そうか。

　意識がはっきりしてくると、昨日の事も思い出してきて。

「……起きたか和希。――おはよう」

　優しげな声の方向に目を向けると。

　少し頬を染め、微笑ほほえみを浮かべたリアの顔が、すぐ間近にあった。

「…………」

「――ん？　どうした和希？」

　笑みのまま、幸せそうな顔のまま問いかけてくるリアに……答えを言うのは止めた。

　……『見み惚とれた』ことと、冬なのに『今までで一番、温かい朝だ』なんて感想は。

「――ああ。おはよう、リア」

「っ、……ッ！」

　一瞬怯んだ顔をして、頬の赤みが増したリア。……気を取り直したのか、覚かく悟ごを決めたような顔をしてから……瞼を閉じ、顔を近づけてきた。

　そして――本当に一瞬だけ、唇が触れ合う。

「――――。…………ッ!?」

　……数秒後。さらに頬を紅くしたリアが、俺にしがみつく様に抱だきつき、表情を隠す。

「えーっと？　……今のはまさか、『照てれ隠しで思い切った行動に出てみたが、やってみたら余計恥ずかしくなった』っていう状況か？」

「っ！　……うるさい。少し黙れ」

　ギクリと反応したリアが、怒おこった声で言って、さらに強くしがみついてきた。

　そんなリアの頭を撫で、サラサラの髪の手触りを堪能していると……。

「……キスした事、少しだけ後悔してるかもしれない」

「……？」

　反応して、意外そうな顔を向けるリア。

　俺は安心させるように、頭を撫で続けながら、言葉を続ける。

「……すごく、歯止めが難しい」

「…………それは、まぁ……うむ、――よく解る……」

　気まずげに同意したリア。

　その後、再び視線が合うと、自然と笑いの衝しよう動どうが浮かび、二人で少し笑い合ってから。

「――さて。イスカはもう起きてる時間だし、俺たちも起きるか」

「うむ、そうだな」

　そう言って、揃って体を起こすと――




「わふ」「きゃんっ」

「「…………え？」」




　ベッドの足あし下もとに、見慣れた二匹の小動物。

「あー……っと？　君らは何を？」

　無言・無表情でこちらを見つめる二匹に声をかけると。

「――わふ」

「きゃんっ！」

　顔を見合わせた二匹が声を上げ、揃って動き出した。

　揃って階下に向かう……のかと思いきや、廊下に向かったのはリルのみ。フェルはなぜか窓に向かい、器用に開けて――？

「……む？　――ッ！　まさか紅音に!?」

「ッ!?　ちょ、ちょっと待てフェル――」

　意図に気づいたが……時、既すでに遅く。

「わふっ♪」

　一声上げて、外側から器用に窓を閉め、そのまま外に姿を消した。

「ああぁぁ……」

　……普ふ通つうに考えれば、フェルの話す内容の細かい部分まで、紅音が解るはずはない。

　――だけど、紅音とフェルなら何とかしちゃうんじゃないかな……。

「……最も早はや、なる様にしかなるまい。――それより、一つ訊ききたいのだが……」

「ん？」

　先を促うながすと……なぜか迷う様に、躊躇ためらう様に口ごもる。

　何となく、どういう系統の事を言うつもりかは察しながらも、黙だまって言葉を待つ。

「……昨夜のような事は……今回きり、なのだろうか？」

　恥ずかしそうな上目遣いで訊いてくるリアを見て、思わず『……このまま二度寝しない？』とか誘いたくなったが、なんとか自制。

「……リアが受け入れてくれるなら、いつでも。ただ――」

「――『ただ』、何だ？」

「……毎晩は無理。主に俺の理性的な意味で」

　昨夜の約束の通り、本当に『寝ただけ』。やましい事は一切無い。

　だが、これが毎晩だと……さすがに、理性がその内バースト起こすのは、ほぼ確実で。

「っ、そ、そうか。――ふむ。私の方も……これが毎晩になり、当然と思う様になってしまうのは、少し惜しいと思う。ならば週一回、くらいだろうか……」

　――週一。……一週間楽しみに待ち続け、いざその日を迎えると……ハッチャケて、いろいろ暴発しないだろうか？

「……五日に一度にしよう。楽しみに待ち過ぎると、いろいろ危険な気がする」

「そ、そうか。…………しかし、そういう意味でなら――その、三日に一度でも、良いのではないか？　――ガス抜ぬき的な意味であり、他意はないが……ッ」

「……あ、ああ、そうだな。下手に暴発すると危険だからな。――し、将来に響ひびきかねない危険を回かい避ひするためだ、仕方ないよな、うん……！」

「――あ、ああ、その通りだ。仕方が無い事で、他意は一切無い……！」

　……やましい事は無いと言いつつ、なぜかお互い視線を逸らして言い合う。

「「 ………… 」」

　相手を窺う視線が合うと、なぜか気まずい沈ちん黙もくが流れた後。




「「 …………二日に一度にしよう 」」




　――変な汗あせが出て、視線も逸らしてるけど……他意は無いよ？

　と、その時。来客を告げるチャイム。

『はーい。もしかして紅音～？』

　朝っぱらで、まだ玄げん関かんの鍵かぎが閉まっていたため、イスカが向かったらしい。

　そして、玄関が開く音がしてから。

『か、和希、リア！　フェルから聞いたけど《朝から合体してた》ってどういう事!?』

「あンの犬っころおおおおおおおッ!!」

　……リアは、思い出し赤面中。俺は照れくささを怒りに転てん換かんし、玄関に向かった。







「――と、そんなわけで無罪です」

　査問委員会（紅音一人）に掛かけられた俺は、なんとか説明を終わらせたが……隣ではリアが、思いだし羞恥で身み悶もだえている。

　ちなみに、部屋の隅では。

「わぅ……」

「くぅ～ん……？」

　俺からデコピンくらって痛そうにしているフェルが、リルに慰められていた。

「……うん。まあ、ある意味で予想通りで、ある意味で予想以上の暴走っぷりだけど……ギリギリセーフっぽいねー。和希はともかく、リアは嘘うそ吐けそうにないし♪」

「……紅音、和希。ここまで詳くわしく説明する必要、あったのか……？」

　息も絶え絶え、といったレベルの悶えっぷりのリアだが、俺は平然としていたりする。……その理由が、まさにリアが訊いた事で。

「い、いやー、あはは。恥ずかしがるリアが可愛かわいくて、つい♪」

「……同じく。それと、昨夜の記憶を、己おのれの中でより鮮明にするために……復習？」

「な――ッ!?」

　ちょっとした羞恥プレイではあったが、喋ってる方は意外と平気なもので。

　……普ふ段だんは落ち着いているリアが、頬を染めて縋るような瞳を向けてくる姿は……ギャップもあり、何度見てもグッとくるものがあって。

「あー……悪かった。今後、他人の前では控えるから……な？」

「……う。――や、約束だからな!?」

　赤面＋涙目で、非難の視線を向けてきたリアに、頭を撫でながら謝あやまる俺。

「――二人きりの時なら、羞恥プレイＯＫなんだ……？」

　紅音が小声でそんな事を言った気がしたが、聞こえなかった事にしておく。

「あ、あはは。えっと、とりあえず二人とも、復活したって事でいいんだよね？　今日の訓練、どうする？」

　リアを気き遣づかってか、少し強ごう引いんに話を変えるイスカ。

「ああ、俺は予定通りで大丈夫。午前中はイスカとだよな」

「――うむ、私も予定通りで。今日も紅音の家でいいか？」

「うん、もちろん。お母さんも楽しみにしてるよー♪」

　……最近、リアの料理教室は紅音の家、隣りん家かの三みつ峰みね家で開催される事が多くなった。お蔭かげでリアは紅音のおばさんとも仲良くなり、この前は一緒に買い物に行ったそうだ。

「――何を作る練習してるんだ？　そろそろ教えてくれても……」

　この質問は、すでに何回かしている。だけど返ってくる答えは、いつも同じで。

「「「　――まぁ、お楽しみは後で、という事で♪　」」」

　ハイレベルな笑え顔がおの三重奏。……これを動揺無しで凌げる男、居るのだろうか？

　――ステータス見ながら質問すれば、何かヒント引き出せるかな……？

　そう思って、『元・邪気眼』を発動させ――




　そのとき。着信を告げる音楽が、家の電話から。




「あ、私が出るねー」

「ああ悪い、頼たのむ」

　一番近くに居たイスカが、電話に向かう。それに返事をしてから、ステータス看破の能力を宿した眼めをリアに向ける。




「 ――――なッ!?」「 ――えッ!? 」




「――へ？」「……どうした二人とも？」

　驚おどろく声が重なった俺とイスカに、訝しげな顔を向ける紅音とリア。

「あ、っと、俺は急ぎじゃないから後で。イスカ、どうした？」

「あ、おじさまから、なんだけど……ごめん和希、スピーカーモード、どうやるの？」

「――親父から？　っと、それなら――」

　通話を、親機から子機に転送。そして子機をスピーカーモードにしてテーブルに。

「ＯＫ。――親父、どうした？」




『はぁ～い、団体様のご来店予定です！　皆みなさんおもてなしのご用意をお願いします♪』




「……はーい、このロクデナシ。ネタ挟まないと気が済まんのか？　どういう事だか説明しやがれ」

　話の内容的には嫌な予感しかしないが、緊きん張ちよう感は壊滅的。

『ああ。ま、簡単な事だ』

「そうか、簡単な事か。――はよ言え」




『今晩くらいに、敵さんがそっち行くわ。三十人くらい』




「とても簡単にヤッバイ状況だなあ!?　推定人数が跳ね上がってんじゃねぇかよ!?」

『いやー、ちょっと王国軍がヘマかましてなー。……まぁ、密猟団なんかが護送中の囚人を奪還しに来るなんて、まず誰だれも予想していなかっただろうが』

　つまり……奪還した囚人、おそらく今日までに捕つかまった密猟者の仲間を、戦力に再編入してから襲おそい掛かってくる、と？

「……和かず彦ひこ殿どの。その状況にもかかわらず、こちらへの到達時刻と人数が予想できるのは何な故ぜだろうか？」

『人数に関しては本当に目安です。相手の総数から、抜けてくる人数を予想したに過ぎません。ですので細かい数字はわかりませんが……そう大きく外れる事は無いかと』

「それで親父、来る時間がわかるのはなぜだ？」

『奴やつらが使う転移の陣じんに細工して、到とう着ちやく時間を調整するから。転移は専門分野だから、これは確実。――それと、少し言いにくいんだが……リルちゃん、だっけ？』

「きゃんっ？」

　自分の名前（仮）に反応して声を上げるリル。

『……奴ら、その仔を目印に転移するつもりらしい。さすがに目的地には干かん渉しようできん』

　って事は……どうしてもリルは戦いの場に居る事になるわけで。

「――護衛対象を抱えて三十人前後、か。……厳しいな」

　そう言って、苦い顔をするリア。

「……ん？　なんで相手の数はともかく、転移目標まで知ってるんだ？」

『はっはっは、父をナメるな愚ぐ息そく。こんな事もあろうかと情報源を確保して――』

「正直に言わんと、母さんに書しよ斎さいでの事を報告する」

『すみません見栄張りました。とっ捕まえた構成員〆たら、割とあっさりゲロりました』

　なるほど、内部情報を手に入れていたか。ならば信憑性はそこそこか。

「……ではその密猟団、個人の練度はどれくらいかわかりますか？　具体的には、この前の賊と比ひ較かくして、実力と装備がどの程度か、ですが」

『――実力は、アレが底辺かなぁ。団長以外の装備は、基本的に統一だそうだ。最近《刃網》と、対魔障壁を展開する《耐魔の指輪》を人数分揃そろえ終えたらしい。――って事でこちらが知る限りでは、例の《鏡》みたいな反射系の魔道具は無いっぽい』

　イスカの問いに親父が答えた内容は、俺たちにとっては朗報だった。

　この前痛い目を見た、状態異常を反射する『鏡』。それに類似するものは持っていないなら……リアの精神系魔ま術じゆつは、追い込まれた時の奥の手として有効。




　リアの魔術能力が跳ね上がっている今、はっきりとした勝算が出てきた。




　……が。やはり、可能ならば圧勝したい現状。こちらに無理をさせる親父からも、少し譲歩を引き出したい。……電話越ごしで顔が見えないのをいいことに、俺たちは目配せ。

　傍観に徹てつしている紅音の表情は読めないが、『ニヤリ』という笑みを見せるリアと、苦笑いを浮かべるイスカ。三人とも、考えている事は同じらしい。

「で？　こちらに無理を押おし付けるそちらは、どんな援助をしてくれるんだ？」

『あー……やっぱり吹っ掛けてくるわなぁ』

「いや、『吹っ掛ける』っつーか、当然だろ。こっちはリアの命までかかってるんだ。親おや父じ達たちとしても、ここで俺たちに負けられたくないだろ？」

　リアとイスカに『こんな感じでいいよな？』という意味で視線を送ると、二人とも『こくり』と頷うなずいてくれる。……なぜかリアの頬が紅くなっていたが。

『ま、それはその通りなんで、一応は考えてある。――俺もそっちに行く。どの程度力を貸すかは、様子を見て決めるが』

　いろいろアホな親父だが、仮にもマスター級。危なげ無くドラゴンを狩かる程ほどの戦せん闘とう能力は頼もしいし、本当にヤバくなったら『非殺結界』もある。万が一に備える保険としては、間違いなく最上級だろう。

『それと、イスカ君の剣けんがもう少しで完成するらしい』

「――ッ！　ほ、本当ですかッ!?」

　今回の戦闘には間に合わないかと思っていたらしいイスカが、思わず飛びつく。

『もちろん本当。――ただ、今夜になるらしいから、戦闘に間に合うかどうかは五分五分。マイ・ハニーはこの家になら物資を直接転送できるから、完成次し第だい届ける手て筈はず』

「はい……！」

　イスカが、静かながら力強い返事を。『楽しみだけど、まずは戦闘』と、気を引き締しめたのだろうか。

『――と、そんな所だ。こちらも今、お前らを失うわけにはいかない以上、ヤバそうなら俺も全力で援えん護ごしよう。どうだ？』

　二人に視線を向けると、またも『こくり』と頷く。――うん、確かに『滑り止め』としては十分か。

「ＯＫ、じゃあそれで頼む。親父と敵さんの到着予想時刻は？」

『敵さんは――そうだな、夜10時頃ごろに着く様に仕込んでおくか。俺は夕方には着くようにする。イスカ君の武器は――完成次第送る様に頼んでおく。それでいいか？』

　リアとイスカに視線を向けると……問題無いらしい。

「――ああ。頼んだ」

『りょーかい。――んじゃ、また後でなー』

　そう言って、通話を終了させる親父。念のため、受話器を片づけてから口を開く。

「……まったく。相変わらず緊張感のない野や郎ろうだよなー……」

「あはは。――でも、緊張してもしなくても、やらなきゃいけない事は変わらないんだし。ガチガチに緊張するよりは良いんじゃないかな」

「……ま、それはそうなんだけどな」

　イスカの言う事は尤もなのだが。……問題は、親父がそれを意図的にやったか否いなかで。

　――多分、最低でも半分は性格由来の天然モノだろうなー……どうでもいいけど。

「――それで、和希たちは勝てるの？」

　……戦うわけではない紅音が、なぜか俺たちの中で一番緊張感を持っている不思議。

「まぁ……油断しなければ、まず負けは無い。魔術反射の『鏡』が無いのなら、私の精神魔術が通るからな。今の私なら、無詠えい唱しようでも広こう範はん囲い攻こう撃げきが可能だ」

　対象に直接作用する精神魔術なら、物理的な障害の一切を無視する。上う手まくいけば、開始の一いち撃げきで戦いを終わらせられる。

「だけど……欲を言うならソレ無しで片づけたいよね。精神魔術ってほとんど『反則』って扱あつかいだし。今後の抑止効果を考えるなら、正面から潰したいけど――」

　……しかも精神魔術の天敵と言える『鏡』が開発されている以上、絶対的な切り札とはいえない。そこを突かれる可能性も低くない以上、頼り切るのは危険。

　しかし数が多い以上、精神魔術を使わないと厳しい……なんて事は、実はなかったり。




「ああ、その事なんだけどさ。――上手くいけば、俺とリアだけで十分かも」




「「…………は？」」

「――待て和希。……それは精神魔術無しで、という意味か？」

　イスカと紅音は目が点に。名指しされたリアは、焦った様な表情で訊いてくる。

「まぁ、慌てるのもわかるんだけど――リア、ちょっとステータス見てくれないか？」

「――む？　…………ッ!?　――くっ、あ、あはははははははははッ！」

　自分のステータスを確かく認にんしたリアの表情が、訝しげ → 驚きよう愕がく→ 笑い、しかもどこか嬉うれしそうな笑いと、目紛るしく変遷。――その気持ち、俺もよくわかる。

「え？　――あれ？　なにが……？」

　イスカが唖然とした顔のまま訊いてくる。多分、もしかしてと予想はしているのだろうが、リアの反応が理解できないのだろう。

「――い、いや、すまない。予想外に楽しい事態が起きていてな。――実は、『能力』が増えていたのだ」

　笑いの衝動に耐たえながらのリアのセリフに、紅音が疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。

「へぇー、おめでとうリア！　……あれ、でも『楽しい事』？　何か変な能力なの？」




「ま、確かに『変な能力』だな。――ちなみに、アビリティ増えたのは俺とリアな」




「「 …………へ!? 」」

　揃って驚きの声を上げるイスカと紅音を無視して、俺とリアは話し始める。

「――さてリアさん？　……楽しいな」

「……うむ、楽しい。いろいろ試してみる必要はあるが、それ次第では――」

　向き合い、見つめ合う俺とリア。

　今の俺たちの間に流れる空気は、恋こい人びと同士の甘あまいモノ――ではなく。




「「 ――楽しい、楽しいぞ！　くっくっくっくっく……ッ!! 」」




「――え、えーっと……？　顔が悪人になってるよ……？」

　誰がどう見ても『悪巧みしている』としか言えそうにない、邪悪な笑みを交かわし合う俺とリアに、ドン引きしているイスカ君だった。







　――その夜。

　ここは、少し離はなれた河川敷にある広場。そして決戦の時を待つ俺とリア、親おや父じとリル。

　俺たちを含ふくむ広こう範はん囲いに展開されている結界は――親父の非殺結界ではなく、中と外を隔離するだけの能力しか無い、通常の隔離結界。

「――さて、そろそろ時間だが……本当に非殺結界もいらないのか？」

「ああ。とりあえず、俺たちの力だけで戦ってみたい。だけど保険として、一応準備しておいてくれると助かるが。それよりリルを頼む」

　確認する親父に、平然と返す。

「くぅーん……」

「大丈夫だ、リル。――お前を怖がらせた者共は、ここで片づける。……明日は安心して、母親に会いに行けるぞ？」

　心配そうな声を上げるリルに、しゃがんで頭を撫でながら言うリア。

「今の俺たちに、人数はあんまり問題無いんだ。面めん倒どうな奴が居たら……ま、時間稼いでイスカを待つさ」

　イスカとフェルは、多分まだ家。

　出かけようとした際に、母さんから『例の剣がもうすぐ送れる』という連れん絡らくがあったため、受け取ってから来ることに。

「万が一ヤバイ攻こう撃げきがあったら、リア優先でガードよろしく」

「――りょーかい。ま、今のお前らの実力、ゆっくり見させてもらうわ」




　直後。鈴の様な高い音が聞こえたかと思うと――何も無い空間に純白の光が生まれた。




「……始まったか。――リア、やろう」

「ああ。こちらから申請する。――頼んだ」

　言いながら、右手をこちらに伸のばすリア。俺おれはその手に左手を合わせ、指を絡める。

　同時に、流れ込んでくるリアの意思。俺はそれを受け入れる。




　これで、俺とリアの『新能力』、発動準備完かん了りよう。




「……リア、分かってると思うけど――」

「ああ。『危険だから《魔ま眼がん》は使うな』だろう？　後で説明はしてもらうからな？」

　少しだけ不服そうな顔をしながらも、了承してくれる。俺は何て返そうかと考え――




　そのとき。光が明度を増し、膨張。光球が光柱へと変化した。




「――じゃ、俺は下がるわ。精々張り切れ、我わが愚息！」

「きゃんっ！」

　そう言って、結界の隅まで下がる親父とリル。

　俺とリアも顔を見合わせて頷き合い、それぞれの武器を出して構える。




　――数秒の後。光柱に人ひと影かげが生まれ。武器を持った男たちが現れた。




　毛皮のマントの様な物を羽織った男が――27人。

　以前来た男と違ちがい、全員が既に武器を手に持ち、少なからず警けい戒かいしながらやってきたのが見て取れた。

　……まだこちらには気付いていない内にと、『元・邪気眼』でステータスを確認する。

「――どうだ、和希？」

「多分、大した相手じゃない。気になる『能力』は『アライアンス』くらいかな」

　……27人中24人が持っていた『能力』。俺の『眼』が見たソレは――




『能力名・十把一絡げアライアンス：仲間の人数に応じて身体能力上じよう昇しよう』




　……どう見ても、個々は小物の様です。

「ふむ。ならば尚更、速攻で人数を削りたい。――やはり、予定通りで行こう」

「ＯＫ。――っと、こっちに気付いたみたいだ」

　一人を先頭に歩いて来た男たちが、俺たちの前で散開。半包囲の陣形を取った。

「――なんだテメェら、大層な武器持ちやがって。……まさか同業じゃねぇだろうな？」

　先頭の男が話しかけてきた。――強そうには思えないが……コイツがリーダーか？

「――いいや、むしろ邪じや魔ま者だ。依い頼らいされて、あの仔を守る事になっている。渡す気は無いから、痛い目見る前にとっとと帰ってくれないか？」

　俺がそう言うと、男たちは一いつ瞬しゆん『きょとん』とした目をしてから。

「くっくっく、はーっはっはっは！　ガキが何か生意気なコト言ってんぞ!?」

「出来ねー事言ってカッコつけてんじゃねーよ！　そんなに後ろの嬢じようちゃんに良いトコ見せたいか!!」

「見るからに童貞臭いガキだ、『上手くオトして一発』とか考えてんじゃねぇの？」

　……予想以上というか、予想以下というか。想像していたより遥かに下卑た嘲笑の嵐が襲ってきた。

　あまり気にもならないが……『童貞臭い』は軽くショックだったりする。――つーか、そういうのって分かるの……？

「青臭いガキは大人しく退いていな。――なんなら、ヤらしてくれるイイ女でも紹介してやろうか？　後ろの嬢ちゃん、顔は良いが色気は無さそうだしな？」

　その言葉に続き、後ろからはまた下卑た嘲笑やら『違ぇねぇ！』の声やらが続く。

　――少しムカつくが……ここは軽くあしらうのが得策、か。

「――興味無くはないが。丁重に遠えん慮りよ――」




　言葉の途と中ちゆうで、強烈な殺気が背後から。

　慌あわてて伏ふせた俺の左上を、金色の光条が通過――




「「「「「　みぎゃああああああああああッ!?　」」」」」

　直撃を受けた六人が、感電した様に全身を痙攣させて倒たおれ伏ふす。

　他の人間（俺も含む）は、光の発射地点――リアに戦せん慄りつの眼まな差ざしを向ける。

　先のイスカ戦で勝負を決めた、リアの魔術【雷槍】。それを陣も詠唱も無く放ったリア。

「――敵を前に無用な口上など、隙すき以外の何物でもあるまい。……他意は無い」

　……最後の一言が、むしろ『他意がメイン』である事を如実に表していて。

　――っていうかリアさん、ちゃんと俺に当てない様に撃ちました？　よもや『ギリギリ掠る軌道で』なんて狙ねらってませんよね……？

「あ、あのー……リア？　軽く流すために冗じよう談だんに付き合っただけで、浮うわ気きなんてする気も興味も無いからな……？」

「ふ、ふむ、そうか……？　――先の一撃に他意は無いゆえ、関係無い話だが」

「むしろ俺も、リアを『色気無い』なんて言われてムカっ腹立ててたんだからな？」

「ぅ、そ、そうか。やはり他意は無いが――ちゃんと避けたな和希？　怪け我がは無いな？」

　そんな素す直なおだけど素直じゃない、気遣いの意思を向けてくれるリア。俺は――




「「「「「　ンな状じよう況きようでイチャついてんじゃねえよガキ共おおおおおッ!!　」」」」」




　オッサン共が邪魔してくれた。更さらにムッとしながらも、極力冷静に言葉を返す。

「仲間との意思疎そ通つうは、戦闘時の大事なファクターだろうが」

「それは否定せんが、貴様ら明らかにそれ以外の意図の方が大きかったよな!?」

　おそらく密猟団の団長と思われる男の指し摘てき。それに対して、俺とリアは声を揃え。




「「 他意は無い 」」




「「「「「　絶対にウソだろうが!?　」」」」」

　揃って否定してくる。……どうでもいいが、何気にノリが良いな、オッサンたち。

「くっ！　俺らの仲間吹き飛ばしておいて、それをネタにイチャつくなんざ外ど――」

「これだからカップルなんざ信用できねぇ。こんな奴ら、とっとと消――」

「ケッ！　死に絶えろバカップルが！　死なねえなら俺らが殺――」




　再び、雷光一いつ閃せん。




「「「　ぴぎゃああああああああああああああああッ!?　」」」

　いつの間にか移動して射線を確保したリアが、罵ののしる三人を即そく座ざに黙らせる。

「――やはり他意は無いが。『人の恋こい路じを邪魔する者は、馬に蹴られて死んじまえ』という言葉もある。……隙があったから撃うっただけだが」

「「「「「　………………　」」」」」

　反応すらさせずに計九人を倒したリアに、密猟団の全員が、今さらながら戦慄と共に冷や汗を流して黙り込む。――が、恐怖より怒いかりが上回ったらしい、右端に居た男が――

「こ、このアマ、調子に乗りやがって……！　テメェは絶対に犯――ゴファアッ!?」




「――リアを、どうするって……？」




　俺は、不穏当な言葉を口にしようとした男との距きよ離りを一気に詰め――聖せい剣けんの柄つか尻じりを喉のどに叩たたき込んだ。吹き飛び、倒れ伏し、ピクピクと痙攣しながら静かになる男。

「……いくら相手が敵で、勢いに任せたとはいえ。女性に不穏当な言葉は言わない方が良いと思うぞ？　――リア同様、他意は無いが」

　倒れた男を見下ろしながら言うと、残りの男たちがジリジリと距離を取り始める。




「――お、お前ら気を付けろ！　……コイツらヤベェ!!」




　今いま更さらながら、警戒の声をあげるリーダー格の男。

　……なんとなく実力より頭の方をヤバイと称しようされた様子で、少し不本意だが。

「（――思ったより数を減らせたな、和希）」

　頭に響いてきた、リアの『声』。それに応こたえ、俺も『声』を返す。

「（――ああ。向こうのノリが良かったからな。……さて、ここからか）」

「（――うむ。……どうやら魔道具を展開しはじめた様だ）」

　リアの『声』の通り、隊列を組んだ密猟団の前衛が『刃網』と『対魔障壁』を展開。

　物理攻撃に対応する『刃網』と、魔術対策の『対魔障壁』。集団で展開する事で両方に対応する盾とし、防ぼう御ぎよ役が攻撃をシャットダウン。その隙に攻撃役が側面から、か。

「（ま、付き合ってやる義理は無いか。――初しよっ端ぱなからやろう）」

「（了りよう解かい。――第一波は50でいく。右半分の25を頼む）」

「（ＯＫ。予定通り上から叩き込む。第二波は狙う必要無い。適当に頼む）」

「（心得た。――抜かるなよ、和希？）」

「（そっちこそ。――行こう）」

　会話を終しゆう了りようさせると――リアが術の準備を始める。

　右手に持つ『聖せい魔ま杖じようアルブム・ノクス』を横に一ひと振ふり――直後、無数の細かい光の粒子が出現した。

　蒼あおい光が舞うその光景は、まるで妖精たちの夜会の様で、幻想的ですらあり。

「「「「「　――――ッ!!　」」」」」

　明らかな魔術の予備動作に、警戒の色を強める男たち。それを無視して続ける。




　聖魔杖が頭上に掲げられる。

　光の粒子たちは指揮に従う様に――膨ふくれ上あがり、色を変える。

　火の赤、水の青、雷の黄。

　更に大地の力も集い、岩石の砲弾も形成。




　属性と破は壊かいの力を宿した魔術球。ソフトボールほどの大きさのそれらは、リアを中心に左右に展開する。その数、50。
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「――は……？」「――な、ちょ……ッ!?」「ま、マジか……!?」

　防御効果をもつ魔道具を展開していてなお、物量の前に慄く男たち。




　実は、こんな芸当が出来る様になったのは今日。

　俺と同時に手に入れた、ある『能力』を磨いて手に入れた物で。




　　　　　◆　◆




「え、えっと……何ていう能力を手に入れたの？」




　今朝方の事。手に入れた能力を見て、悪人面で悪巧みをする俺たちに、若じやつ干かん引き気味のイスカが訊いてきた。

「多分、イスカも聞いた事無いと思うぞ？　私も初耳だからな。名前は『インセパレイタブルフェザー』という」

「……うん、間ま違ちがいなく初耳。人族側の記録には無いと思う」

「『インセパレイタブル』って『不可分の』って意味だったよね？　……『不可分の羽』。――『比翼連理』？」

　能力名から連想して、ソレに思い至ったらしい紅音。

「ま、どっちかって言うと『比翼の羽』だな。効果は、『特定対象と全ステータス効果・魔ま力りよく・視覚共有。意思伝達可能』ってなってるから」

『比翼連理』。意味的には……その、『仲睦まじい男女』といったものだが。

　その語源の『比翼の鳥』は、片翼・片目で、常に雌雄で一体として生きる空想の鳥。

「あー、なるほど。それでリアが少し嬉しそうなんだ？　よかったね♪　それにしても、ステータスの共有――……え？」

　祝福の言葉を送った紅音だが、途中でその能力の意味に気が付いたらしい。その隣となりでは、イスカも顔を引きつらせている。

「……和希とリアが、ステータス効果を共有？　――二人のステータスって……？」

　　　　　◇　◇

【倉くら橋はし　和希】

階級クラス

　ツッコライトニングミ役 ブレイブ：任意発動で敏びん捷しよう性せい上じよう昇しよう。戦闘時、全能力大おお幅はば上じよう昇しよう

能力アビリテイ

　元・邪エンシエント 気眼トウルーアイズ：特とく殊しゆ形式による対象の性質看破

　舌先三寸サウザンドワーズ：魔術効果上昇

　ツッコミジヤツジ オブ の嗅覚ザ モーメント：動体視力増強。使用魔術の緊きん急きゆう制せい御ぎよ

　末期型バインセパレイタカップルブル フェザー：特定対象と全ステータス効果・魔力・視覚共有。意思伝達可能。

　　　　　◇　◇

【リアーナ・イルム・ルアリア】

階級クラス

　夢見がナイトメア ち王女プリンセス：精神系魔術の使用可能。精神威い圧あつ（中）。

能力アビリテイ

　恋人至プライマルワー上主義ズ・リミテツド：全魔ま術じゆつ大幅強化。敵魔術の弱体化。詠唱効果増大。支配魔力の増ぞう幅ふく。

　純情一途ペネトレイシヨン：使用魔術による全防御・障害の貫かん通つう補正。

　耳年増エルダーワイズマン：敵性魔術の認にん識しき・分ぶん析せき可能。使用魔術効果上昇。

　末期型バインセパレイタカップルブル フェザー：特定対象と全ステータス効果・魔力・視覚共有。意思伝達可能。

　　　　　◇　◇

　俺も大たい概がいだが……リアさんの乙おと女めっぷりが、凄すごい事になっています。

「……ところでリア？　階級や能力の名前って、どうやって決まるんだ？」

「一説では――『魔力』は世界の意思と言われている。個人の精神に魔力が反応して能力が形成される以上、『世界の意思が決めている』と言えるかもしれないな」

「……そうか。つまり俺たちは、世界に関係を認められた、と？」

「――っ！　……う、うむ。そう、とも言えるな」

　一気に頬ほおが紅あかくなったリア。俯うつむきながら……口元は、嬉しそうな笑えみで。

　――リアさん。俺たちは世界の意思に『超絶バカップル』と認識された様ですよ？

「――そ、そんな事より！　実質的に、二人分の能力を使える様になったって事!?」

　衝しよう撃げきによる硬こう直ちよくから立ち直ったイスカが、慌てて訊きいてきた。

「まぁ、そういう事。――いやー、俺も近接戦に魔ま術じゆつ攻こう撃げき追加できるのはありがたいが、何よりリアの魔術能力がトンデモない事になるなー」

「ああ。和希の能力を使えるのなら、更に面おも白しろいことが出来そうだ」

「――だな。……さぁリア、さっそく実験を始めよう。楽しみだな……？」

「――ああ、全くだ、和希。――くっくっくっく……！」

　不気味に笑う俺とリアを、紅音とイスカはドン引きしながら眺めていた。




　　　　　◆　◆




　――そんなわけで。

　俺の能力にある『戦闘時、全能力大幅上昇』と『魔術効果上昇』。そしてリア本人の『全魔術大幅強化』と『使用魔術効果上昇』。

　現在のリアの魔術は、魔術系効果四つによって多重増幅されている状態。

　しかもリソースとする魔力も、二人掛かりで増幅して供給する事が可能。

　それらを活用した結果が――魔術による物量攻撃。

「悪いが、あの仔たちを渡す気は無い。……今ならば見逃そう。――退け」

　無数の光球を従えたリアからの、最後通牒。

　気圧され、思わず一歩後退する男たち。だが辛かろうじて踏ふみ留まり、憤怒の表情で。

「――な、ナメるなガキ共が！　行くぞ野郎共!!」

　リーダーの啖呵に、男たちが意地を振り絞る様に鬨の声をあげる。

「――ならば蹴散らすまで。行くぞ和希！」

「ああ！」

　俺の返事と共に、光球を解き放つリア。ただし、前方にではなく真上に。

「「「「「 ――ッ!?　」」」」」

　魔術攻撃に備えて『刃網』を構えていた男たちが、意表を突かれて空を見上げる。

　構わず俺は――上空に放たれた50の光球、その半分の25を認識して操作。




　――俺が持つ能力『ツッコミジャッジ オブ の嗅覚ザ モーメント』の、使用魔術の緊急制御能力。本来は『自分が使用した魔術』にしか効果が無い。

　……だけど、『俺の魔力も使って形成された術』は、誰の魔術になるのだろうか？

　その実験結果を使い、可能となったのが――『二人掛かりでの大量遠えん隔かく操作』。




　撃ち上げられた光球が軌道を変え、流星の様に男たちの頭上から襲いかかる。




「「「「「　なッ!?　うおおおおおッ!?　」」」」」

　火、水、雷の魔術球と、物理破壊の岩石弾の雨。

　慌てて『刃網』と『対魔障壁』を上方に展開する男たち。後方の五人が、防御が間に合わずに倒れるが、他は魔ま術じゆつ弾だんの雨を耐える。

　だが、この時点で既すでに俺たちの掌の上。――このまま畳み掛かける……！

「――後ろがガラ空きだぞオッサン！」

「しまっ――」

　上空に『刃網』と注意が集中している内に、俺は全力で男たちの後方に回り込んだ。

　慌てて展開し直そうとするが――もう遅おそい。

「ごはッ!!」　「がッ!?」　「ぐがあッ――!?」

　体勢を立て直す前に、三人を『聖剣ルーナ・メリディエス』で叩き伏せる。残り九人。

　四人目に仕し掛かけるが、再展開された『刃網』に防がれる。

「調子に乗るなッ!!」

　後方に跳び、一いつ旦たん距きよ離りを取った俺を男が追おうとするが――




「――甘い」




　男たちの背後から聞こえる、リアの声。直後に再び、光球の一いつ斉せい射撃。

「「「 ごああああああッ!? 」」」

　狙いを付けず、撒き散らされた光球が三人の男を捉とらえる。――残り六人。

　適当に撃たれた魔術弾は、俺の位置も攻こう撃げき範はん囲いに収めている。

　俺に向かってきた光球は五発。俺はそれを認識し。

「――よっ、と」

「「 ちょッ!?　ああああああああッ!? 」」

　伏せて光球の散弾を躱した二人の男に、軌道を変えて叩きつけた。――残り四人。

「――く、クソがあああああッ!!」

　一人が半ば破れかぶれで、リアに特攻を仕掛ける。が、リアは慌てず。

「だから甘いと言っている」

　逃にげるどころか俺の『能力』で跳ね上がった身体能力を使い、逆に踏み込み――

「なッ――ぐがああッ!?」

　聖魔杖を接触させてのゼロ距離射撃で吹き飛ばす。――残り三人。

「余所見している暇は無いと思うぞ？」

「――ッ!?」　「ゴッ!?」

　唖然としている男たちに背後から近づき、更に二人叩き伏せる。――残り一人。

「――は？　な、な、な……ッ!?」

　ただ一人残された、リーダー格の男。

　短時間で仲間が全滅させられ、頭が追いついていないのに加え――その周囲を、リアが再展開した10を超こえる数の光球に囲まれ、軽くパニックに陥っている。

　そんな男に、俺とリアは声を揃え。




「「 終わりだ 」」




「ぐああああああああああああああああッ!!」

　魔道具を展開しようとすることも出来ずに、全方位からの光球をまともに受けた。

　――これで殲滅完了……なんだよな……？

「――ふむ？　これで終わり……か？　妙みように歯ごたえが無かったが……」

　どうやら、リアも同じ感想らしい。

　……確かに、結構えげつない攻撃をしたのは俺たちだが。それにしても、頭数も装備も揃えて警戒して来たはずの密猟団にしては、妙にアッサリと終わった。




　――え？　装備も揃えて……？




　相手の戦力を訊いたとき。『団長以外の装備は、基本的に統一』、親父はそう答えた。

　……それなのに今回、リーダーの男も装備は同じで……。




　直後、強烈な寒気が襲う。出所は――頭上。同時に、男の声が聞こえ――

「【風神の刃やいば・裂け】……」




「 ッ!?　リア、横に跳べッ!!」「なッ――!?」

　俺とリアが退たい避ひした一瞬後、派手な土煙が舞い上がる。

　――真上から奇き襲しゆう!?　しかもさっきの声は……『詠唱』？

　土煙が薄れてくると――そこには一人の男。そしてその足元、俺たちが居たはずの場所には、巨きよ大だいな剣で裂かれた様な亀裂が走っていた。

「ほぅ……？　よく避けたな」

　歳としは……30代中盤だろうか。細身ながらも痩せているという印象は受けず、その立ち姿からも、鍛えられている事が一目で分かる。

　武器は両手にショートソードを一本ずつ。服装は全身が濃紺、または黒。おそらく自らが魔ま術じゆつで起こしていると思われる風に、黒いマフラーが靡く。

「……アンタが、こいつ等のリーダーか？」

　さっきのリーダー格（だと思っていた雑魚）の男より若そうだが、明らかに格が違う。

　……何よりさっきの奇襲、俺の能力で身体能力が上がっていなければ、リアは脱落させられていただろう。

「奴やつらが『余よ裕ゆうだ』と言うから、高みの見物と洒落しやれ込むつもりだったが……まさか、助けに入る間もなく全滅するとはな」

　倒れ伏す部下たちを見ながら『やれやれ……』といった調子で語る男。

　……だがその顔には、好物の獲物を前にした様な、獰猛な笑みが浮かんでいる。

「――さあ、第二ステージだ。ここからはこの俺が相手になろう……！」

　男はそう言い、右手のショートソードを見せびらかす様に掲げ。




「――なら、こちらも選手交代。ここからは、私たちが相手になるよ」




　突とつ如じよとして聞こえてきた声。そして現れたのは、見慣れた同居人の姿。

「遅くなってごめん、和希、リア。――ここからは、私がやっていいかな？」

　足元にフェルを従えて歩み寄るイスカ。だが……その手に武器は無い。

「それはいいけど……武器は？　完成したんじゃないのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと受け取ったよ♪　ただ、気軽に持ち歩けないから、ね？」

「わふっ♪」

　悪戯っぽく笑うイスカと、誇らしげなフェル。

　そして、俺とリアの前で右手を横に伸ばし、静かに言葉を紡つむぐ。




「――おいで。『ブランシュネージュ』」

　そう告げた途と端たん、伸ばされた右手の近くに白い光が生まれる。

　その光は瞬く間に細長い形状となり――鞘に収まった一本の西洋剣が出現した。

　白の鞘に収まった、白銀の剣。

　長さも太さも、元の『ネージュ』と変わりない様に見えるが、大きな違いは、鍔。

　比ひ較かく的てきシンプルだった『ネージュ』の鍔だが、今は繊せん細さいな装飾と――何よりその中央には、大きな白い宝石が埋め込まれている。




　　　　　◆　◆




　それは、今回の一件が始まった日。戦いの後の反省会で、今後の事を話し合った時、親父が急に言い出した。




「君が持っている家宝の魔ま剣けん『ネージュ』、貸してくれないか？」

「え？　いいですよ？」




「「 あっさりと許可しただと!? 」」

　親父からの『家宝を貸してくれ』という無む茶ちやな要求を、二つ返事で受け入れたイスカ。

　予想外の光景に、思わず驚おどろきの声を上げる俺とリア。それは当の親父も同様らしく。

「……自分で頼たのんでアレなのだが、本当にいいのか？」

「いえ、理由は当然教えていただきますが……友人で、恩人でもある和希のお父上です。疑う気にはなりません」

　そうキッパリと言い切るイスカ。――リアの時とは違う気恥ずかしさがあるな……。

「――ええ子やなぁ……。いつか騙だまされへんかと、オイチャン少し心配やわぁ……」

「何な故ぜにエセ関西弁？　気持ちはわかるが……ンな事より親父、理由を話せ」

「ああ、それは当然話す。――ところでイスカ君。その剣の由来は知っているかな？」

「この『ネージュ』の由来……ですか？　いえ、『かつての王から下賜されたもの』とは伝え聞いていますが……」

　親父の問いの意図がわからず、戸と惑まどった様子で答えるイスカ。――というかあの剣、そこまで由緒正しい一品だったのか。

「ま、そんな所だよな。――その剣は建国戦争の際、後の建国王を守った一人の将軍に贈られた物だ。……ま、その後の細かい経けい緯いがいろいろあるんだが――」

　どうやら、全すべて話すと長くなるらしい。端折る事にしたらしい親父が、結論を語る。




「――それ、未完成の宝剣なんだわ。王からの褒ほう美びとして、完成させる許可が出た」




　　　　　◆　◆




　空中に留まり、淡く輝かがやく『ブランシュネージュ』。その姿は『宝剣』と称されるに相応しく、ただ存在するだけで、静かな威厳を伝えてくる。

　そして――イスカが、その白の宝剣を手に取る。

「――ほぅ、大層な剣ではないか。俺が勝ったら、貴様らの武器もいただくとしよう」

「……いいですよ？　相当難しいと言わざるを得ませんが」

　男の言葉に、敬語で返すイスカ。どうやら、思考が戦せん闘とうモードに切り替わった様だ。

「イスカ、気を付けろ。その男が使うのは、おそらく特殊な自己強化術。速度だけなら、お前より上だ」

　邪魔にならない様に下がりながら、リアがイスカに言う。

「情報ありがとう。――わかりました」

　そう応え、フェルと共に進み出るイスカは、男を見据えて口を開く。

「私は、イスカ・リヒト・エストレラ。この仔はフェル。そして――」

　鞘ごと前に掲げ、新たな武器を静かに抜刀。輝きを放つ白銀の剣が現れ。




「――光栄に思いなさい。『天剣ブランシュネージュ』、その初うい陣じんの相手となる事を」




　言葉と共に、一振り。鞘から膨大な魔力が解き放たれ、白い光の粒子が周囲を白く染める。それは――雪が降り積もる雪原の様で。

「――フェル」

「わうッ！」

　イスカに応え、フェルは大きく息を吸うと、声高に遠とお吠ぼえをする。そしてその肢体が徐じよ々じよに大きく姿を変え――魔力を吸収したフェル本来の姿、銀の大だい狼ろうが出現した。




　闇夜の雪原に、銀狼を従えて立つ、黒くろ髪かみの剣けん士し。

　その姿は敵味方・性別問わず、惹き付けられ――畏怖をもたらす。




「……なあリア？　確か『ブランシュネージュ』って『白雪姫』って意味だよな？」

「うむ、そうだな。――名も姿も、とてもイスカに似合いの剣ではないか」

「イスカ、男だよな……？」

「ああ、そうだな。…………外見的に、とても似合いの剣ではないか」

「…………ああ、そうだな」




「――くっくっく！　相手に不足は無い！　行くぞ!!　【風神の加護・風の翼・来たれ】！」

　男が剣を構えると同時に、術の詠えい唱しようを開始。短い言葉の直後――男の姿が掻き消える。

「「――ッ！」」

　左右に分かれて飛び退いたイスカとフェル。その中央の地面に一筋の亀裂が刻まれた。




「――和希。ヤツのステータスは既に確かく認にんしたか？」

「…………ああ」

　リアに応え、イスカ登場の少し前に確認した、ソレを思い出す。

　……正直言えば、そのまま忘れていたかった。――と言うのも……。

　　　　　◆　◆

階級クラス

　黒き暴風（笑）テンペスト：敏捷性上昇。斬撃強化。

能力アビリテイ

　絶対コンセント妄想レイシヨン：状態異常耐たい性せい。精神魔術無効。

　瞬間妄想クイツクキヤスト：詠唱短縮。

　深化妄想リインフオース：自己強化魔術の効果倍増。

　両刀使い【男女】ツインソード：双剣使用時、攻こう撃げき力・攻撃速度上じよう昇しよう

　　　　　◆　◆

　――いやー、異世界にも中二病ってあるんですね。

　……自分を『大物だ』と思い込めば本当に強くなっちゃう異世界、マジ半はん端ぱ無いッス。

　そして、どんなシリアスが展開されていても確実に緊きん張ちよう感ブチ壊す、この魔ま眼がんもなかなかエグイなと、改めて自覚。
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「……敏捷性上昇とか、自己強化魔術の倍増とか、詠唱短縮とか。偏っているっていうか――思いっきり特化してるって感じだな。……あの術は何なんだ？」

「おそらく……術陣を意識に焼き付け、呼吸で魔力を吸収する事で即時発動できる様にしている様だ。あの詠唱は主に自身への自己暗示のため、周囲の魔力に左右されない。……使用魔術を自己強化術のみに絞るなら、実に有効な手段だな」

　どうやら『耳年増エルダーワイズマン』で分析したらしい、リアの解説。

　――頭の中の術を、自己暗示で増幅しながら高速発動する、って事か。ならば――




「つまり――ＴＰＯを選ばず、瞬しゆん間かん的てきに自己陶酔する技、って事か？」




「…………そう言われると、別の意味で恐おそろしい技術だな……」

　脅きよう威いを感じていた技術のアホらしい別解かい釈しやくを指摘され、複雑な表情をするリア。

「しかし――改めて訊くが、何故私に『魔眼』を使わせない？　危険と言っていたが、何があるというのだ？」

「……余計な情報が入ってくるんだよ。フィルター掛ける事も取捨選択も出来ないから、知りたくない情報まで。――精神への負荷が大きいから、使わない方がいいと思う」

「……なるほど。強力が故の弊害か……」

　不服そうながら、一応納なつ得とくしてくれたらしい。

　――実際は……この能力使って、リアの反応を見て楽しんだりしているからだったりするのだが。まぁ、嘘うそは吐ついていないから、いいよね……？




　そんなアホな遣やり取とりをしている間にも、イスカの戦いは続いていて。

「ガウッ!!」

　フェルの鳴き声と同時に魔力が数か所に収束、氷の矢を形成し、放射状に放たれる。

「ふっ、当たるハズがないだろうが！」

　速度任せに術を回かい避ひした男が、その速度のままイスカに突撃する。

「ッ！　はッ――!!」

　剣で防いだイスカが反撃に二振り。それを後退して楽に回避する男。

「ハハハハハ！　遅い、遅いぞ!!　いくら武器が良くても、当たらんなら怖こわくもない！」

　後退する男を追い『ブランシュネージュ』を振ふるうイスカ。それを全て回避しながら嘲笑を浴びせる男。

　そして、何度目かのフェルが放った氷の矢を躱した後。

「ふっ、いい加減、鬼ごっこにも飽きた。――貴様も実力の差というものが分かっただろう？　これで終わらせてやる！　【風神の御使い・宿れ】!!」

　疾しつ走そう中の男が詠唱を完成させる。――男の姿が掻き消え――

「――もらったッ!!」

　イスカの背後に出現した男が、無防備なイスカの背中に刃を振りおろし――




　突如、光の線が生まれた。

　それは長さ１メートル弱。宙に刻まれた爪痕の様な光が、男の刃を受け止めた。




「――なっ、コレは!?」

　必殺を確信していた一いち撃げきを防がれて狼ろう狽ばいし、男の動きが止まる。

「ヴォゥッ!!」

「何ッ!?　ぐああッ!?」

　その隙すきを逃さずフェルが放った一撃。それは氷の矢ではなく、衝撃波の様な吹雪。

　直撃を受けた男は、結界中央まで吹ふき飛とばされる。

「っく！　何ださっきのは!?」

　先ほどまでの余裕が完全に消えた男に、イスカは淡たん々たんと告げる。

「――やはり、最後まで気付きませんでしたか」

　言いながら左手を剣から離はなし――指を鳴らす。




　男の周囲に、無数の光の線が生まれた。




「――な、な、な……ッ!?」

「この剣を使うのは初めてなので、試させていただきました。――ブランシュネージュの能力です。『刃が通過した場所に、魔ま力りよく刃じんを作り上げる』――貴方あなたを囲む光、その全てが私の剣。……避けられますか？」

　それは最も早はや『問い』では無く――雪と光を従えた、死神の宣告。

　言葉を失くす男。その様子に構わず、左手を横に伸のばし。

「――行きます」




　再び、指が鳴る。それを合図に、光の刃が男に殺到。




「ぐ、ぐおおおおおおおおおおおおッ!?」

　男の苦く悶もんの声が響く。だがそれも全て、光の渦が飲み込んだ。




　数秒が経ち。光が治まった後に――

「はぁ……、はぁ……。ふ、ふはははははッ！　どうだ、耐たえてみせたぞ!!」

　ボロボロになり、膝ひざを突きながらも、未いまだ戦意を残す男が居た。どうやら咄嗟に防御系の魔道具を起動させ、ダメージを最小限に抑えた様子。

「こ、これで貴様の切り札は無くなった！　まだ俺おれにも…………は？」

　……今度は気付いたらしい。

　上空から降り注ぐ青白い光。――月光にしては、あまりに強すぎるという事に。

「――あ、あ、あ、あ、あははははははは……」

　夜空を見上げた男の顔が、今度こそ絶望に染まり、乾かわいた笑いが虚しく響く。

　光の刃を足場にして、空に昇った銀狼。

　その開かれた口腔に魔力が収束され、青白い光球を形成していた。

「――実は、私より遥かに怒おこっているんですよ、あの仔。……罪もない同族を襲う、貴方の様な人種に」

「 ……………… 」

「貴方の術の詠唱、『風神の加護』、でしたっけ？　ならば私たちは――その神もろとも、全てを凍らせる」

　イスカの言葉に合わせる様に、フェルの口腔の光が、さらに明度を上げる。

「――いきなさい、フェル。『天狼凍牙』……！」




　――イスカの声に合わせ、咆哮と共に解放された青い光条。それは男に悲鳴すら上げさせず、その姿を飲み込んだ。







「――お疲つかれさん、イスカ、フェル」

「――お疲れ様さま、だ。それがイスカの新しい武器か――」

　戦いが終わったイスカたちの所に歩み寄り、声を掛けると。

「――うん、ありがとう和希、リア♪」「わふっ♪」

　戦闘中の冷酷さが嘘の様な、明るい笑え顔がおを向けてくるイスカと、大きくなっても全く変わらない声をあげるフェル。

　その向こうには――男が、諦あきらめた様な表情で氷漬けになっていた。

「『天剣ブランシュネージュ』と言ったか……見た所、相当な出力の様だが……？」

「――う、うん。本来、王家の宝具と対になるはずだったんだって。だからコレも、性能は国宝に劣らない、って……。私が持ってていいのかな……？」

　いきなりの実戦であれだけ使い熟しておきながら、怯おびえる様にそう言うイスカ。本当に、戦闘中とは別人のようだ。――まぁ、イスカらしいけど。

「それだけ認められたという事だろう。――せっかく賜ったのだ。『返せ』と言われないよう、その剣に相応しくありつづければいいのではないか？」

「――うん、そうだね。頑がん張ばるよ……！」

「今のイスカなら、絶対大だい丈じよう夫ぶだと思うぞ？　……それより最後の――『天狼凍牙』、だっけ？　――必殺技？」

　おそらく、ブランシュネージュが放出した魔力を全て集め、フェルが冷気に変換して叩きつけた、のだろう。確かに『必殺技』と言うに相応しい威い力りよくだったが――技名のシャウトは必要なのだろうか……？

「うん！　えっと……こっちの世界だと、決め技を撃つ時は技名を言うのが決まりなんだよね？」

　そう、得意気に言うイスカ。……なんか、イヤな予感がする。

「……イスカよ。それは誰だれに聞いたのだ？」

「え、紅音だよ？　一いつ緒しよに観たアニメでも、皆みんなそうだったし……違ちがうの？」

「「 ……………… 」」

　……本当に必殺技を撃てる異世界人に、二次元世界の常識を教え込んだ、我わが幼おさな馴な染じみ。元々が素す直なおすぎるくらいのイスカだけに……ちょっと、取り返しがつかないかも。

「――あれ？　どうしたの二人とも？」

「……いや、その――」

「おおー、お疲れさん。全員ケガは無いなー？」

　答えに窮していると、結界の隅でリルと隠れていた親おや父じが近づいて来た。……今だけは、この空気を読まないオッサンの存在がありがたい。

「――ああ、結界助かった。サンキューな、親父。……で？　赤点勇者の追試、採点の程ほどはいかがなもので？」

「――ふむ。満点とは言えないが、十二分に合格点だ。――ってか、またエグい能力を手に入れたな、お前ら……」

「……私自身、まだ少し持て余し気味だが……それより、あの男たちはどうすれば？」

「ああ、こちらで処理します。後は任せていただければ、と。――和希。コイツら送り返すついでに、俺も向こうに戻もどるわ」

「はいよ、母さんによろしく。――あんまり面めん倒どう事を送ってくるなよ？」

「はっはっは。まぁ、出来る限りの善処はするかもしれん。――んじゃ、仕事するわ。じゃあなー」

「あ、私も手伝います！」

　そう言って、野や郎ろう共を送り返しに向かう親父と、それを手伝いに向かうイスカ。

「――あれ？　そういえばリルはどこに……？」

　おそらく親父と共に帰るであろう、リル。無事なのは確認したが、どこに――

「ああ。――リルならあそこだ」

　リアが指さした先には――銀色の大狼と、黒い仔狼が。




「くぅ～ん……？」

「わふっ」

　フェルの顔の下まで来て、恐る恐る『おにーちゃん……？』と訊くリルに、『そうだよ』と答え、その場に伏せて目線を合わせるフェル。

「きゃんっ♪」

　すると、嬉うれしそうな声をあげ――自分の鼻を、フェルの鼻先に触れ合わせるリル。

　――たしかアレって、犬同士の親愛の仕草、だっけ？

「わふっ!?　――わんっ♪」

　少し驚いた様な声を上げたフェル。だけどすぐに嬉しそうな声と共に、鼻先でお座すわりしている小さな妹分を、大きな舌でペロリと。

「きゃぅんっ!?」

「わふっ!?」

　……優やさしく舐なめたつもりなのだろうが、サイズの違いで後ろに『コロッ』と転がったリル。慌あわてて首根っ子を咥えて起こすフェルだが――

「きゃん♪」

　楽しかったらしいリルは、嬉しそうな声をあげた。




「――これで、やっと終わったな」

　そんなフェルとリルの和なごむ光景を見ていると、思わずそんな言葉が零れた。

「……ああ、そうだな。ところで和希――」

「ん？　…………あれ？」

　名前を呼ばれ、リアの方を向くと……何か違い和わ感かんを覚えた。

　その正体を少し考え……気がつく。




「…………リアさん。その瞳ひとみの色は、いかがなされたのでしょうか……？」




　リアの、澄んだ紫むらさき水ずい晶しようの様な瞳。それが今は……夏の海のような澄んだ青色に。

　そしてその色は……俺が『元・邪気眼』を発動しているときになる瞳の色で……。

「……和希が見ているモノが知りたくて、使ってみた」

　そう言うリアの顔は……能面のような無表情で。

「……俺のステータス、見た？」

「…………（こくり）」

「……自分のステータス、見た？」

「………………（こくり）」

「イスカのは？」

「……………………（こくり）」

「親父のは？」

「 ！　――――。………………」

　親父のステータスを見たらしいリアが、頭と肩かたを『ガックリ……』と。

　――まぁ、誇ほこりに思っていたり、脅威に思っていたり、尊敬していたり。……そんな能力の本質が、ことごとくアレだったんだからなぁ……。

　多分……俺が初めて見たとき以上の衝しよう撃げきだろう。下手すると世界に失望するレベル。

「……リア。俺が『眼めは使うな』って言った理由、分かったな？」

「……それはもう、痛いほど分かった」

　憔悴した顔で言うリア。――よし。このまま誤魔化そう。

「……まぁ、とても面白くはあるんだが……この通り、精神衛生上よろしくない事が多々あるんだ。だから、リアは使わない方がいい。見たものは忘れよう。な？」

　そう言うと……あまり見たことの無い、弱々しい眼を向けてくる。

　……その、迷子の仔ネコの様な眼に、思い切り庇護欲を掻かき立たてられていると。

「――ああ。和希の言う事は、確かに正しい。……ところで和希？」

「――ん？　どうした、リア？」




「……どうして、お前の『舌先三寸』は点てん滅めつしているのだ？」




「………………」

　――わーい。丸め込もうとしているの、モロバレじゃないッスか。

「……ちなみに、何でだと思います……？」

「――その性格・性質が顕れている時に点滅する、か？　……和希、何を隠かくしている？　まだ他に妙な性能があるのか？」

「……いや、それは無い」

「――本当の様だな。点滅が止まった」

「俺の能力、嘘発見機!?」

　何故、自分の能力で尋問くらって、追い込まれているのだろう？

「……何を言ってるんだリア。隠し事をしていた事が、少し後ろめたかっただけだ。別に妙なモノは見えないだろ？　だからこれ以上は――」

「――激しく点滅を始めたが？」

「本当に自重してくれませんかねぇ俺の能力!!」

　今いま更さらながら思うが……この能力、状じよう況きよう次し第だいでは嘘吐きや詐欺師の天敵になり得る。

「……ふむ。和希が人を丸め込む際の手法は……虚偽を用いない隠蔽。……この眼で見えるモノ。私に隠していた。そして――現在は見えないモノ……？」

　――ギクリ。

　さすがと言うべきか……俺が隠したい事のすぐ近くまでアッサリ辿り着くリア。

　俺は……下手に口を開くとヒントを与あたえる事になるため、何も言えない。




「…………そういえば和希。私はつい最近ランクアップをしたわけだが――私の『ネガティブワーズ』は、なんと表記されていたのだ？」




「……………………」

　表情筋は全力で制せい御ぎよしているが……妙な冷や汗あせは自然に流れるわけで。

「――コレか。……言え、和希」

　恋こい人びと同士のソレとは対極の温度を宿す視線。言いい逃のがれは……最早、無理。

「……『素直じゃない愛【冷】』となっておりました」

「――――ッ!?」

　……瞬間的に、顔を真っ赤にするリア。一いつ瞬しゆん、錯乱しかけた様子だが、それが落ち着いてくると――代わりに目め尻じりが吊り上ってきて……？

「…………和希。質問を二つしたいのだが、いいだろうか？」

「――なんでございましょうか？」

　……リアさん。その質問の仕方は、ほぼ確信しているって事ですよね？

「まず一つ。……私のその項目が点滅した所を、見たことは？」

「…………幾いく度どとなく」

「――ッ！　……最さい期ごだ。――私の『気持ち』には、いつから気付いていた？」

　無意識に、言葉に魔ま力りよくを込めているのだろうか。……頭に伝わってきた『さいご』という単語、少し字がおかしかった気がしたが……最早、俺に黙秘権は無いわけで。

「……出会った初日に何となく。二日目に、ステータス見て確信。……以降は度たび々たび、視覚的に確認しておりました」

　それを聞いたリアは、顔色を隠す様に俯うつむくと……怒いかりに震ふるえながら、言葉を絞り出す。

「……時々意味も無く魔眼を発動させるから、おかしいとは思っていたが……こういう事だったとは、ふふふふふふふ……」

「あ、あー……、気付いてたんだ？」

「……私が、和希の変化に気付かないわけが無いだろうが」

　怒りながらも、そう言ってくれるリア。――少し重いが、嬉しいわけで。

「――ありがとう、リア。そんなに見ていてくれて」

「……和希――」

　リアの震えが止まり――俯いていた顔がこちらを向く。その瞳は――――青色？




「――また、点滅始めているのだが？」




「ホントに自重しろおおおおおおおおおおおッ!!」

　俺の絶望の絶叫を無視し、リアは手に持つ『聖せい魔ま杖じよう』の石突を、地面に突き立てる。

「あ、あのですねリアさん？　嬉しいと思った事も、感謝の心も本心なんですよ？　――でもですね、少しでも『このまま誤魔化そう』とか思ってしまうと『ぴこーん』って反応してしまうらしく――」

　……必死の弁明。リアはそんな俺に、珍めずらしい満面の笑えみを見せ――

「問答無用♪」

　直後、地面が揺れ――大地を突き破り、地面から木の根が生えてきて――

「ちょッ!?　なんで結界の中に木が――地中から魔力通して外の木を操ってるの!?　ま、待てリア、今のお前の魔術は本気で洒落にならない――ッ!!」

　そうしている間にも。地中から生えてくる根は数も太さも増していき。視界が全て覆われたかと思うと――絡み付いてきた。




「……覗きは極刑だ、和希」




「な、何その不当判決!?　ちょっ！　また触手ネタかあああああああッ!?」







終章　ごちそうさリザルト オブまです。 エフオート







　翌日。　切迫した状じよう況きようは昨日で終わったため、今日は訓練も無しで、久々にのんびりとした一日を過ごし――夕刻。




「……で？　結局何を作ってるんだ？」

「あはは……完成するまで教えちゃダメって言われてるから……ごめんね？」

　俺の何度目かの質問に、苦笑いでお茶を濁すイスカ。




　今日は、リアの特訓の成果をお披露目してくれるらしい。

　最近はずっと紅あか音ねの家で料理の練習をしていたので、現在の実力はおろか、何を練習しているのかすら知らない。

　だから今日は本当に楽しみで、無意味に筋トレして腹を空かせたりしたのだが……。




「――まさか、監かん視し付きで隔離されるとはねぇ……」

　しかも匂においも分からないようにと、ご丁寧にアロマキャンドルまで。

「う、うん……。私はさすがにやりすぎだと思うんだけど――リアも不安なんだよ」

「……それは分かるけどさ」

　今まで、基本知識すらあまり無かった分野への挑ちよう戦せん。……不安が無いはずがない。

「和かず希きは、本当に楽しみ？　それともただ心配してるだけ？」

「心配も不安も無いとは言わないけど……普ふ通つうに楽しみだぞ？　リアのエプロン姿とか、手料理とか、エプロン姿とか」

「エプロン姿がメインなの!?」

「――さすがに冗じよう談だん。料理がメインだよ」

　……だけどエプロン姿もとても楽しみで。……ここら辺の心情、男性諸君ならご理解いただけるかと思う。目の前のこのお方は、理解できるか微び妙みようだが。

　匂いまで嗅がせないという事は……初心者の基本、カレーあたりだろうか？

　それなら、匂いでバレない様にアロマキャンドルを用意していたのも納得出来る。そして何より……初めて一緒に食べたものでもある。




『ご飯できたよー』




　階下から紅音の声。どうやら、リアの料理が完成したらしい。

「わかった～！」

　返事をしてから部屋を出ようとして――キャンドルを片づけて行こうと思い直す。

「――あ、それは私がやっておくよ。和希は先に行ってて」

「や、大した手間じゃないし。すぐに――」

　今さらイスカに頼む程の事じゃない、と思っていたが……再び紅音の声。




『リアがエプロン姿で待ってるよ～ん♪』




「――マッハで行きます!!」

　イスカに視線を送ると、苦笑いしているのを確認。手て振ぶりだけで『悪い、頼む』と伝え――俺は風になった。




「――だからって、本当に『能力』使ってまで全速力で来なくても……」

「やかましい。――飢えてるんだよ」

　腹が減ってるのもそうだが……主に『リア分』が。

　超ちよう高速の着席を披露した俺に、呆あきれた声と視線を向けてくる紅音を、御座なりにあしらう。俺の意識は――キッチンで仕上げをしているらしいリアに。

　――だけど……カレーじゃないのか。匂い、明らかに違うもんな。

「――和希」

「――っと、来たかエプ――もとい、出来たのか夕食」

「ああ。だがその前に――」

　言いながら左手を伸ばし、俺に触れるリア。――そこから、流れ込んでくる『意思』。

「――『インセパレイタブルフェザー』？　……なぜに？」

「……和希はどんな味でも『美う味まい』としか言わないだろう？　正直な感想がほしい」

　そう、真まっ直すぐに告げてくるリアに苦笑を返し、『能力』の申請を受け入れる。

　心の奥に、リアとの確かなリンクが形成されたのを感じる。

　続いて、リアの瞳が青色に変わる。――これで、隠し事も誤ご魔ま化かしも利かない、と。

「――ありがとう。では、持って来る」

　そう言って、一度キッチンに戻ったリアは、すぐに料理が載のったトレーを持って来た。




　トレーに載って運ばれてきた料理は、意外にも和食。白米、なめこ汁、ブリの照り焼き、そして――肉じゃが。




　俺みたいな、親の手料理をあまり食べていない野郎にとっては……このメニューだけで心にクるものがある。しかも本当に初心者かと疑いたくなる程、見栄えも良い。

「 ！　これは……ごめん、本気で驚おどろいた」

「あはは、だよね～♪　でも男って、こういうの好きでしょ？」

　全く予想していなかった献こん立だてで驚く俺に、紅音が得意気に言う。――さっきの呼び出し方といい……さすがはオッサン心を解する少女、紅音。

　だが……テーブルに運ばれた料理は、一人分のみ。

「えっと……？　俺が先に食べていいのか？」

「うん、どうぞ？　和希の食事風景を楽しんでから、私たちも食べるから♪」

　その言葉通り、リア、紅音、それといつの間にかイスカも、俺に視線を向けていた。

「……じゃあ、いただきます」

　真っ先に肉じゃがに喰らいつきたいのを堪こらえ、なめこ汁を一口。

「――あ。……やばい」

「 ッ！　ど、どういう意味だ……？」

　リアの言葉には答えず――というか答える余よ裕ゆう無く、お待ち兼ねの肉じゃがへ箸を。

「――（ぱくっ）。……ッ！　―――――――ッ!!」

「か、和希……？」

　……一口食べるなり無言でがっつき始めた俺に、リアは戸と惑まどった声を出すが……紅音はニヤニヤと、イスカは楽しそうに笑いかけていた。




　そして――10分かからず完食。最後のなめこ汁を飲み干し、一息吐いてから。

「…………リアさん」

「 ！　は、はいッ!?」

　なぜか『さん』付けで話しかける俺に、なぜか畏まった返事をするリア。




「……お代わり、お願いできるかな……？」




「――は……？　…………ッ！　い、今持って来る!!」

　ワンテンポ置いてから、言葉の意味を理解したらしいリアは、嬉しそうな顔でお代わりを取りに行ってくれた。

「あ。リア、ちょっと待った。ここからは皆で食べようよ」

「――うん、そうだね。じゃあ、フェル『たち』も呼んでくるね！」

　全員分の食事を用意するため、手伝いにキッチンに行く紅音と、フェルたちを呼びに和室へ向かうイスカ。

　少し待つと――テーブルの上には全員分の食事（俺はお代わり分）が並び――

「わふ！」

「きゃんっ♪」

　イスカに連れられ、小動物二匹もやってきた。




　昨夜。一度は親父と共に、異世界の母はは狼おおかみの所に戻ったリルだが。

　なぜか、すぐにまた親父が連れて戻ってきた。

　親父の話だと『母狼たちの意向で、フェルと一緒に修行を積ませたいそうだ』と。

　こちら側は全員大だい歓かん迎げいだし、全会一いつ致ちでリルを預かる事が決定した。

　――まぁ、気になる点が結構あるんだよな……。母狼『たち』って所とか、イスカじゃなくてフェルを名指しの所とか。




　と、今さら考えても分からないし、今は食事に専念する事に。

「――で？　結局、味のご感想はどうだったのかな？」

　……答えは分かり切ってるだろうに、紅音がニヤニヤしながら訊きいてきた。

　無視しようと思っていたのだが――小動物含めた全員が、俺に視線を集めていて。

「――全部、俺の好みド真ん中。……毎日でも食べたいと、冗じよう談だん抜ぬきで思った」

「ほ、本当か!?　……世辞ではないのだな？」

「……その『眼』で見ればわかるだろ？　嘘発見機は反応しているか？」

　ぶっきら棒な言い方になってしまったのは自覚しているが……大目に見てほしい。

　――誤魔化し一いつ切さい利かなくて、本心語るしかないんだから。

「――本当、なのだな。……そうか――」

　……感慨深げにそう言い、嬉しそうな笑みを浮うかべるリア。

　相当に照れ臭かったが……、コレが見れただけで『まぁ、いいか』と思えた。

「 っ！　そ、そういえば和希よ！　――この『眼』、フェルやリルのステータスも見れるのだな。と言うか、人間以外にステータスがある事自体、初めて知ったが」

　自分が見られている事に気が付き、誤魔化すために話題を変えたらしい。

　だが、フェルたちにステータスがある事は、俺も気付いてなかった。

「――悪い、俺も知らなかった」

「そうなのか？　……面おも白しろいぞ？」

　そう言い、ニヤリと笑うリア。好奇心がそそられ、『元・邪気眼』を発動し――

「わ、わふ……？」「くぅん？」

　　　　　◆　◆

【フェル】

階級クラス

　微ツンデレノーザンウルフ：氷系魔ま術じゆつ効果上じよう昇しよう。水・氷耐たい性せい。

能力アビリテイ

　わんぱく仔狼リトルブレイブ：攻こう撃げき力上昇。敏びん捷しよう性せい上じよう昇しよう。

　妹萌えプリンセスガード：守護対象が存在する場合、全能力上昇。

　　　　　◆　◆

【リル】

階級クラス

　ラテン気質サザンウルフ：炎ほのお系・強化系魔術効果上昇。炎熱耐性。

能力アビリテイ

　早くも小悪魔リトルプリンセス：守護者が存在する場合、魔術能力上昇。

　一途イクシード：敏捷性上昇。全攻撃の防ぼう御ぎよ貫かん通つう補正。

　兄好きサポート：守護者への強化・回復魔術効果上昇。

　　　　　◆　◆

「――っごふ!?」

「か、和希!?　どうしたの!?」

　……予想外のナイス・カップリングっぷりを目の当たりにしてしまい、危うく口の中の肉じゃがを噴出させる所だった。

　突とつ如じよとしてむせた俺に驚き、慌てた声を掛かけてくれるイスカ。

「――い、いや、大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと驚いただけだから」

　イスカにそう言いながら、リアの方を見ると――能力を使い、意思を伝えてきた。

「（――面白いだろう？）」

「（……確かに。――ちょっと遊んでみるか）」

　リアに意思を送ってから、フェルとリルの方を向き。

「なあリル？　……ちょっとフェルに『おにいちゃん♪』って言ってみてくれないか？」

「……きゃん？　――くぅ～ん♪」

「わ、わふッ!?　……が、がぅッ！」

　……ツボに入ったらしい、『妹萌え』のフェル君。

　だけど『微ツンデレ』も発動し、『ぷいっ』と、そっぽを向くが――

「くぅん……？　――きゃんっ♪」

　心情を知ってか知らずか、『どうしたの……？』と、心配する様な声を出したが……すぐに『まぁいいや♪』と、気にせずフェルに擦り寄るリル。

「――わふ……」

　何か――諦めた様なフェルの表情が、この二匹の今後を占っているようだった。

　面白い――というより、実に微笑ほほえましいと思う。

　ただ――これを見て、フと思いついた事が。

「……リル、ちょっとこっちに」

「くぅん？」

　――もしかしたら、親に何か言われたのかもしれない。それこそ――『将来の旦那は、今の内に確保しておけ』とでも。

　そう思い至り、フェルには聞こえない様に訊いた俺に――




「きゃんっ♪」




　――リルは、凄すごく嬉しそうな肯こう定ていの声を上げましたとさ。




　　　　　◆　◆




「はぁ～い、今帰ったぞ、マイ・ハニー！　――む、何をしているのかな？」

「あらアナタ、お帰りなさい♪　――アナタが家に仕掛けたカメラの映像を確かく認にんしてるのだけれど……今の所、全部壊されているみたいねぇ」

「――そんな素そ振ぶり見せていなかったが……バレていたか」

「中には凄い形相でカメラを取り外す、和希や王女の姿も映ってるわよ？　それはともかく――あの子たち、どうだったのかしら？」

「はっはっは、能力面なら心配ないね！　だけどお互たがいベッタリなせいで、下手な無む茶ちやぶりが出来ないねぇ。お相手が危険な事は、絶対に避けそうだ」

「あらあら、よっぽど相あい性しようが良かったのね♪　――ああ、そうそう。王様から連れん絡らくがあったわよ？『こちらは、いつでも動ける』って」

「――こちらも、三みつ峰みねさんとは話してきたよ。『あの子の意思を、最優先してくれるなら』って条件でＧＯサイン貰もらった。……丁度良いイベントもあるし、動くかな？」

「そうね♪　――――あら？」

「――ん？　どうしたマイ・ハニー？」

「――このカメラだけ画像が生きてて……寝しん室しつのカメラね」

「ほう？　――お、和希と王女が入って来た――」




『……リア。カメラも壊したし、これで安心して……な？』

『ああ。……嬉しい、和希。――待っていたんだ。これで――』




「あらあらあらあら――♪」

「ちょっ!?　おいおいおいおい、マズイだろ!?　――だけどとっくり拝見いたす」




『『　番組の途と中ちゆうですが、予定を変更して、親父の告発を行います　』』




「な、なんだとおおおおおおおおおおおッ!?」

「…………あらあらあらあら」




『我が父の所有と思われる隠し部屋にて、大量の大人ビデオと写真集を発見』

『――ふむ、どうやらこの女優がお気に入りらしいな。割合が多い』

『――我々は真実を追究するため、今後も埋蔵されたグッズの探索に勤いそしむ所存――』




「は、ハニー……？　こ、これはきっと、何かの間ま違ちがいで……」




「ア・ナ・タ♪　釜茹でにしますか？　毒殺にしますか？　それとも三途の川渡し？」




「『風ふ呂ろ・飯・私』の新婚三択たくが、暗黒面に墜ちて血生臭く!?　は、話を――」

「あらあら～？　――『全部』だなんて、欲張りさん♪」




「――ちょっ!?　ああああああああああああああッ!!」







あとがき







　ネタに困った場合、己おのれの黒歴史を晒さらすのが一番手っ取り早いと思う、今日この頃ごろ。

　そんな黒歴史クリエイター、緋ひ月づきです。ご無ぶ沙さ汰たしております。




　前巻で、このお話のコンセプトを話したと思うのですが。実はもう一つありまして。

　前作『前略。ねこと天使と同居はじめました。』、その最終巻を読んでくれた友人から感想を貰えたのですが。その際に言われたのが――

『これでも甘さ手加減しただろ？』

　……いや、誓ちかって手抜きはしていないですよ？

　ただ、言われて思い出してみると。キャラの性格やストーリー展開上の問題で、思いついた甘ネタを何個か諦めたのは事実でして。

　そういう意味で、甘さの追求より少し安全策をとってしまった、とも言えるわけで。

　……で。『指摘された事が』では無く、『指摘されるまで自分自身気付いていなかった事』を本気で不覚に思い――




　――このシリーズ、最初から甘くする事を主として考え書いています。そのため甘さに関するブレーキは最初から未実装ですので、ご了承ください♪




　さて、では謝辞に。

　担当Ｋ様。いつも胃の痛い思いをさせてしまい、申し訳ございません！

　今回のカバー絵を『石○ラブラブ天○拳で！』と発注する手腕、流石さすがにございます。

　更に、さりげなく『絆創膏の挿絵』発注を提案なさっていた所も流石ですが……『お相手が絡まないシーンでは、一定以上脱がさない』という我がポリシーにより回避させてしまい、申し訳ございませんでした……ッ！

　三嶋くろね様。今回の美び麗れいな口絵・挿絵を見て……しょーじきポリシーなんてゴミ箱に放り込んじゃおーかなー、などと本気で考えました。今回もありがとうございます！

　編集部の方々、校正の方々。いつもギリギリですみません。お世話になっております。

　そして、これを読んでくださっている方へ。ありがとうございます！

　ではまた、近いうちにお会い出来ることを祈って……！







◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


緋月 薙先生／三嶋くろね先生









[image: ]




item/image/p041.jpg





item/image/cover.jpg
KK,
TR
~SNK= N1

q





item/image/p117.jpg





item/image/hj_logo.jpg





item/image/p269.jpg





item/image/p147.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		一章　テレフォンショッキング



		二章　オッサンと犬



		三章　特訓中の出来事



		四章　保健体育と料理



		五章　一歩踏み出すバカップル



		終章　ごちそうさまです。



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p181.jpg





item/image/p063.jpg





item/image/p017.jpg





item/image/k002.jpg
MBOBBEEA A VY
> DOEEET B o
TOWNERD XL E
L&, RICHBEERA
TVBHEFED,

)it
NI B—=PEPLED
=D MBHRFELY)
FREENZMIRD T,
SOTR4L. 71TMiC
NEANKUEL,

REDIR. BISESH O TOWTRRELS,
IEHICORMYEOTNBZET T ADIE
FEMSAEICHIET B LS.






item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg
VS F‘ia[zt iR






item/image/kao.png





item/image/k003.jpg
T12N-YER-TRARLS
REFHORIRTHIUFEBOTR
e WROFEENRRIE. UOREAT
LRV RBEAL TS,

BR2FEEL TERICESLTL
e RERV7OHBRICEY. BE
ELTHE. EBAFINERTT B,

2xIC

A ANEHICRERD
S5POTELMIR, &
RISEOHBRENAS
D FROKSIHR | P
TLBHLDME s






item/image/p219.jpg





item/image/ok.jpg
—PROFILE
R B ooens

[B0B8. RTEXRFERRBRFUDHFT UL, | T, $B401/ NIVY v ) KHIREZ
5.

E“E( 6& H#LELCSD

[BOUTIVER RFHS T IXTERRSTVRD TY/NA ] (HIXE). [HD
FEREX] (ELRT77VIITNE). [CORBESULLWERICHREZ | ] @IX
Z—H—XE). [FeS<BESE! NART—)L] BEIZVIREX) i

/

mm,

2
’l//ra

%%a%%@ﬂbquEyyfz

201444 1H  MIRRSEAT

: HUXE

%
T

HFH— WA %

A=A FAb—— ZMR AR T RlED (LL7¥L V)

RATH—IT R
FATHT—HASH AR E— Vv 8 T1510053 HEHREAK M 4 A2-15-8

K ©2014 Nagi Hiduki J






item/image/p251.jpg





item/image/p002.jpg
88 - KM £ 12802





item/image/p123.jpg





item/image/p001.jpg
~

Hh/ T3

BECETO
NRMLEuE>YSIT2

A

HIX E

N

N\






